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「はい。これで契約は結ばれたわ」

　そんな軽い感じのノリで、そいつは俺おれのファーストキスを奪いやがった。

　少女。

　一見しただけじゃちっちゃくて可愛かわいい女の子にしか見えないと思う。腰の辺りまで届くウェーブのかかった金髪。小さなリボン。ちょっと吊つり目ぎみだが、気高い野良猫を思わせる愛らしくも凜りんとした顔立ち。そう、ここまでならただの可愛い女の子だ。

　しかし、彼女の胸には──蒼い刻印。

　少女が身に纏まとっているふわふわのフリルとレースで飾られた西洋風の蒼いドレス。その大きく開いた胸元から見える初雪のように白い肌には、蒼い宝石みたいに輝く魔法陣にも似た小さな紋様が刻まれていた。

「………」

　まあ、あれですよね。ちょっと気が強そうで外見は小学生に見えるくらいちっちゃいけど、こんな可愛い女の子にファーストキスを奪われたんならラッキーかなぁなんて、普通だったら喜んじゃうかもしれないが……とりあえず、今はそんな場合じゃなくて。

　そう、問題は──彼女が特別な存在だってことだ。

「───」

　なんでも、うちの先祖には魔女が一人いたらしい。

　ひどく現実離れした御お伽とぎ噺ばなしだが、その魔女は自分が蒐しゆう集しゆうしていたアンティークに魔術をかけるために、自らの血を分け与えた。

　その数、実に九十九。

　そして魔女の死後──彼女の血ちからを分け与えられたことで魔力が宿ったアンティークたちは、《魔女の遺産ウイツチクラフト》と呼ばれ、この街のあちこちで奇怪な事件を起こしている。

　いや、普通だったらこんな都市伝説めいたゴシップはインターネットの掲示板でヒマなヤツらのネタにでもなってればいいと思うんだが……非常に厄介なことに、どうやらこのエピソードはどうしようもなくマジらしい。

　なぜなら、今俺おれの目の前にいる彼女がそうだからだ。

　ウィッチクラフト。

　魔女の血を分け与えられた九十九のアンティーク。今は可愛かわいい女の子の姿をしているが、彼女の正体はまさしくその一つ。なかでも──彼女は特別だ。

　なにせ彼女は、ウィッチクラフトを封印するためのウィッチクラフト。

　蒼あおく輝く刻印で飾られた柩ひつぎ。

　ラピスラズリ。

　それが──彼女の名前だ。

　ちなみに、俺と彼女の記念すべき初めての会話を抜粋すると……。



「わたしの名前は──ニャピスラズリ」

「いや、おまえはそんな猫っぽい名前じゃなかっただろ」

「っ！　訂正！　今のはなし！　私の名前はニャピ、ニャピ……あれ？」

「もしかして、そっちが本名なのか？」

「う、ううううるさいわね！　長い間喋しやべってなかったから噛かんじゃっただけよっ！」

「とりあえず、緊張しなくていいから落ち着いて喋れって」

「き、緊張なんかしてないもん！　このバカ！　バカバカバカ犬っ！」



　……まあ、ともかく。

　今夜、俺は彼女と──ラピスと出会った。

　こうして、俺たちの物語が幕を開ける。

　ウィッチクラフト。

　魔女の遺産を巡る、どこか普通じゃないヤツらの物語が──。



    

  
    
      


第１章　契約ラピスラズリ



　音おと原はら市。

　俺おれのアパートがある都心から電車に乗ってしばらく行ったところに位置する人口十万人ほどの地方都市である。海沿いに面しているせいか夏は家族連れやカップルが集まる観光地。最近は駅前に大型ショッピングモールができたせいで余計に発展が進んでいるとか。

　そんなどこにでもあるような街が、俺の故郷だった。

「……寒っ」

　思わず呟つぶやいてから、俺──辻つじ峰みね冬とう夜やは改札を抜けて駅前に降り立った。

　本日の日付は三月二十三日。

　現在高校一年生の俺にとっては待ちに待った春休みなんだが、いかんせん気温は最悪。七年ぶりの帰郷なんだから、少しはサービスしてくれよ神様。

「にしても、親父おやじのヤツも急だよな」

　自分の記憶とはかなり変わってしまった街並みを眺めながら、地図を頼りに目的地を目指して歩き始める。

　そう、俺が七年ぶりにこの街に来たのはあの親父ロクデナシのせいだ。

『急で悪いんだが、これから本家に挨あい拶さつに行ってきてくれ』

　今日、高校の終業式を終えてルンルン気分でアパートに帰ったら、そんな書置きがあったのである。

　肝心の親父本人は留守だった。どうせまたパチンコか競馬だろう。非常に笑えないことに、俺のたった一人の肉親の職業はフリーター兼ギャンブラー。一刻も早くハローワークに連行してやりたい。それかお寺で煩悩の摘出手術を受けさせるべきである。

　ただ、そんな親父でも生まれはお坊ちゃんだったそうだ。

　辻峰家。

　この街では結構名を馳はせた名家で、親父はそこの次男坊だった。

　もっとも、俺が十歳のときに家を追い出されたが。なんでもドリーム（ジャンボという名の宝くじ）を大量に買うために本家の金に手を出したとか。理由がメチャクチャだよね。

　ともかく、そんなことがあったから本家とはとっくに縁を切ったと思ってたのに……。

「しかも、大遅刻だし」

　時刻は午後九時半。

　本当は夕方に着いて本家で一泊していく予定だったんだが、途中で発生した事故のせいで電車がかなり遅れてしまった。一応本家には電話で連絡しておいたけど、遅刻は遅刻。うーむ、さっさと挨拶に行かねば。

「でも、あの二人に会うのも久しぶりだな」

　思えば、さっきからやけに独り言が増えてるのはテンションが上がっているせいかもしれん。

　そう、本家には俺おれの従姉妹いとこが二人いる。

　姉は高校二年生で、妹は俺と同じ高校一年生。彼女たちは仲の良い姉妹で、俺も本家に住んでた頃ころはよく一緒に遊んだっけ。

　だが、親父おやじの件があったせいでどうも疎遠になってしまって……再会するのはなんとビックリ七年ぶり。妹の方は同い年のくせに俺を兄貴みたいに慕ってくれてたし、姉の方にも大分可愛かわいがられた思い出がある。

　だから、きっと早く彼女たちに会いたかったんだろう。

　駅を出てから十数分──気付けば早足になっていた。

　大きく発展した駅前を抜け、住宅地の方へとゴー。この辺りは七年前とあまり変わってないらしく、景色にはそこそこ見覚えがある。

「確か、こっちの方が近道だよな」

　呟つぶやいてから、路地脇の森林公園へと入る。夜のせいか人気はゼロ。記憶によれば、このルートならかなりのショートカットができるはずで……。

「………っ!?」

　瞬間──胸の辺りがカッと熱くなった。

　思わず服の上から撫なでると、手に感じたのは金属の硬さ。

　ペンダント。

　十字架の形をした小さな銀細工の首飾りである。どうしてか、そのペンダントが急に熱を持った気がした。

　実は、親父の書置きの隣には小さな鍵かぎが置かれていて、それはさっき出た駅のコインロッカーのものだった。まあ、このことも書置きに追記されてたんだけどさ。

　で、中に入っていたブツがコレ。

　親父曰いわく、息お子れへの誕生日プレゼントらしいのだが、なんで駅のコインロッカーに入れとくなんて面倒くさい渡し方をしたんだろう？

「……まあ、ちょっと嬉うれしかったけどさ」

　最近のパチンコの景品はこういうのも充実してるのかな。問題は、俺は目つきがあまり良くないからこんなもんを首から下げたら不良と間違われそうだってこと。いや、下げなくてもよく間違われるか。生まれつき頭も茶髪ぎみだし。

「──えっ？」

　と。

　そんなことを考えながら、首にかけたペンダントを見つめていたときだった。



　──衝撃。



　瞬間、身体が跳ねた。イメージ的にはボーリング。猛スピードで転がってきたボールに弾はじき飛ばされるピンのごとく、俺おれの身体は宙を舞っていたのだ。

　もちろん、そんな空中遊泳が長く続くはずもなく、

「がっ!?」

　乱暴に公園の石畳に叩たたきつけられながらも、なんとか受け身を取る。

　骨が軋きしむような鈍痛。受け身が上う手まくいったせいか着地のダメージは擦り傷で済んだが、殴られた背中はそうもいかなかった。

「くっ……あっ……」

　痛みを堪えながら、必死に息を整え、状況を把握。

　しかし──まだ信じられなかった。

　背中に残る鈍痛。あろうことか、いきなり背後からとんでもない馬ば鹿か力ぢからで殴られて、オモチャみたいにふっ飛ばされたのだ……！

　混乱する脳内。

　呼吸と思考を整えながら、俺は襲撃者の姿を確認しようとして──。

「──は？」

　瞬間、二度目の驚きよう愕がくに言葉を失う。

　そこにいたのは──漆黒の装甲で象られた鎧だった。

　身長は約二メートルほど。全身を包むメタリックブラックの西洋甲かつ冑ちゆう。そして、その左腕には俺の身の丈ほどもありそうな突撃槍ランス。

　重じゆう騎き士し。

　思わず頭にそんな言葉が浮かんだ。まるで中世ヨーロッパの戦場から抜け出してきたようなスタイル。どこまでも森林公園に不似合いなソイツは、今しがた殴り飛ばした俺のことを真まっ直すぐに睨にらんでいた。

「………」

　いやいやいや。

　なんなんだ、この状況は。いくら七年も経たったからって変わりすぎだろ音おと原はら市。こんなふざけたヤロウが出歩くようになってたのかよ。ハロウィンならまだしも、今は三月だってのに……。

「!?」

　あまりにも時じ代だい錯さく誤ごな襲撃者の姿に茫ぼう然ぜんとしていると、再び胸のペンダントが熱を帯びた。まるで──持ち主である俺の危機を警告するかのように。

「───あ、」



　だが、もう遅い。



　瞳ひとみに映ったのは、瞬く間に距離を詰めてきた重じゆう騎き士しの姿。巨体には似合わないスピード。そして、その手には一直線にこちらを貫こうとする突撃槍ランス。

　なんて腕力だ。巨大な凶器をいとも簡単に片手で操る重騎士は、その鋭利な穂先を迷うことなく俺おれの首に向けて──。

「───っ!?」

　結果──本日三度目の驚きよう愕がくに襲われる。

　くるくると、頭上で何かが舞っていた。最初は千切られた俺の首が飛んでいるのかと思ったが、この映像を俺が見ている限りそんな馬ば鹿かげた話はあり得ない。

　だから、答えは一つだ。

『──ギッ！』

　悲鳴にも似た唸うなり声ごえが、重騎士の甲かつ冑ちゆうの隙すき間まから響く。

　そう──宙を舞っていたのは、今しがた俺を槍で串くし刺ざしにしようとしていた、重騎士の左腕だった。

　ガシャンッと、鈍い音を立てて腕は槍を握ったまま石畳へと落下。

　そこに至るまでの経緯を、俺ははっきりと見ていた。

　──銀光一いつ閃せん。

　突撃槍ランスが俺を貫こうとした瞬間、突如横から伸びてきた銀色の刃が重騎士の左腕の肘ひじから先を切断したのだ──！

「………っ！」

　反射的に、視線を横に向ける。どうやら重騎士も同じだったようで、彼は自分の左腕を斬きり落とした犯人を静かに睨にらんでいた。

　俺がいる地点から五メートルくらい離れた場所にある小さな木の下。

　そこに立っているのは──一人の女の子。

　シックなデザインの制服、大きな桃色のリボンで結んだ黒髪のポニーテール、大和やまと撫子なでしこという言葉がピッタリな整った顔のライン。その小さな手には──銀色に輝く刃。

　日本刀。

　白い柄と黒い鍔つば、そして銀色の刀身。重騎士と同じく時じ代だい錯さく誤ごな凶器を構えた女の子は、ガラス細工のように綺き麗れいな瞳でこちらを見つめていた。

「………」

　不覚にも、俺はその姿に見惚れてしまった。夜空の下で銀色の刃を構える制服姿の少女。その光景はひどく現実離れしていたが、どこか幻想的で、ただただ美しかった。

「……ふぅ。逃げられちゃいましたか」

　張り詰めた空気を壊すみたいに、少女が可愛かわいらしく息を吐いた。

　その仕草に「えっ？」と驚きながらも再び視線を戻すと、重騎士の姿が消えていた。

「なっ──」

　──ありえない。

　逃げ出したんだとしても、その背中ぐらいは目で追えるはずだ。なのに重騎士の巨体は文字通り消えてしまった。いつの間にか、斬きり落とされた左腕と槍までなくなっている。

　まるで砂漠の蜃しん気き楼ろうのように跡形もなく、重騎士は退場してしまった──。

「さあ、今度はあなたの番です」

　日本刀を持った女の子。いつの間にかこちらに歩み寄ってきていたソイツは俺おれに……いや、正確には俺の首に下げられたペンダントに、銀色の切っ先を向ける。

　そして、鈴の音のように澄み切った声で、一言。

「大人しくそのペンダントを──あなたのウィッチクラフトを渡してください。そうすれば、危害は加えませんから」

「………」

　……とりあえず。



    

  
    
      



    

  
    
      

　俺おれは助けてくれたお礼を言う前に、彼女に文句を言ってやることにした。

「おまえ、俺のことを憶おぼえてないのかよ」

「……えっ？」

「ガキの頃ころ、『今夜は兄さんと一緒のお布団で寝てもいいですか？』ってよく俺のベッドに潜りこんで来ただろ？」

「！」

「『今日は兄さんと一緒じゃないとお風ふ呂ろに入りませんから！』って駄だ々だをこねたこともあったし」

「なっ」

「ついには『兄さん、今日はお医者さんごっこをしましょう。ちなみに私がお医者さん役です！』とか言って、いきなりこっちの服を脱がそうと……」

「きゃああああああああっ!?」

　ボッ！　と女の子は耳まで真まっ赤かにしながら、高らかにシャウトを上げていた。大丈夫かな。今の悲鳴を聞いたご近所さんが国家権力に通報してなきゃいいけど。

「あ、あなたは……」

　暗がりのせいでこっちの顔がはっきりと見えていなかったんだろう。

　女の子は、俺のことをジーッと見つめてから、

「とっ……冬とう夜や兄さん？」

「おう。助けてくれてありがとな、真ま由ゆ香か」

　そう、彼女の名前は辻つじ峰みね真由香。

　七年ぶりに再会した、俺の従妹であった。



×　　　×　　　×





　辻峰家。

　住宅地から少し離れたところにあるその住居は大河ドラマに出てくる屋敷よろしくデカい。十歳になるまで暮らしてた俺が言うんだから間違いなし。初めて来るヤツは絶対に驚くと思う。庭が小さな公園くらいあるしな。

　もっとも、もしかしたら家よりも住人の方に驚くかもしれないが。

「冬夜くんっ！」

　それはあまりにも唐突な出来事だった。庭を抜けてから玄関に着いた瞬間、天使のように可か憐れんなスマイルを浮かべた女の子が俺の身体にダイビングハグをかましてきて、

「……んっ♪」



　チュッと。

　いきなりこっちの頬ほおにキスをしてきやがった。



「ぎゃああああああああっ!?」

「むっ。なんでそんなに叫ぶの？　昔はよくこんな風にホッペチューしてあげたのに」

「だからって今もするなっ！」

「じゃあ、深夜になればいいってこと？」

「そういう意味でもねえっ！」

「恥ずかしいけど、冬とう夜やくんが望むんだったら、ボク……」

「だから違うって言ってんだろっ!?」

　……まったく、この人は相変わらずだな。七年ぶりにしては過激すぎる挨あい拶さつである。いや、ガキの頃ころはよくこんな感じでじゃれつかれてた気もするが。

「おかえり。冬夜くんが帰ってくるのをずっと待ってたよ」

「ああ、ただいま。あんたは変わらないな、姉さん」

「むむむっ。その呼び方はやめて欲しいな。真ま由ゆ香かとキャラが被っちゃうしさ。どうせなら子供のときみたいに呼んで」

「うっ……わかったよ、梨り央お姉ねえ」

「えへへ。ありがとう。冬夜くんにそう呼んでもらえるのをずっと楽しみにしてたんだ」

　頭の両サイドで束ねた髪を揺らしてから、梨央姉は俺おれの身体の感触を確かめるようにぎゅっと抱きしめてきた。

　そう、この女の子の名前は辻つじ峰みね梨央。

　俺の従姉にして、真由香の実姉である。

「つーか、梨央姉はまだ自分のことを『ボク』って呼んでるのか」

「もちろん。だって、その方が冬夜くんもボクのことを思い出してくれるでしょ？」

　ぱあっと輝くスマイルを浮かべる梨央姉。

　そういや、梨央姉は子供の頃から『ボク』って一人称を使ってたっけ。でも、俺に自分のことを思い出してもらいたいってのは……うーむ、健けな気げで可愛かわいい気がする。

「けど、ボクだって七年前と比べて変わったんだよ？」

「身長はそこまで伸びなかったみたいだけどな。昔は俺よりデカかったのに今じゃ真由香よりも小さいし。もしかして、もう背が止まったのか？」

「うん。もう身長が伸びることは絶対にないから」

「絶対って……」

　そこまで悲観的にならなくてもいいんじゃねえか？　梨央姉だって高校生なんだから、まだ伸びるかもしれないだろ。

「でも、ボクはそこまで気にしてないよ？　昔は口調のせいで男の子に間違えられることもあったけど、今はそんなこともないもん」

　ぎゅぅぅぅううっと、梨り央お姉ねえはますます俺おれの身体に抱きついてきた。

　……うん。

　これなら男の子と間違えられることもないかも。七年前と比べて本当に変わってしまった。特に……えっと、お胸の辺りが。身長と違ってこっちは絶賛成長中っぽい。そして、このふにょんっとした感触が押し付けられてるのは色々とマズい気が……。

「あれ？　冬とう夜やくん。もしかして胸がドキドキしてる？」

「！」

「正確には、ボクの胸にドキドキしてたりして」

「おっ、落ち着け梨央姉！　別に俺はドキドキしてなんか……」

「そう……冬夜くんはボクの身体じゃ満足できないんだ」

「人聞きの悪いこと言うなよ!?」

「なんなら、確かめてみる？」

「へ？」

　フリーズする俺を、梨央姉は上目づかいで甘えるように見つめてからぎゅっと抱きしめてきた。こちらの肌に押し付けられるふにゅふにゅっとした弾力のある柔らかさ。紛れもない女の子の感触に、心臓の鼓動が否いや応おうなしに速度を上げていく。

「……ねぇ、冬夜くん。ボク……冬夜くんなら、いいよ？」

　ひいっ。耳元に吐息が。それにすっげえいい匂においがする。ぎゃー、せっかくさっき助かったってのにこのままじゃ間違いなく死ぬぞ。死因はもちろん心しん筋きん梗こう塞そくだ！

「姉さん。兄さんをからかうのはやめてください」

　お隣さんから届く氷のように冷え切ったボイス。

　制服姿の真ま由ゆ香かが、姉と従兄のやり取りを半目で見つめていた。

「兄さんもデレデレするのはみっともないですよ。忘れたんですか？　これが、姉さんの手口です」

「……あっ」

　そうだった。

　辻つじ峰みね梨央。外見だけ見れば純真でそれこそ天使みたいに可か憐れんな女の子なんだが、その中身は口八丁手八丁で人をからかって悪戯いたずらするのが大好きな困った性格なのだった。

　言うなれば、生まれついての小悪魔キャラ。

　そういやガキの頃ころは随分可愛かわいがられたっけ。もちろん、色んな意味で。「悪戯されてあたふたしてる冬夜くんと真由香は可愛いから大好き♪」ってよく言ってたし。

「とにかく。姉さんは兄さんから離れてください。しかも、ホッペに……キ、キスまでして……」

「そんなこと言って。ホントは真ま由ゆ香かも冬とう夜やくんをぎゅってしたいんじゃない？」

「なっ……どうして私が……」

「え？　まさか、チューの方がしたいの？」

「違います！　私はそんなこと考えてなんか……っ！」

「でも、冬夜くんが家に帰ってくるって知ってから真由香はすっごい嬉うれしそうにしてたでしょ？　冬夜くんから遅れるって連絡が来た後、『私が兄さんを迎えに行ってきます！』って嬉しそうにスキップまでして……」

「ススススキップなんかしてませんよ!?　それに！　迎えに行った途中で問題が起きたとさっき送ったメールにも書いたはずですっ！」

「あ。そうだったね」

　悪戯いたずらモードは終了なのか、梨り央お姉ねえはパッと俺おれの身体から離れた。相変わらずギアチェンジが速すぎる。Ｆ１だってここまでスピーディーじゃねえぞ。

「まあ、ここじゃなんだし、中で話そっか」

　梨央姉の先導のもと、俺は七年ぶりに自分が生まれ育った家に足を踏み入れた。

　うーむ、昔とあんまり変わってないな。本家の内装は純和風。なんだか高級な旅館にでも泊まりにきたような心境である。

「そう言えば、叔父さんはどこにいるんだ？」

　ちなみに叔父さん……梨央姉たちの父親は辻つじ峰みね家の当主で、運営や経営のすべてを取り仕切っているバリバリの仕事人だ。どっかのロクデナシと絶賛トレード希望中。

「お父さんはいないよ。仕事の関係で海外に単身赴任してるの。うちのメインは貿易業だから、あっちにいた方が何かと都合がいいんだって」

「つーことは……梨央姉と真由香は二人だけでこの家に住んでるのか？」

「うん。ボクたちのお母さんは、もう死んじゃってるしね」

　当たり前の事実を告げるみたいに、梨央姉は言った。

　……マジかよ？　梨央姉たちの母親が病気で亡くなったのは聞いてたけど、まさかこの広い家に二人きりで住んでたなんて……。

「さあ、どうぞ座って。ボクはお茶の準備をしてくるから」

　微かすかに樹きの香りのする廊下を抜けて茶の間に着くと、梨央姉はそう言ってすぐに出ていってしまった。

　仕方なく俺がちゃぶ台の脇にある座布団に座ると、真由香も隣に腰を下ろした。ちょうどいいタイミングなのでさっきの公園でのことを訊たずねたいんだが……。

「………」

　……気マズい。

　会話のキャッチボールがゼロ。そういや、ここに来るまでの間も真ま由ゆ香かはずっとケータイを弄いじってたっけ。たぶん梨り央お姉ねえへのメールを打ってたんだろうけど。

「えっと……真由香」

　いつまでも黙ってるわけにはいかないので、とりあえずボールを投げてみる。

「公園では悪かったな。真由香がいなかったら、かなり危なかった」

「……別に、謝らなくても大丈夫です。それに謝るのは私の方です。ごめんなさい、兄さん。警告するためとはいえ刀を突きつけたりして……私のこと、怒ってますよね？」

「いや、全然。刀を突きつけられたのはすげえビックリしたけど、そこまで謝らなくていいよ。暗くて俺おれの顔がわかんなかったんだろ？」

「でも、兄さんはすぐに私のことがわかったのに……」

「まあな。おまえと会うのを結構楽しみにしてたから、声を聞いた瞬間すぐにわかった」

「………。そ、そうですか」

　消え入りそうな声で呟つぶやいてから、真由香は俯うつむいて黙ってしまった。

　たぶん、俺が怒ってないってわかってホッとしてるんだと思うんだけど……変だな。真由香はちょっと人見知りなところがあったけど、俺には懐なついてくれてたのに。

「やっほー、お待たせ」

　会話が途切れかけた絶妙なタイミングで、梨央姉が人数分のお茶を持って来てくれた。

「さあ、冬とう夜やくん。ここからは梨央姉の春休み特別課外授業だから、なんでも質問していいよ？　色々と気になってることがあるんでしょ？」

「……もちろんだ」

　公園での出来事。いきなり襲ってきた重じゆう騎き士し。日本刀でそれを撃退した真由香。

　そして──。

「じゃあ、一番気になってることから聞くぜ」

　ふうっと息を吐いてから質問を開始する。

　なぜか、真由香が口にしたたった一つの言葉が、気になって仕方がなかった。

「さっき真由香が言っていた──ウィッチクラフトってのは、なんなんだ？」

「うーん、わかりやすく言うなら……魔女の遺産かな」

「魔女の遺産？」

「冬夜くんも聞いたことがない？　ボクたちの家系には魔女が一人いたって話」

「そう言えば、かなり前にそんな話を聞かされたような……」

　ガキの頃ころ、親父おやじからそういう昔話を聞いたのは憶おぼえている。

　てっきり、子供に変な嘘うそを教えようとしてるんだと思ってたが……。

「魔女は実在したんだよ。名前はリリィ・ヴァレンタイン。ボクたちの遠いご先祖様」

「思いっきり西洋風の名前だな」

「魔女の故郷はヨーロッパの方らしいからね。彼女は百五十年ほど前にこの国に渡ってきて、娘を二人産んだ。その娘のうちの一人が嫁入りしたのが、この辻つじ峰みね家ってわけ」

　まるで教壇に立った新人教師のような雰囲気で言う梨り央お姉ねえ。

　つまり……辻峰家が魔女の娘を引き入れたってことなのか？　話の内容はひどく現実離れしてるけど、梨央姉の言葉が嘘うそには思えなかった。

「まあ、当時の当主は魔女の血統が欲しかったのかも。異能、奇跡、魔法……そんな言葉でしか表すことができない超常的オカルトな力を、魔女は持ってたから。そして、魔女の血を分け与えられた九十九のアンティークこそが、ウィッチクラフトなの」

「血を分け与えられた？」

「魔女が辻峰家に遺のこした文献によると、彼女はアンティークに自分の血を浴びせたらしいんだ。その行為自体が一種の魔術儀式だったのかもね。魔力が宿った自らの血を染み込ませることで、魔女はアンティークに魔術的な力を与えることができたって伝えられてる」

「………」

　今の説明をまとめると、魔女の遺産ウイツチクラフトの正体は魔女の血ちからを分け与えられたアンティーク。ということは……。

「もしかして、あの重じゆう騎き士しもそうなのか？」

「大当たり。理解が早くて助かっちゃうよ。普通だったら到底信じられない話なのに」

「……まあな。あんな光景を見せられたら、嫌でも信じるしかないさ」

　そう、普通だったら到底信じられないことだ。

　でも、あの重騎士は現実離れしていた。その証拠にあいつは俺おれたちの前から姿を消しやがったんだ。

　それこそ、魔法みたいに。

「それに、梨央姉とは生まれてから十年間も一緒に暮らしてたんだ。俺たちは家族みたいなもんだろ？　その家族がマジメに言ってんだから、絶対に信じなくちゃな」

「絶対って……そう言えば、冬とう夜やくんは昔からすっごい家族想おもいだったっけ。固執しすぎてるって言っていいレベルで」

「そんな言い方するなって。家族を大事にするのは当たり前のことだぞ。それはそうと、なんで魔女はそんなもんを生み出したんだ？」

「最初は人助けのためだったとか。この国に来る前から、魔女に頼みごとをする人は多かったそうだから。いつの時代にだって、トラブルを抱えてる人は大勢いる。魔女はそういう人の願いを叶かなえるためにウィッチクラフトを生み出して、貸し出していた」

「いわゆる貸し道具屋みたいなもんか？」

「まあね。もちろん、魔女だって誰だれ彼かれ構わず助けたわけじゃないよ。ウィッチクラフトの中には身を護まもるために生み出された戦闘用のものもあったからね。彼女は信頼のおける友人や自分の血縁者にしかウィッチクラフトを貸し出さなかった。だけど──」

　ふうっと、梨り央お姉ねえは一度だけ重々しく息を吐いた。

「あるとき──戦争が始まったの。魔女と、彼女から貸し出されたウィッチクラフトを悪用する人たちとの殺し合いが」

「………。それは、つまり……」

　魔女は裏切られたってことなんだろうか？

　自分が信頼していたはずの人たちに……。

「魔女を裏切った人たちの目的は一つ。魔女を亡き者にして、すべてのウィッチクラフトを略奪すること。彼らに対抗するために、魔女はさらに多くの戦闘用ウィッチクラフトを生み出して、自分に協力してくれる人間を集めて戦うしかなかった」

「……魔女は勝てたのか？」

「うん。けど、文字通り戦争って呼ばれるくらい、戦いは凄せい惨さんだったの。ウィッチクラフトの存在自体は社会に隠ぺいされてるけど、実際にはその戦争で多くの人が亡くなった。そして、最終的に戦争は魔女側の勝利で終わったんだ」

「………」

　それは、ひどく悲しい昔話だった。

　だって魔女は自分が信じていた人間と戦わなくちゃいけなかったんだから。

　友人。血縁者。そして──もしかしたら、家族と。

「そして、ここからが重要な話」

　梨央姉は真剣な声色で語り始めた。

「辻つじ峰みね家は五十年前からとある秘密の仕事をしてるんだ。それが、ウィッチクラフトの蒐集。魔女の子孫として、彼女が遺のこした九十九のアンティークをすべて集めること」

「………っ！」

　ドクンッと、心臓が大きく脈打った。

　ウィッチクラフトの蒐しゆう集しゆう。

　それが、辻峰家の裏稼業……。

「始まりは五十年前。魔女が死んで、彼女の持ち物だったウィッチクラフトたちはこの街に散らばっちゃったんだ」

「ま、待ってくれ！　五十年前に死んだって……その魔女が日本に来たのは百五十年前なんだろ？」

「そうだよ。ちなみに、魔女の外見は若い頃ころからずっと変わらなかったとか。辻峰家に遺された文献によると、生まれたのが中世ヨーロッパで、その頃からウィッチクラフトを生み出してたって話もあるし。まあ、それでこそ魔女って感じだよね」

「ちゅ、中世って……」

　……嘘うそだろ？

　そんなとんでもないヤツだったのかよ、俺おれのご先祖様。

「説明を続けるね。ウィッチクラフトはそれぞれ特殊な能力を持ってるんだ。冬とう夜やくんが出会った重じゆう騎き士しみたいに、所有者がいなくても自分の意志で動くものもある」

「じゃあ、あの重騎士は……」

「甲かつ冑ちゆうのウィッチクラフトで、遺産No.11──《蜃気楼ミラージユ》」

「遺産No.？」

「遺産No.っていうのは、九十九のウィッチクラフトがすべて揃そろったときに魔女がそれぞれに与えた数字のこと。能力はどうあれ数字が若いほどたくさんの血液が使われていて、その分多くの魔力が込められてる。いわば、序列みたいなものかな」

「……序列、ね。そういや、あいつも何か能力を持ってるのか？」

「あの重騎士の能力は──迷彩装甲。簡単に言うと、周囲の景色に自分の姿を溶け込ませることができるらしいんだ。真ま由ゆ香かにもらったメールだと、さっきもその能力で逃げられちゃったんでしょ？」

「確かに、あいつは俺たちの前から姿を消してたな……」

　つまりは……ＳＦ小説とかに出てくる光学迷彩みたいなもんか？　だが、あそこまで完かん璧ぺきに姿を隠されてしまったら消えたと思っても仕方ない。

　蜃気楼ミラージユ。

　その名前は、伊だ達てじゃないっぽい。

「あの重騎士が現れたのは一週間くらい前かな。人目が少ない夜になると街の色んなものを壊して回ってる。でも、人を襲ったのは冬夜くんが初めてだよ。ひょっとしたら何か動機があるのかも」

「動機か……」

　思い出すのは公園での戦い。

　あの重騎士は間違いなく俺を狙ねらってた。けど、俺とあいつには接点がないぞ。強いて言うなら俺が魔女の子孫だってことぐらいだ。

「元々、ウィッチクラフトは魔女が趣味で蒐しゆう集しゆうしていたアンティークに自分の血を分け与えて生み出したものなの。つまり、あの重騎士も最初は魔女のコレクションの一つだったってこと」

「けど、大丈夫なのか？　あんなのが街を出歩いてたら大騒ぎになるぞ」

「うーん、実はもうウワサが広まりかけてるんだよね。『深夜の音おと原はら市で亡霊騎士を見た！』みたいな感じで。ウィッチクラフトのせいかこの街には都市伝説めいたゴシップが多いんだ。まあ、それを隠ぺいするのもボクたちの仕事なんだけどさ」

「仕事……」

　じゃあ、真ま由ゆ香かが公園で重じゆう騎き士しと戦ったのは……。

「そう、表の家業の当主はお父さんだけど、あの人はウィッチクラフトが使えなかったの。だから裏稼業の当主はこのボク──辻つじ峰みね梨り央お。そして、蒐しゆう集しゆうをするのは真由香の役目」

「………っ！　そんなの危ないだろ！　真由香は女の子なのに……」

　思えば、真由香はこの近くの道場で俺おれや梨央姉と一緒に剣術を習ってたことがある。やけに実践的な流派で稽けい古こもかなり厳しかった。

　けど、言いにくいが真由香に剣の才能はあまりなかったと思う。その証拠に俺や梨央姉には一度も勝てなかったし。

「……仕方ないんだよ。元々、蒐集はボクや辻峰の分家の人たちを合わせた十数人でやってたんだ。けど、三年前にちょっとした事件があって」

「事件？」

「ボクがドジをしたのが悪かったの。そのせいで──」

「──姉さん」

　今まで黙っていた真由香が口を開いた。その表情はやけに硬くなってるように見える。

「ここからの説明は、私がします」

「……うん。ごめんね、真由香」

　なぜか、梨央姉は申し訳なさそうに謝った。

「話を戻します。三年前の事件で姉さんや分家の方々が引退した後、蒐集の役目は私に引き継がれました。そして姉さんには当主という形で色々とサポートをしてもらっているわけです。ここまでで何か質問はありますか、兄さん」

「いや、質問っていうか……単純な疑問なんだけど、訊きいてもいいか？」

「どうぞ。私だって三年もウィッチクラフト蒐集をしているんです。どんな質問が来てもちゃんと答えてみせます」

　ちょこんっと胸を張ってから、真由香は湯呑のお茶を口に運んだ。

　そんな従妹に俺は質問してみることにする。

「じゃあ、訊くぞ。真由香って刃物を持って夜の街を徘はい徊かいする癖でもあるのか？」

　瞬間、真由香はむせた。

　口に含んだお茶が思いっきり気管支に入ってしまったらしい。ケホケホッと盛大にせき込んだ後、従妹は「なっ……なっ……なっ……！」と顔を真まっ赤かにカラーリング。

「どうしてそんなことを訊くんですか！」

「だって、日本刀を持ってたじゃん。だから、てっきり」

「違います！　私にそんな特殊な性癖はありませんっ！」

　頭のリボンをピコピコ揺らしながら叫ぶ真由香。

　そんな妹の姿を見て、梨央姉はお腹なかを抱えて爆笑。どうやら今のやり取りがツボに入ったっぽい。今にも酸欠で天国に旅立ってしまいそうな勢いだ。

「こほんっ」

　未いまだに笑い転げている姉を大人しくさせるためなのか、はたまた自分をクールダウンさせるためなのか、一度咳せきばらいをしてから真ま由ゆ香かは喋しやべり始めた。

「冷静に考えてください。ウィッチクラフトは不可思議な能力を持った魔女の古道具いさん。対抗するには、どうしたらいいですか？」

「……あっ。もしかして、あの刀は……」

「はい。日本刀のウィッチクラフトです。元々の所有者は姉さんだったのですが、引退と同時に私に引き継がれました。そして、あれが辻つじ峰みね家に残された最後の戦闘用ウィッチクラフトになります」

「最後って、昔は他にもあったのか？」

「ええ……まあ。とにかく、ウィッチクラフトに対抗するにはウィッチクラフトで戦うしかないわけです。それより、どうして兄さんがウィッチクラフトを持ってるんですか？」

「え？　それって……このペンダントのことか？　これは親父おやじに貰もらったんだよ。パチンコの景品だと思ってた」

「パチンコの景品って……。まあ、叔父様がどこで手に入れたかはわかりませんが、そのペンダントは強い力を持ったウィッチクラフトです」

「強い力ねぇ……」

　首から下げた十字架のペンダントに目をやる。そういや公園で重じゆう騎き士しに殴られた背中の痛みがいつの間にか薄らいでる気がするけど、このペンダントの力なのかな？

　にしても、親父はこんなもんどこで手に入れたんだ？

　親父だって辻峰家の人間。何か理由があって俺おれにコイツを渡したんだとしてもおかしくないが……ダメだ。あのロクデナシの思考パターンを解析するのは不可能である。息子の俺が言うんだから間違いねえ。

「というわけで、そのペンダントを渡してください。そもそも兄さんは本家に挨あい拶さつに来ただけでしょう？　なのに、ウィッチクラフトの秘密まで知ってしまって……」

　むーっと真由香は不満そうだった。

　まあ、確かに俺の目的は本家に挨拶に来ることだったけど……。

「ああ。それなら心配ないよ、真由香」

　しかし、そこで口を開いたのは我が従姉様だった。

　彼女は屈託のない無邪気なスマイルを浮かべてから──。



「だって、冬とう夜やくんは今日からここに住むんだもん」



「「──はい？」」

「だから、冬とう夜やくんは今日からボクたちと一緒にこの辻つじ峰みね本家で暮らすの。その証拠に……ほら、叔父様からのメッセージもあるし」

「メ、メッセージ？」

　何やら不穏な気配をビンビン感じてる俺おれを尻しり目めに、梨り央お姉ねえは制服のポケットからケータイを取り出してボタンを操作。小さなスピーカーから流れてきたのは、

『──よお。元気か、冬夜』

「親父おやじ!?」

「そう。これは叔父様がボクのケータイの留守番電話に残したメッセージだね」

　にっこりとスマイルを浮かべる梨央姉。

　その瞬間、俺の背中から大量の脂汗がふき出した。……大変だ。経験上、この人がこんなに楽しそうな顔をしてるときは一〇〇％ロクなことが起きねえ……！

『冬夜。実はおまえに謝らなくちゃいけないことがある』

「いや、今さら謝らなくていいよ」

　あんたには生まれてこの方散々苦労かけられてきたし、もうちょっとやそっとのことじゃ怒らないから。



『すまん。父さん、本家に五千万ほど借金を作ってしまった』



「てめええええええええこのクソ親父ぃいいいいいいいいっ！」

　残念なことに俺の怒りメーターは二秒も経たたずに振り切れた。正確には振り切れ過ぎてオシャカになった。ご、五千万って……さすがにその数字はシャレにならねえぞ……！

『許してくれ。すべては、マモルくんのためだったんだ……』

「マモルくん？」

『ちなみに、マモルくんの本名はマモルインパクト。父さんの好きな馬だ』

「つまりは全額競馬につぎ込んだってことかっ!?」

　金遣いがフリーダムすぎだろ！　俺が五千万もらったら間違いなく親父をぶっ殺してるぜ。雇ったヒットマンへの謝礼、葬式の代金、そして親父が天国へと旅立ったことを祝賀するパーティーの費用。全額支払ってもお釣りが来るナイスプランだ。

「うわぁ、さすが親子。息がピッタリだね」

「というか、どうして兄さんは留守番メッセージと会話ができるんですか……」

　俺と親父のやり取り（？）を見て感心する辻峰姉妹。あはは、どうせなら見物料とか払ってくれませんかね？　もちろん全額借金の返済に充てますから。

『いやー、最初は金融会社から借りてたんだが、そこがかなりブラックなところだったみたいでどんどん借金が膨れ上がってな。最終的には本家が肩代わりしてくれたわけよ。あー、助かった』

「言っとくけど全然助かってねえからな？」

『で、冬とう夜や。残念ながら父さんに五千万の金を本家に返せる当てはない。なので父さんはおまえを売ることにした。簡潔に言うと、今日からおまえは辻つじ峰みね本家の犬になるんだ』

「簡潔に言われてもすっげえ困るんですけど!?」

　あ、悪魔か、この親父おやじは。読み飽きた漫画を古本屋に持ってくようなノリで息子を売りやがった。つーか、犬って何？　そんな職業はタ×ンワークにだって載ってねえぞ。

『つまり、おまえの仕事は家事係。掃除、料理、その他モロモロ。昔からそういうのは得意だったろ？』

　親父のメッセージ通り、うちは母さんが交通事故で早く死んだせいで家事担当はずっと俺おれだった。だから一通りこなせる自信はあるが。

『すまん。がんばって働いてくれ。そして我が家の借金を返済してくれ』

「我が家じゃなくてあんたの借金だからな？」

『ちなみに、おまえと父さんが住んでたアパートは今日で解約しておいた。少しでも金を節約したいからな』

「今さら節約しても遅おせえんだってっ！」

『ともかく。今日からおまえは辻峰本家に居候しろ。働き口が見つかってよかっただろ？　しかも、一つ屋根の下で可愛かわいい従姉妹いとこたちと同居するんだ。二人は名家のお嬢様だし、玉たまの輿こしを狙ねらうには絶好のポジションで──』

　ドォン！　と親父の言葉を遮るために俺の拳こぶしがちゃぶ台をクリーンヒット。途端、計ったようにケータイから『さらばだ！　息子よ！』と別れの挨あい拶さつが。くそっ、あのロクデナシめ。いくらなんでもこの展開はジャーマンスープレックスすぎるだろ……！

「──はい。というわけで、冬夜くんは今日から我が家の家事係になったのでした。これからよろしくね。一緒の家に住むんだから、もうボクたちは一つの家族なんだし」

「くっ……でも、いいのか？　五千万も借金があるんだぞ。俺一人が家事をやっても返すのに何年かかるか……」

「大丈夫。お父さんにはボクから上う手まく言っておくから。それとも……冬夜くんは、ボクたちと一緒に暮らすのが嫌なのかな……？」

「うっ……」

　うわー、そんな捨てられた子犬みたいな目で俺を見るのはやめてくれ。どっちかって言うと俺の方が捨てられた犬なのに、これじゃ立場が逆だぞ。

「……わかった。急な話だけど、今日から本家でお世話になるよ」

「えへへ、ありがとう。これでまた子供の頃ころみたいに一緒に暮らせるね。ボク、すっごく嬉うれしいな♪」

「そ、そりゃあよかった……」

　羞しゆう恥ち心しんを誤ご魔ま化かすように早口で返答。……仕方ねえ、こうなったら腹を括くくろう。それに五千万というのは途方もない額だが、本家が肩代わりしてくれてラッキーだった。これが闇やみ金融だったら内臓を取られた後でサファリパークにでも捨てられてたかもしれん。

　だから、残る問題は……。

「そっ、そんなの認めませんっ！」

　案の定、真ま由ゆ香かが抗議の声を上げていた。

「何を考えているんですか姉さん！　兄さんは男の人なんですよ!?　本家で一緒に暮らすなんてダメに決まってますっ！」

「どうして？」

「ど、どうしてって……」

「あ。さては真由香はエッチなことを考えてるでしょ？　そうだよね、真由香も年頃の女の子だから」

「そそそそそんなことは考えていませんっ！　とにかく！　私は反対ですから！」

「じゃあ、真由香は冬とう夜やくんが路頭に迷ってもいいの？」

「えっ……いえ、別にそういうわけでは……」

「言ってることは同じでしょ？　冬夜くんが住んでたアパートはもう解約済み。ここを追い出されたら住む場所を失くしちゃうのはわかるよね？」

「うっ……で、でも……」

　納得いかなそうにきゅ～っと口くち唇びるを噛かむ真由香。

　そりゃそうだ。子供の頃ころに一緒に暮らしてたからって、俺おれたちはもう高校生。女の子の真由香が男との同居を嫌がるのも当然だ。正直、俺だって結構ドキドキしてるし……。

「それに、今日から冬夜くんは家事係という名の犬。だから、真由香も色々命令できちゃうよ？　例えば……あんなこととか、こんなこととか」

「あっ……あんにゃこととか……こんにゃこととか……」

　虚うつろな口調で梨り央お姉ねえの言葉を繰り返してから、真由香は俺に目線を向けてきた。

　そして、きっかり五秒経たった後で、

「兄さん。今日からよろしくお願いします」

「心変わりが早すぎじゃねえかおまえ!?」

「し、仕方ないでしょう。兄さんを追い出したら叔父様の借金が返済されません。それは兄さんだって困るのでは？」

「まあ、そりゃそうだけどさ」

「だから、今日から兄さんは私たちの犬……いえ、家事係です」

「………」

　どうしよう。俺おれの雇用主（妹の方）は『犬』というフレーズが大変お気に入りなご様子です。どんな命令をされるのかスゴイ不安。別の意味でドキドキしてきたんですけど。

「ただ、その代わり──一つだけ、条件があります」

　俺が今後の生活に不安を抱いていると、真ま由ゆ香かは緊張感を含んだ声で言った。

「兄さんは、今後一切ウィッチクラフトに関わらないでください。辻つじ峰みねの役目を行うのは、私だけで十分ですから」

「えっ……」

　その言葉に、どうしてか俺は素直に頷うなずけなかった。

　確かに、ウィッチクラフトに関わったせいで俺は一度死にかけた。

　でも──。

「───」

　だからって、真由香を危険な目に遭わせていいのか？

　これから一緒の家で暮らす、家族を──。

「まあまあ、真由香も怖い顔しないで。冬とう夜やくんにも考える時間は必要でしょ？」

「むっ。どういう意味ですか。まさか、姉さんは兄さんに蒐しゆう集しゆうを手伝わせるつもりなんじゃ……」

「そこまでは言ってないでしょ。それよりも、せっかく冬夜くんがウィッチクラフトをゲットしたんだし、まずはそっちをどうにかするのが先なんじゃない？」

「………。わかりました。では、私は鍵かぎを取ってきますから、姉さんは先に開かずの間に行ってください」

　言って、真由香は茶の間から出ていった。気のせいか、やけにピリピリしてたな。

「助かったよ。最後はご機嫌ナナメになっちゃったけど、冬夜くんが来てくれたおかげで今日の真由香はすごく嬉うれしそうにしてた」

「いや、別にお礼は言わなくていいけど……普段の真由香はどんな感じなんだ？」

　少なくとも俺が知ってる真由香はよく笑うヤツだった。ちょっと人見知りだったけど、それでも俺や梨り央お姉ねえには心を開いてくれてたのに。

「まあ……それも追々話すよ。この七年で色んなことがあったから」

「……わかった。梨央姉がそう言うんなら、後で話を聞かせてくれ」

「ふふっ。そんなに簡単にボクを信用していいの？　それこそ七年ぶりに再会したばっかりなのに。ボクだって、この七年で色々変わったかもよ？」

「バカ言うなって。どんなに変わろうが、俺にとって梨央姉は梨央姉だ。だから、信用するのは当たり前だろ」

「………。えへへ、ありがとう。冬夜くんは、優しいね」

「べっ……別に、優しいわけじゃねえよ」

「あれ？　もしかして照れてる？　冬とう夜やくんって、子供の頃ころと同じで可愛かわいいんだね」

「う、うるせえな！　男の俺おれに可愛いとか言うな！」

「そんなに恥ずかしがらなくてもいいのに。ボク、可愛いものが大好きだから」

　にこやかに微笑ほほえむ梨り央お姉ねえ。……チクショウ、どうやら高校生になっても俺とこの人の力関係は変わらないらしい。相変わらず、からかわれてばっかりだ。

「───」

　まあ、ともかく。

　さっき梨央姉が言ったように俺たちはこれから一つ屋根の下に暮らす家族なんだ。だったらお互いを信じなくちゃいけない。そして、守らなくちゃいけない。

　そう──たとえ、どんなに自分を犠牲にしても──。

「でも、どうして開かずの間に行くんだ？」

　記憶では、本家の奥にはそんな名称の部屋が一つあった。中には貴重な骨こつ董とう品ひんが入ってるとかで、昔は入れてもらえなかったっけ。だから俺たち子供はそう呼んでいた。

「もちろん、そのペンダントを封印するためだよ」

「封印？」

「うん。ボクたちはただウィッチクラフトを蒐しゆう集しゆうするだけじゃない。蒐集した後は、もう危険が起きないようにちゃんと封印しなくちゃいけないんだ」

　言って、梨央姉は立ち上がった。

　そしてクリッとした大きな瞳ひとみで俺を真まっ直すぐ見つめてから。

「見せてあげるよ。辻つじ峰みね家が受け継いだ魔女の最高傑作。──ウィッチクラフトを封印するための、ウィッチクラフトを」



×　　　×　　　×





　辻峰本家の奥深く。

　年代物の南なん京きん錠じように守られた扉の向こうに、開かずの間はあった。

「へえー、こんな風になってたんだ」

　初めて足を踏み入れるその部屋は掛け軸や壺つぼや絵画などの骨董品で溢あふれていた。

　だが、そのどれもが埃ほこりを被ってしまってる。

「この掛け軸とかも全部ウィッチクラフトなのか？」

「いえ、ただの骨董品です。売ればこの屋敷が五つほど建てられるそうですが」

「……真ま由ゆ香か。それはただの骨董品とは言わない」

　たった一晩で莫ばく大だいな借金を背負うことになった俺にとっては文字通り宝の山だ。うっかりトレジャーハントしないよう注意せねば。

「で、封印に使うウィッチクラフトってのはどこにあるんだ？」

「……姉さん。あれのことまで兄さんに話したんですか？　そもそも、ペンダントだけ持ってくれば兄さんを連れてくる必要はなかったのに……」

「別に見せるぐらいは構わないでしょ？　あれは我が家の家宝でもあるんだから」

　妹の追及を躱かわしながら、梨り央お姉ねえは部屋の一番奥まで歩いていった。

　そこにあったのは、埃ほこりの付いてない綺き麗れいな布を被った全長二メートルほどの縦長の六角形の物体。

「さあ、ご対面だね」

　辻つじ峰みね家当主の掛け声とともに、布が剥はがされる。



　──柩ひつぎ。



　それは、蒼あおい小さな刻印で飾られた西洋風の美しい柩だった。

「これが辻峰家に受け継がれたウィッチクラフトを封印するための柩ウイツチクラフト。名前は──《蒼柩ラピスラズリ》」

　梨央姉は大きく手を広げながら言った。

　ラピスラズリ。

　それは蒼く輝く宝石の名前だ。

　日本では『瑠る璃り』とも呼ばれてるけど、たぶんこの柩がそう呼ばれているのは、あの刻印のせいだろう。

　魔女が使う魔法陣にも似た紋様。

　まるで深い海のような果てしない蒼さ。

　その輝きに、俺おれの意識はまるで一ひと目め惚ぼれでもしたみたいに釘くぎづけにされた。

「さあ、兄さん。ペンダントを外してください。今から封印を……兄さん？」

　真ま由ゆ香かが俺を呼んだようだが──なぜか、耳には入ってこなかった。

　ドクンッと、心臓が高鳴る。

　いや、心臓というよりは──血。

　全身を駆け巡る血液。

　命を突き動かす赤き奔ほん流りゆうが、目の前の光景にその速度を上げていた。

　まるで──この出会いを心待ちにしていたかのように。



「──ラピス、ラズリ」



　そう呟つぶやきながら、何かに魅入られたように掌てのひらで柩ひつぎの蒼あおい刻印に触れる。

　そのときだった。

「───っ!?」

　突然、部屋の中が蒼い光で満たされた。

　その眩まぶしさに思わず目を瞑つぶる。

　たぶん、真ま由ゆ香かや梨り央お姉ねえも同じだったろう。

　あまりに不意打ちな閃せん光こうに、誰だれもが視線を逸そらしていると──。

「……ふにゃぁっ」

　いつの間にか光は収まっていて、ラピスラズリと呼ばれた柩があった場所には──なんとも可愛かわいらしいあくびをするちっちゃなシルエット。

　女の子だ。

　ウェーブの掛かった金髪。抱きしめたら壊れてしまいそうなほど華きや奢しやで小さな身体。フリルで飾られた可か憐れんな蒼のドレス。そして──大きく開いた胸元から覗のぞく、蒼い刻印。

「お、おまえ……」

　その肌に刻まれた紋様を見た瞬間、なぜか俺おれには漠然と理解できていた。

　この少女は、あの柩に──ラピスラズリに違いない。

「んっ」



    

  
    
      



    

  
    
      

　と、少女は小さな吐息を吐いてから、俺おれに向かってちょいちょいと手招きした。

　……なんだ？　俺に用があるのかな。でも、何をすればいいんだろう？　そんな感じでこっちがフリーズしていると……。

「ぐおっ!?」

　反応がないのが気に入らなかったのか、ゲシっと少女のキックが俺のスネに炸さく裂れつ。

　い、いきなり何をするんだコイツは！

　つっても、あまりにもヘナチョコなキックだから全然痛くないけどさ。むしろ蹴けった少女の方が「っ!?」と痛そうに自分の足を抱えている。あっちの方が明らかにダメージはデカいぞ。

「むっ……」

　俺の視線が気になったのか、少女は「何よ、わたしは全然痛くないけど？」と言わんばかりにペッタンコな胸を張った。いや、虚勢を張る前にまずは目に浮かんだ涙を拭ぬぐえよ。

「んっ！」

　そして、またちょこちょこと手招き。どうやら俺に屈かがんで欲しいっぽい。仕方なく、床に片かた膝ひざをついて少女と視線を合わせて……うわー、近くで見ると余計に可愛かわいいな。外見だけならまるで『不思議の国のアリス』に出てくるアリスみたいで──。

「!?」

　うっかり見惚れていたら、呼吸を止められた。

　──キス。

　あまりにも唐突に、少女の口くち唇びるが俺の口唇と重なっていた。

「なっ……！」

　さすがに驚いて尻しり餅もちをつくように飛とび退のく。

　……いや、待て。冷静に考えろ。悲しいことに、これまで俺に男女交際の経験はゼロ。すなわち今のが……ファ、ファ、ファーストキスになるわけで……！

「はい。これで契約は結ばれたわ」

　最高級のバイオリンのように透き通った音色。

　さっきまでロクに喋しやべらなかった少女は、流りゆう暢ちように言葉を紡いでいた。

　その瞳ひとみは胸の刻印と同じで透き通るように蒼あおくて──。

「……ちょっと。何をジロジロ見てるのよ」

　俺の視線に気づいたのか、少女は両腕で抱きしめるように胸元の刻印を隠した。

　頬ほおが桜色になってるのは、さっきのキスのせいかも。自分からしてきたくせに恥ずかしがるなよな……って、今はそんなことを考えてる場合じゃなくてですね。

「なあ……おまえはあの柩ひつぎなのか？」

　十中八九そうだろうと確信していたんだが、一応確認してみることにした。

　すると、少女はかなり真剣な表情をしてから、

「そうよ。わたしの名前は──ニャピスラズリ」

「いや、おまえはそんな猫っぽい名前じゃなかっただろ」

　どうやら最初の挨あい拶さつをキメようとしすぎるあまり噛かんじゃったらしい。

　意外とおっちょこちょいなヤツだ。

「っ！　訂正！　今のはなし！　私の名前はニャピ、ニャピ……あれ？」

「もしかして、そっちが本名なのか？」

「う、ううううるさいわね！　長い間喋しやべってなかったから噛んじゃっただけよっ！」

「とりあえず、緊張しなくていいから落ち着いて喋れって」

「き、緊張なんかしてないもん！　このバカ！　バカバカバカ犬っ！」

　さすがに恥ずかしかったんだろう。少女は顔を耳まで赤くしながら叫んだ。つーか、気のせいだよな？　コイツ、今俺おれのことを『犬』とか言ったような……。

「じゃあ、改めて言うわね。わたしは柩ひつぎのウィッチクラフト。遺産No.１──《蒼柩ラピスラズリ》。リリィの言いつけがあるから、特別にラピスって呼ばせてあげるわ」

「リリィ？　それって、リリィ・ヴァレンタインのことか？」

「もちろん。あんたはリリィの子孫なんでしょ？」

「まあ……たぶん」

「むっ。『たぶん』って何よ。冴さえない顔しちゃって、あんたホントにリリィの血族なの？」

　ジーッとこちらに向けられる疑いの眼まな差ざし。そんなこと言われてもな。こっちもご先祖様が魔女だって今日初めて知らされたんだぞ。

「しっかりしてよね。あんたは、このわたしと契約したんだから」

「……契約？」

　わけがわからなくてついつい訊たずねてしまった。

　すると少女──ラピスは、陶器のように白い指で俺のことをビシッと指さしてから。



「その通り。あんたは今日からわたしの所有者。そして──わたしの下い僕ぬよ」



「………」

　三月二十三日。

　こうして俺こと辻つじ峰みね冬とう夜やは、わずか一日で三人の女の子から犬扱いされたのだった。

　これがすべての始まり。

　二度と忘れられないことになるであろう、高校一年生の春休みの幕開けだった。



    

  
    
      


第２章　本日の食卓戦争



「……って、夢か」

　パチリと瞼まぶたを開けてから、俺おれは今まで見ていた夢を思い返していた。

　しかし、やけにファンタジーな話だった。きっと疲れが溜たまっていたんだろう。じゃなきゃ女の子三人に犬扱いされるなんてマニアックかつハードコアなドリームを見ちゃうはずがないぜ。俺はそこまで上級者じゃないのだ。

　寝ボケた目で枕まくら元もとのデジタル時計を確認すると、午前七時ジャスト。……よし、今は春休みなんだし、どうせならもうちょっと寝ておこう。

　そんな感じで再び布団に潜りこもうとしたが、

「二度寝するなぁ─────っ！」

　耳元で特大の目覚ましアラームが鳴った。

　驚いてベッドから身体を起こすと、そこにいたのはちっちゃな女の子。その姿は夢の中で会ったラピスにそっくり。というか、思いっきり本人だった。

「あんたね、せっかくわたしが起こしてあげたのになんで二度寝するわけ？」

　怒っているのか、ラピスは小さな手でむにーっと俺のホッペタを引っ張る。ああ、さっきはコイツに起こされて目が覚めたのか……って、それはつまり……。

「……夢じゃなかったわけか」

「？　あんた、もしかして寝ボケてるの？　なんなら頭を踏んであげよっか？」

「いや、もう目は覚めたよ。おかげで全部思い出せた」

　そう──話は昨晩まで遡さかのぼる。

　ラピスは俺のファーストキスを奪って犬宣告までした後で、「……え？　今って夜なの？　じゃあ眠らなきゃ。ベッドまで案内して」とか軽いノリで言いやがったのだ。おまえの方こそ二度寝してたじゃねえか。結局、昨日はそれで有う耶や無む耶やになっちまったし。

「そういや、昨日は客室で寝てたのか？」

「当たり前じゃない。あんな埃ほこりっぽい部屋で眠れるわけないもん。まったく、よくも五十年もあんなところに放置してくれたわね」

「ずっと目を覚まさなかったくせに」

「うるさい！　わたしだって好きで眠ってたわけじゃないわ。五十年間、わたしを起こせる……いえ、正確にはわたしと契約できる人間が誰だれもいなかったのがいけないのよ。そのせいで、嫌な夢も見ちゃったし」

「嫌な夢？」

「………っ。とにかく！　あんたがもっと早く現れてればわたしは五十年間も眠ることはなかったの！」

　むーっと拗すねた子供みたいに口くち唇びるを尖とがらせるラピス。というか、姿だけなら十分子供に見える。おそらく身長は百五十センチ未満のミニマムサイズ。

「ちなみに、おまえって歳はいくつだ？」

「え？　生まれてから十六年が経たって、その後はずっと眠ってたから十六歳じゃない？」

「へえー。俺おれは来月で十七歳だから、おまえは年下ってことになるな」

「年下!?　……前言撤回。眠ってた期間も足してわたしは六十六歳よ」

「なら、おばあちゃんか」

「だだだ誰だれがおばあちゃんよっ！」

「うおっ!?　わかった！　わかったから俺の足を蹴けろうとするなって！」

　いきなり繰り出された蹴りをなんとか躱かわす。

　昨日のキックの件といい、凶暴なヤツだ。とても大人の風格があるとは思えん。やっぱりコイツは十六歳だ。いや、十六歳にしては外見と中身が若干子供っぽいが。ちなみに、今はあの蒼あおい刻印は見えない。出したり引っ込めたり自由自在なのかな。

「……ふぅ」

　とりあえず、状況をもう一度整理しよう。

　昨日、ラピスが二度寝する前になんとか聞き出した話では、元々コイツには人間の姿になれる能力が備わってたとか。だから今のコイツは身体の仕組みまですべて人間と同じ。

　しかし、今までは物言わぬ柩ひつぎとして五十年間も眠り続けてたわけで……。

「なんで俺はおまえのことを起こせたんだ？」

「簡単よ。あんたに受け継がれたリリィの血は他の子孫よりもすごく濃いの。だからあんたの身体に流れる魔女の血に反応して、わたしが目覚めたわけ」

「魔女の血ねぇ……」

　そんなもんが俺に流れてるのか。だが困ったことに自覚はこれっぽっちもない。箒ほうきで空を飛ぶどころか、定期テストのヤマだってロクに当てられませんぜ。

「ともかく。あんたはわたしを起こした以上、契約をしなくちゃいけなかったの」

「その契約ってのはなんなんだ？」

「わたしが人の姿を維持するためには、誰かを所有者にして力を分けてもらわなくちゃいけないのよ。契約はその回パ路スを繋つなぐための儀式。あとは、目覚めた時代に関する知識を契約者からある程度もらうためね。色々不便にならないように」

「……要するに、目覚めた時代の環境に適応できるようにするためなのか？」

　思えば、コイツは随分落ち着いている。普通なら浦うら島しま太た郎ろうみたいにパニクっててもおかしくないのに。そうならないのは契約でこの時代の知識を手に入れたおかげってわけか。

「でも、だからってなんでキスを……」

「わ、わたしだって知らないわよっ。でも、そういう風にリリィが決めたんだもん。たぶん、魔術的な回パ路スを繋つなぐために何らかの肉体的接触をする必要があったの。じゃなかったら、下い僕ぬなんかにわたしのファーストキスをあげたりなんか……っ」

　うるうると涙目になるラピス。

　げっ。そんなに落ち込むなよな。俺おれだって初めてだったのに。つーか、下い僕ぬって……。

「なあ、仮にも俺はおまえの所有者なんだろ。なのに、なんで下い僕ぬなんだよ？」

「ふん。わたしの下僕になれただけでも光栄に思いなさい。わたしはラピスラズリ。魔女の最高傑作なの。とっても価値があるから、いつ不届き者が奪いに来てもおかしくないわ。だったら、わたしを守る下僕ぐらいは必要でしょ？」

「それじゃ下僕っていうより番犬じゃねえか」

「どっちでもいいわ。下僕でも番犬でも、ちゃんと仕事さえすればね」

　やや高飛車な口調でラピスは言った。

　どうやらコイツは俺のことを所有者というより便利なパシリと思ってるっぽい。まあ、俺だっていきなり他人に所有されたらムカつくし、気持ちはわからなくもないが。

「というわけで、あんたに記念すべき最初の命令を下すわ」

「朝飯の用意か？　材料さえあれば好きなものを作ってやるぞ」

「えっ!?　ホントに!?　……って、わたしが言いたいのはそういうことじゃなくて！」

　見事なノリツッコミをキメるラピス。

　そのわずか三秒後、きゅぅうううううっと気の抜けるような腹の虫からのＳＯＳが聞こえてきた。発信源が俺じゃない以上、容疑者は……。

「なあ、ホントに朝飯の用意じゃなくていいのか？」

「あっ、当たり前でしょっ!?　わたしはお腹なかなんか空いてないわ！　空いてないったらないんだからっ！」

　嘘うそつけ。どう考えてもおまえはハラペコだ。しかし、朝飯じゃないとしたらコイツは何を命令する気なんだ？

「それじゃ命令するわね。今から、わたしの髪を洗って」

「はああっ!?　なんでそんなことしなくちゃいけないんだよ！」

「だっ……だって、朝起きたら髪を洗ってもらうのが日課だったんだもん。それに……」

　ラピスは、ちょっとだけ寂しそうに下を向いて、

「リリィがわたしの所有者だった頃ころは、いつもそうしてくれたから……」

「………っ。……わかったよ。だからそんな泣きそうな顔をするな」

「なっ、泣きそうな顔なんかしてないもんっ。あんたがなかなか命令に従わないからカチンときただけ」

「ヘイヘイ。わかりましたよ。髪を洗えばいいんだろ？」

「っ」

　ラピスは俺おれからぷいっと視線を逸そらした後、ちょっと頬ほおを染めながら「……わかればいいのよ」と呟つぶやいた。

「……ねぇ」

　と、そこでラピスは少し不安そうに口くち唇びるを動かす。

「すごい癪しやくだけど、契約を交わした以上わたしはあんたを自分の所有者にしなくちゃいけなかったの。でも、あんたはそれでよかったわけ？」

「……まあ、一応責任は取るさ」

　そう、コイツが俺と契約を結ばなくちゃいけなかったのは、俺がコイツを起こしちまったせいだしな。だから最低限の責任は取らなくちゃならないと思う。

「……そう。だったら、もう一つだけ命令があるんだけど……」

「命令って……なんだよ？」

　聞き返すと、ラピスは顔を俯うつむかせてちょっと黙った後で、「……ううん。やっぱりいいわ。今言ったことは忘れて」と呟いた。

　少しだけ、心細そうな声で。

「──そっか。何かあったら遠慮なく言ってくれ」

　命令の内容は気になったが、無理に聞き出すのは良くないしな。

　誰だれにだって踏み込まれたくない領域ってのはあるもんだ。

「けど、いいのか？　髪を洗うってことは一緒に風ふ呂ろに入るってことなんじゃ……」

「ふふん。安心しなさい。ちゃんと対策はあるもん」

「対策？」

「ほら、これ」

　自慢げに言うと、ラピスはフリルで飾られた蒼あおいドレスの裾すそをちょこんと摘まんで……って、なんでいきなりスカートを捲まくってんだコイツ!?

「どう？　変じゃないかしら？」

「い、いや、そんなこと言われましても……！」

　たくし上げられたロングスカート。露あらわになったのはスラリとした瑞みず々みずしいフトモモ。そしてその上には純白の下着が……あれ？

「もしかして、その白いのって水着か？」

「当然よ。昨日の夜、あんたのお姉ちゃんに言ったら用意してくれたわ。なんでもこの時代では大人気のモデルらしいじゃない？　どう？　似合ってるでしょ？」

　スカートを摘まんだままでちょこんっと胸を張るラピス。対する俺は「お、おう、そうだな」と乾いた笑いを浮かべるしかなかった。

　だって、ラピスが身に着けてるのって……たぶんスクール水着だし。

　しかも色は白。確かに一部のマニアックな層には大人気のモデルだ。つーか、どうして梨り央お姉ねえはこんなもんを持ってるんだ？　他人をコスプレさせる趣味でもあるのかな？

「……何？　もしかして……どこかおかしいの？」

　俺おれの顔色を悟ったのか、ラピスはスカートをたくし上げた姿勢でモジモジと身体をくねらせたまま頬ほおを火照らせた。よっぽど恥ずかしいらしく、内うち股またになったフトモモを切なさそうに擦り合わせている。

　うわー、なんだか女の子にいけないことをさせてるみたいで胸がドキドキ……って、いかん。こんなところを真ま由ゆ香かに見られたら間違いなく殺されるぞ。昨日の辻つじ峰みね冬とう夜やファーストキス強奪事件の後だって、「に、兄さんのロリコン！」って卒倒しかけてたしな。

「し、心配するな。別に変じゃないから」

「ホっ……ホントに？」

「ああ。よく似合ってると思う」

「ふっ、ふふんっ。だったら最初からそう言えばいいのよっ。それじゃ、早くお風ふ呂ろ場ばに行きましょ」

　褒められたのが嬉うれしかったのか、ラピスは心なしかはにかみながら部屋を出た。

　むー、態度は小生意気だが根はいいヤツなのかもしれん。

　たぶん、見知らぬ環境で目覚めたせいで他人とどう接していいかわからないだけ。人に慣れてない野良猫みたいだ。いや、猫って言うよりはプチ猫って言った方がいいくらいちっちゃいが。



    

  
    
      



    

  
    
      

「でも、さすがに女の子の髪を洗うのは初めてだぞ」

「はあ？　嘘うそを言わないでよ。あんたはよく妹と一緒にお風ふ呂ろに入って身体を洗ってあげてたって、あんたのお姉ちゃんから聞いたけど？」

「あー。そんなこともあったっけな。けど、ラピス。真ま由ゆ香かは俺おれの妹じゃなくて従妹だ」

「え？　でも、あいつはあんたのことを『兄さん』って……」

「あいつって昔からお兄ちゃんが欲しかったらしい。だから同い年の俺をそう呼んでるんだよ。それと、一緒に風呂に入ってたのもガキの頃ころの話だ」

　もっとも俺が生まれたのが四月で真由香はその翌年の三月だから、学年が同じでも一つ年上みたいなもんなんだが。

「さて」

　そんなことを考えてる間にも脱衣所の前に到着。俺の分の水着はないが、髪を洗うだけならこっちまで裸にならなくても大丈夫か。

　自問自答しながら脱衣所の扉に手をかける。鍵かぎはかかってないから中には誰だれもいないだろう。そう判断してからガラッと扉を開けると──。



　全裸の辻つじ峰みね真由香がいた。

　明らかに湯上がりだった。



「………」

　脱衣所の体感気温が一気に氷点下までクールダウン。

　風呂上がりのせいか、桃色に上気した頬ほお。きゅっと引き締まったウエスト。梨り央お姉ねえほどではないけど、七年前と比べてしっかりと成長している胸。なんていうか……思わず見惚れるくらいに、女の子の身体になってしまった真由香の姿がそこにはあった。

「……いや、」

　正気を取り戻せ、俺。

　冷静に従妹の裸を観察してる場合じゃねえぞ。つーか、もっと仕事しろよ湯気。昨今の深夜アニメよろしくバリケードを張ってくれ。なんていうかこれじゃ……丸見えだ。

「ま、真由香、なんでここに？」

「い、いえ。私の朝の日課は庭で竹刀の素振りをすることなんです。その後、汗を流すためにお風呂に入るのも……」

「へ、へえー、そうなんだ」

「す、すみません。昨日はあんまり眠れなかったせいかボーっとして、うっかり鍵を閉め忘れていました……」

「ね、寝不足なのか？」

「……はい。同じ家に兄さんがいると思うと……ドキドキして眠れなくて……」

「ま、まあ、いきなり男と同居することになったら怖くてドキドキしちゃうよな。大丈夫か？　怖い夢とか見なかったか？」

「えっ……」

　真ま由ゆ香かは「怖い夢は見ませんでしたが……兄さんが出てきて……私に目隠しをさせて……マ、マニアックなことを……」と証言。そのまま恥ずかしそうに黙ってしまう。

　……すげえ。

　同居初日からとんでもねえ夢見てやがるぞこの従妹。そして俺おれは目隠しをした真由香に何をしたんだ……って、今はそんなことを考えてる場合じゃなくてですね。

「ごごごごごめん、俺もうっかりしてて、別にやましい気持ちがあったわけじゃ……」

　そう、これはお互いのミスがもたらした不幸なハプニング。だから、なんとか上う手まく弁解すればまだ助かる道が……！

「そ、そうよ！　コイツはあんたと一緒にお風ふ呂ろに入ろうとしたんじゃないわ！」

　自分に非を感じているのか、はたまた自分の犬の死亡フラグを感じ取ったのか、ラピスが弁解をスタート。グッジョブ！　そのまま上手くフォローしてくれ！

「コイツがここに来たのは、わたしと一緒にお風呂に入るためなの！」

「………」

　知らないのか、ラピス。

　この時代では、そういうのを爆弾発言って言うんだぜ？

「ね!?　そうでしょ！」

「あ、ああ、そうだったかもな……」

「しっかりしなさいってば！　わたしが命令したから一緒にお風呂に入ることにしたって言わないとあんた殺されるわよ!?　大丈夫！　今言ったことは全部ホントのことだし！」

「頼むからもう黙ってくれプチ猫！」

「プ、プチ猫ですって!?　せっかく援護射撃してあげてるのに何よその言いぐさは！」

　ぷくーっと頬ほおを膨らませて怒るラピス。

　いや、おまえの援護射撃は全弾俺に命中してんだよ。これじゃ真由香におかしな誤解をされるんじゃ……。

「──兄さん」

　ほら、言わんこっちゃない。

　再び目線を戻すと真由香が……あれ？　にっこりと笑ってるぞ。まさか、怒ってないのか？　今の真由香はお淑やかな大和やまと撫子なでしこそのもので──。

「歯を食いしばってください」

「………」

　真ま由ゆ香か、女の子がそんな言葉を使っちゃいけないぞ？

　そんなことを考えた瞬間、俺おれの頬ほおに見事なビンタがクリティカルヒット。結果、身体は廊下に大の字でダウン。試合開始から一分も経たっていない秒殺ＫＯであった。

「ちょ、ちょっと！　わたしの番い犬ぬのくせになんで簡単に倒されてるのよっ!?」

　あれ？　天国からエンジェルさんがお迎えに来たのかな……と思ったらラピスが俺の顔を覗のぞき込んでいた。あはは、ですよね。天使はこんなにキツいことを言わないもん。そしてこの後、怒れる従妹からの追撃コンボが……。

「……もぅ、兄さんのえっち……」

　だが、意外にも真由香からの追撃はその言葉だけだった。

　……ラッキー。

　結局二度寝することになってしまったが、俺は自分の悪運の強さに感謝しておいた。



×　　　×　　　×





「うんうん。冬とう夜やくんの料理は美お味いしいね。なんていうか、男の料理って感じ」

　時刻は午前八時半、辻つじ峰みね家の茶の間。

　俺が用意をした朝食を食べながら、梨り央お姉ねえが褒めてくれた。

　色んな意味でショッキングだった辻峰冬夜ノックアウト事件の後、物音に駆け付けた梨央姉が状況を説明。ビンタの衝撃で従妹の湯上がり映像は俺のメモリーから綺き麗れいに削除され、梨央姉のおかげでなんとか冤えん罪ざいも晴れたわけなんだが……。

「ねえ、真由香。ソース取って」

「ラピス。目玉焼きにはしょうゆが基本です。まったく、あなたには常識が足りないですね。昨日は兄さんの口くち唇びるを強引に奪って、今朝も兄さんとお風ふ呂ろに……」

「その話は目玉焼きと無関係でしょっ!?　あとキスのことを思い出させるのはやめてよねっ。わたしだって一刻も早く忘れたいんだから」

「私だって同じです」

「……え？　なんで真由香まで忘れたいの？」

「それは……と、とにかく。目玉焼きにはしょうゆです。ほら、かけてあげますから」

「あっ、わたしの目玉焼きに何するのよっ。もぅ、こうなったら……！」

「なっ……せっかく兄さんが作ってくれた目玉焼きにソースをかけるなんて……」

「ふふん。これでお互い様でしょ？」

「ぐぐっ……よくもやりましたね……っ」

　どうやらラピスと真由香の相性はあまり良くないっぽい。食卓でまさかの目玉焼き戦争が勃ぼつ発ぱつ。お互いの目玉焼きを交換し合えば、簡単に平和が訪れるのに。

　ちなみに本日の朝食の献立は、目玉焼き、焼やき鮭ざけ、炊き立てご飯、玉ねぎとジャガイモのみそ汁。俺おれの料理の腕はそこまで良くないが、この家の料理当番だった梨り央お姉ねえから合格コメントをもらえたし、赤点はギリギリ回避できたかな。

「ラピス、真ま由ゆ香か。二人ともそろそろケンカはストップ。真由香もさっきまでは『今日からは毎日兄さんの作ったゴハンが食べられるんですね♪』ってご機嫌だったでしょ？」

「ねっ、ねねね姉さん！　それは言わない約束では！」

「ふふっ。真まっ赤かになっちゃって。相変わらず真由香は可愛かわいいね。まあ、せっかくみんな揃そろってるんだし、そろそろマジメな話をしようよ。ねえ、ラピス」

「むっ。何よ、変な話じゃないでしょうね？」

　ずずずっとみそ汁を啜すすりながら応こたえるラピス。そんな彼女に梨央姉は「うん。これはとっても重要な話」と言ってから、

「ラピスは昨晩冬とう夜やくんとベッドを共にしたの？」

　プヒューっと、ラピスが口に含んだみそ汁を盛大にふき出していた。

「なっ、なんでいきなりそんなこと聞くのよ!?」

「だって昨日はキスしてたでしょ？　だから、てっきり冬夜くんのことがラブなのかなって思って」

「そんなわけないでしょっ！　わたしは昨日コイツの部屋になんか行ってないもん！」

「じゃあ、外でしたの？」

「そそそそそういう意味でもなくて！」

「でも、ラピスって人間の姿に完かん璧ぺきに変身できるわけだよね？　だったら男の子とそういうこともできるんじゃない？」

「そ、それは……っ」

　梨央姉の質問に顔を俯うつむかせたままで真っ赤になるラピス。

　どうやら梨央姉の推測はビンゴだったらしい。まあ、今のコイツって見た目だけなら可愛い女の子だし、そういうことができても不思議じゃないが。

「つーか、梨央姉。それのどこが重要な話なんだ？」

「え？　だって、うちには冬夜くんがいるし」

「どういう意味だよそれは!?」

「よかったね。ラピスがそういうことができる身体で」

「もはやあんたの発言からは悪意しか感じられねえ！」

　俺たちをからかいたいだけじゃねえか。つーか『よかったね』はマジやめろ。このままじゃ俺のイメージが……って、うわー、ラピスが「信じられない……ケダモノ……このケダモノ……っ」とか呟つぶやきながら俺を軽けい蔑べつの眼まな差ざしでロックオンしてるんですが。

「ラピス。頼むから俺おれをケダモノって呼ぶのはやめてくれ」

「むっ。仕方ないわね。じゃあ、これからはケモノって呼ぶわ」

「ケモノって……なんかやけにワイルドな感じだな」

「あ。ごめん。ケモノじゃなくてノケモノだった」

「それじゃただの寂しいヤツじゃねえか！」

　全然ワイルドじゃねえ。そのネーミングは精神的にキツすぎるぞ。

「……オイ、梨り央お姉ねえ。そろそろマジメな話をしようぜ？」

「あはは、ごめんごめん。じゃあ、今度こそ本題に入ろうか。──ラピスラズリ。辻つじ峰みね家当主として、きみに質問してもいいかな？」

　いつもの微笑ほほえみを浮かべたままで、梨央姉は言った。

「──いいわよ。でも、その前に一つ確認させて」

　梨央姉の言葉がジョークの類じゃないと悟ったのか、ラピスは「ふぅっ」と緊張した様子で息を吐いた後──。



「リリィは、本当に死んじゃったの？」



　そんな言葉を、口にした。

「それは間違いないよ。死因はわからないけど、リリィ・ヴァレンタインという名前の魔女は確かに五十年前に亡くなった」

「……そう。……ま、仕方ないわよね。あいつって外見は若いくせに年と齢しは相当なおばあちゃんだったし。何百年も生きてたんだから、くたばって当然よ」

　やけに早口で言ってから、ラピスはぎこちなく微笑んでみせた。

　──ズキリ、と。

　その哀かなしさを堪えるような仕草に、少しだけ胸の奥が痛んだ気がした。

「で、わたしへの質問っていうのはなんなの？」

「そうだね。辻峰家の当主として質問したいのは、きみがこの時代で何をしたいのかってことかな」

「むっ。そんなの決まってるでしょ。わたしの目的は──リリィの遺言を果たすことよ」

「……魔女の？」

　訊きき返す梨央姉。

　そして、茶の間を少しだけ無音が支配してから、

「『おそらく私は近いうちに死ぬ。だから、おまえは眠りにつけ。そして次に目覚めたときは、自分の所有者になった人間と一緒にウィッチクラフトを蒐集して欲しい』。五十年前のあの日、リリィは突然わたしにそう言ったの」

「………っ。つまり、魔女は自分の死を予知してたってこと？」

「たぶんね。でも、詳しいことは教えてくれなかったわ。その後、わたしは無理やりリリィに眠らされちゃったし。けど、リリィはこうも言ってたわ。『九十九すべてのウィッチクラフトを蒐しゆう集しゆうすれば──一つだけ、願いを叶えられる』って」

「えっ……それは、どういう意味？」

「リリィの話によると、分け与えられた魔女の血の力を使って、新しいウィッチクラフトを生み出せるらしいの」

「要するに……自分の願いを叶えるのに都合がいいウィッチクラフトを生み出せるってことかな？」

　梨り央お姉ねえは顎あごに手を当てて何やら考え込んでいるようだった。

　今の話が、ラピスが辻つじ峰みね家に来た経緯──。

「──ちょっと待て。つまり、俺おれもウィッチクラフトの蒐集をしなくちゃいけないのか？」

　魔女の遺言に従うならそういうことになる。ラピスを目覚めさせて契約してしまったのは、間違いなく俺なんだから。

「当然でしょ。それに……自分で言うのも嫌だけど、わたしは戦う力を持ってないの。だから、蒐集をするにはあんたみたいに戦闘用ウィッチクラフトを持ってるヤツが一緒にいなくちゃダメなのよ」

「戦闘用って……まさかこのペンダントのことか？」

「当たり前じゃない。それはペンダントのウィッチクラフト。遺産No.７──《剣舞士の首飾りソードダンサー》。能力は、刀剣変化。《Ⅸノウエム》の一つだし、使いこなせればかなりの戦力になると思うわ」

「ノウェム？」

「一桁台の数字を持った九つのウィッチクラフトのことをそう呼ぶのよ。リリィに分け与えられた血液量が多い分、込められた魔力の強さが他のものとは別格なの。ちなみに、わたしは遺産No.１だから、《Ⅸノウエム》のトップと言っても過言じゃないわね」

　ふふんっと自慢げに胸を張るラピス。

《Ⅸノウエム》ねぇ。このペンダントがその一つだとしたら、ちょっと同情してしまう。このプチ猫の下につくのは大変そうだ。

「まあ、《Ⅸノウエム》は使いこなすのが難しいんだけど、なんとかなるんじゃない？　普通、ウィッチクラフトは一人一つまでしか所有できない。けど、あんたはわたしとそれの二つを所有できてる。言わば、二重所有者ダブルホルダーなの。だから、才能はあるはずよ」

「でも、あいにくこのペンダントを手に入れたのは昨日なんだ」

「むっ。何それ。犬のくせにこれっぽっちも役に立たないわね」

　はあっとため息を吐くラピス。

　ぐっ……そこまで落胆しなくてもいいだろ。つーか、コイツの俺おれに対する態度はトゲトゲしすぎじゃねーか？　これじゃこの先の生活が思いやられるぞ。

「ともかく。《剣舞士の首飾りソードダンサー》の使い方はわたしと蒐しゆう集しゆうをしながら憶おぼえていきなさい。わたしはウィッチクラフトの気配を探知するのが得意だから、発動中のウィッチクラフトが近くにあればすぐわかるし」

「それがおまえの能力なのか？」

「違うわ。気配の探知はオマケみたいなもの。わたしの主な能力は──封印。これは言わずもがなウィッチクラフトを封印すること。そして、もう一つは……」

　だが、そこまで言ったところでラピスは黙ってしまった。そして「……まあ、これは別に教える必要はないか」と呟つぶやいた。

「それより、梨り央お。この街でウィッチクラフト蒐集をしてるのはわたしたちだけなの？」

「うーん、残念ながら違うんだよね」

「ちょっ……ちょっと待ってくれ梨央姉！　辻つじ峰みね家以外にもこの街でウィッチクラフトを集めてるヤツがいるのか!?」

　驚いたせいか、口調が乱暴になってしまった。

　だって、ウィッチクラフトの蒐集は辻峰家の仕事だったはずじゃ……。

「落ち着いて、冬とう夜やくん。今から色々説明するから。まず、ウィッチクラフトはこの音原市から出ることができないんだ。魔女が生前に張った結界のおかげで」

「結界って……要は、ウィッチクラフトを街の外に逃がさないようにしたのか？」

　つーことは、親父おやじがこのペンダントをわざわざ駅のコインロッカーに入れといたのも結界のせいだろう。街の外へ持ち出すことができなかったわけである。

「まあ、ウィッチクラフトの中には自分の意志を持って行動するタイプもあるからね。そして結界が張られたこの街では、ウィッチクラフトを巡って三つの勢力が対立してる」

　ピッと、梨央姉は右手の指を三本立てた。

「一つ目は、ボクたち辻峰家。そして、二つ目は──霧きり谷や家。憶えてるかな？　魔女には娘が二人いたって話」

「ああ、そのうち一人が辻峰家に嫁入りして……って、まさか」

「そう、もう一人の娘の方を招き入れたのが、霧谷家。もともと二人の娘は仲が悪かったらしくてね。おかげで、辻峰と霧谷は今でも険悪ムードなの」

「険悪ムードって……ケンカとかしたりするってことか？」

「うん。でも、しばらくは大丈夫。現在の霧谷は半ば機能停止状態なんだ。ボクがウィッチクラフト蒐集を引退するきっかけになった、三年前の事件。それで霧谷が負ったダメージは、辻峰よりも遥はるかに大きかったの。だから、今一番厄介なのは──三つ目の勢力」

「………っ」

　不意に、嫌な悪寒が背筋を撫なでた。

　──三つ目の勢力。

　梨り央お姉ねえの口調がやけに重いせいか、その言葉からどうも不吉な感じがして──。

「姉さん」

　瞬間、口を開いたのは真ま由ゆ香かだった。

「そんなことを兄さんに説明する必要はありません。忘れたんですか？　兄さんは今後一切ウィッチクラフトに関かかわらない。昨日の夜にそう決めたはずです」

「まっ……待ちなさいよ真由香！　それって、コイツには蒐しゆう集しゆうをやらせないってこと？」

「そうですが、何か？」

「ふざけないで！　わたしと契約して所有者になった以上、コイツには一緒にウィッチクラフトを集めて欲しいのっ！　それがリリィの遺言なんだからっ！」

「ダメです。ウィッチクラフト蒐集は私の役目ですから。それに、ウィッチクラフトに関わるのは危険なことなんです。素人と子供は大人しく家で待っていてください」

「なっ」

　さすがにカチンと来たんだろう。ラピスはシッポを踏まれた野良猫のごとく席から立ち上がった。……無理もない。きっと、コイツにとってウィッチクラフトを蒐集するのは魔女との大事な約束なんだ。それを否定されたら、怒るのも仕方がなくて……。

「あんた今わたしを子供って言ったわね!?」

　……訂正。

　どうやらラピスは真由香の子供発言の方におかんむりらしい。

「何か文句でも？　子供を子供と呼ぶのは正しいことです」

「違う！　わたしは十六歳よ！」

「えっ……そんなにペッタンコなのに私と同い年なんですか？」

「ペ、ペペペッタンコって何よっ!?　あんただって似たようなもんでしょっ！」

「しっ……失礼な。わたしは高校一年生女子の平均くらいです」

「ふふんっ。じゃあ、わたしの勝ちね。わたしがコイツとの契約で得た知識によると、この時代では胸の小さい女の子の方が需要があるんでしょ？」

「いえ、それはごく一部の方々の意見なような……」

「えっ……そ、そうなの？」

　自分の発言が恥ずかしかったのか、顔を赤くしたラピスは真由香から悔しげに視線を逸そらして……あれ？　どうしてそこで俺おれの方を睨むんだ？

「……どういうことよ。あんたと結んだ契約のせいで恥をかいたじゃない……っ」

「いや、俺に言われてもな」

「あっ。でも、あんたがそのごく一部ってこともありえるわね。えっと、この時代ではなんて言うんだっけ？　ろりこん？」

「人をロリコン扱いするのはやめろっ！」

　どうもラピスと俺おれが交わした契約はおかしい気がする。コイツはこの時代に関するどんな知識を手に入れたんだ？　何か不備があったとしか思えん。

「そうですよ、ラピス。兄さんはロリコンじゃありません」

「わかんないわよ？　今朝はわたしの水着を見てときめいてたし」

「そ、そんなバカな！　兄さんだって胸は普通の方が好きなはずです！」

「違う！　コイツは絶対にロリコンよ！」

　むっと二人はしばらく睨にらみ合った後、まったく同じタイミングで俺の方を向いた。その目には「どっち（の胸）を選ぶのよ!?」と脅迫文にも似たメッセージが。

　……助けて、神様。

　ラブコメ漫画みたいに可愛かわいい女の子と同居できたら幸せだろうなぁ。そんな風に考えていた時期が俺にもありました。でも、実際はこんなもんだ。俺のポジションはコイツらの犬。そして地獄のような二択クイズを迫られる始末である。

「二人とも、冷静になって」

　と、そこで席を立ったのは梨り央お姉ねえ。

　我らが当主様はその豊満なお胸をぽよんっと揺らしてから、

「女の子はハートの強さで勝負するものだよ。だから、胸の大きさなんてどうでもいいじゃない」

「………」

　……いや、梨央姉。

　言ってることはカッコイイけど、そのセリフをあんたが言っちゃダメだ。

　その証拠にラピスと真ま由ゆ香かは一瞬で石化。

　梨央姉とのあまりの戦力差に、自分たちの争いがドングリの背比べにすぎないという悲しい現実に気付いてしまったっぽい。二人ともトランペットに憧あこがれる少年のような目で梨央姉（の胸）を見つめている。

「えへへ。どうかな、冬とう夜やくん。ボク、当主として穏便に争いを収めてみせたよ」

「いや、ただ力任せに鎮圧しただけだろ」

「ケンカを止めたのは事実でしょ？　だから、ご褒美にぎゅってしてもいい？」

「……は？　ぎゅって何を……って、うおおっ!?　梨央姉！　いきなり俺の首に抱きついてくんなって！」

「むっ。これにはちゃんと意味があるもん。ボクは冬夜くんの首のサイズを測ってるの」

「……首？」

「冬夜くんに似合う首輪……じゃなくてアクセサリーを作ってあげる」

「あんた今思いっきり首輪って言ったよな!?」

「えへへ、冬とう夜やくん♪」

「笑って誤ご魔ま化かすなぁ─────っ！　つーか、息苦しいからいい加減俺おれの首に抱きつくのはやめろって！」

「きゃっ!?　と、冬夜くんっ、そんなに暴れちゃダメだよっ。今のボク、すっごく無防備なのに……っ」

「は？　どういうことだ？」

「だってボク……今ブラを着けてないんだもん」

「いくらなんでもノーガードすぎやしませんか!?」

「けど、ブラって結構疲れるんだよ？　肩もこっちゃうしさ。だから家の中でくらい外しててもいいでしょ？」

「よくねえよ！　今までは真ま由ゆ香かしかいなかったけど、これからは俺も住むんだぞ!?」

「お願い、冬夜くん。ほら……もっとぎゅってしてあげるから」

「だから抱きつくんじゃねえええええっ！」

「ひゃあんっ!?　ダメっ……やぁっ……そんなに暴れたら、冬夜くんの背中とボクの胸が擦れちゃって……ボク……ボク……っ」

　やけに色っぽい声を漏らしながらも、俺の首をさらにぎゅっと抱きしめる梨り央お姉ねえ。

　そのせいで背中につきたてのお餅もちみたいに弾力のある柔らかさがむにゅむにゅっと押し付けられる。しかも今の梨央姉はノーブラなわけだから……うわああああああそれ以上考えるのはやめろ俺。くそっ、どうにかしてこのパラダイスから脱出しなければ……！

「ちょ、ちょっとあんた！　まさか梨央の胸にドキドキしてるんじゃないでしょうね!?」

「い、いけません兄さん！　姉さんの胸なんかに負けちゃダメですっ！」

　バンバンとこっちの意識を引き戻そうと必死にちゃぶ台を叩たたく二人。リングサイドのセコンドかおまえらは。助けたいなら一刻も早くタオルを投げてくれ。

「けど、ラピスと真由香の仲が悪いのは問題だよね」

　そんなセリフと共に、やっとスリーパーホールドが解除される。

　……ああ、助かった。

　そんな感じで俺がゲホゲホとせき込んでいると、

「──あ。そうだ」

　天命を授かったがごとく、梨央姉がポンッと手を叩きやがった。

　……嫌な予感。

　今までの経験上、悪戯いたずらが大好きな梨央姉がこんなアクションをするときは絶対に良からぬアイディアを閃ひらめいちゃったときなのである。

「ね、姉さん。何か思いついてしまったんですか……？」

　辻つじ峰みね梨り央お被害者の会・副会長の真ま由ゆ香かが震える声で訊たずねた。もちろん、会長は俺おれこと辻峰冬とう夜や。近いうちにラピスも書記か会計に任命されるだろう。

「名案だよ。ボクたちは一つ屋根の下で暮らす家族。なのに仲が悪いのはダメでしょ？　というわけで──きみたちには無理やりにでも親しん睦ぼくを深めてもらいます」

「し、親睦を深めるって……」

　どうやって？　友好条約でも結ばせるんだろうか？　第二次大戦中のイギリスとドイツなみに険悪なコイツらにそれは無理な相談なのでは……。

「ではでは、今から辻峰家当主として命令します」

　梨央姉は、戦場に舞い降りた天使のようにパーフェクトなスマイルを浮かべて──。



「今日の午後、デートに行ってきて。もちろん、ラピスと真由香と冬夜くんの三人で」



　……前言撤回。

　この人はやっぱり天使なんかじゃねえ。

　小悪魔だ。



    

  
    
      


第３章　急襲フェンリル



　突然だが、彼女いない歴＝年齢である俺に女の子とのストロベリーな思い出はナッシング。今まで家計を支えるためのバイトばっかりで、マトモな青春を送って来なかったせいだ。だから、いきなりデートをすることになったら非常に困るわけで。

『もしもし？　調子はどうかね、軍曹くん』

「うるせえ。俺は軍曹じゃねえぞ梨央姉」

　時刻は午後二時ジャスト。

　音おと原はら市の駅前広場にある街頭時計の下で、俺はこの事態を仕組んだ元凶とケータイで電話をしていた。

『もう、冬夜くんはノリが悪いなぁ。せっかくのデートなんだから雰囲気出そうよ』

「黙れ。デートは戦争じゃない」

『それは間違いだよ軍曹くん。女の子にとってデートは戦争。目の前にいる二人を見ればわかるでしょ？』

「戦争は戦争でも、冷戦って感じなんだが」

　俺の目の前にはラピスと真由香の姿。

　お互いにそっぽを向いているせいで会話はゼロ。しかも、ラピスの服装がドレスなせいですげえ人目を集めてるし。

「大体、なんでわざわざ三人でデートするんだよ？」

『決まってるでしょ。ラピスと真ま由ゆ香かだけだと本当に戦争が始まっちゃうもん。だから、冬とう夜やくんの役目は二人のクッションになること』

「……ラジャー。俺おれは辻つじ峰みね家の家事係だから、雇用主様のオーダーに従いますよ」

『ごめんね。でも、街で遊ぶのはとってもいいことだと思うの。冬夜くんだって色々見たい場所があるだろうし、ラピスにはこの街の空気を感じ取って欲しいんだ』

「そりゃあ五十年も眠ってたからな」

　契約とやらをしたからと言っても、ラピスの言動じゃその知識も当てにならない。だったら直に見て回るのがこの時代を知る一番の方法だろう。

『それに、この機会に少しでもラピスとも仲良くなって欲しいの』

「……まあ、そうだな」

　どうやら、梨り央お姉ねえも俺たちとラピスの関係が気になっているらしい。

　朝食の後も相変わらずラピスの俺たちに対する態度はツンツンしたままだった。どうも警戒されているというか、心を開いてもらえないらしい。これじゃホントに人に慣れてない野良猫と接してるみたいだ。

『きっと、ラピスだって冬夜くんたちと仲良くしたいはずだよ。だって……ラピスはこの時代に知り合いが一人もいないもん。だけど、なかなかボクたちに心を開く勇気が持てなくて、結果的にあんなトゲトゲした態度を取っちゃうんじゃないかな？』

「まあ、最初から仲良くなる気がないならデートにすら来ないしな」

『うん。素直になれないだけで、ラピスもホントは寂しいんだと思う。あと……真由香はいつも鍛錬ばっかりしてるから、たまには誰だれかと一緒に遊んだ方がいい気がするんだ』

「……梨央姉」

　彼女の声は、妹を心配する姉そのものだった。確かに、真由香は「遊びに行くくらいなら、竹刀を振らなきゃいけないのに……」ってデートに乗り気じゃなかったっけ。

　鍛錬。それはウィッチクラフト蒐しゆう集しゆうのために身体を鍛えることだろう。家の役目を引き継いだ重圧のせいか、真由香はかなりストイックな女の子に育ってしまったっぽい。朝も庭で竹刀を振ってたみたいだし。

『ちなみに、真由香は男の子への免疫も全然ないの。だから、今日は冬夜くんにハッスルしてもらわないと』

「ハッスル？」

『二人の子供の名前は冬香ちゃんにしよっか』

「冗談でもそういうことを言うのはやめろ！」

　いくらなんでもハッスルしすぎだ。この歳でできちゃった結婚はヤバすぎるぞ。

『あはは。ではでは、健闘を祈ってます。ちなみにボクはみんなの動向をこっそり観察してるから、困ったことがあったらＳＯＳしてね』

　それだけ言い残して、電話は切れてしまった。

　くそっ……梨り央お姉ねえも一緒に来ればよかったのに。それとも、あの人はあの人で考えがあるのかな。ただ俺おれたちのデートを面白おかしく尾行したいだけのような気もするが。

「兄さん。姉さんは何か言っていましたか？」

「いや、健闘を祈るだってさ」

「そうですか……」

「それより、真ま由ゆ香か。なんで制服を着てるんだ？」

　ドレス以外の外着を持っていないラピスがこの恰かつ好こうなのはわかる。

　しかし、真由香は春休みだってのに高校の制服姿だった。

　ちなみに俺はパーカーにジーンズ。今朝アパートから届いた荷物からチョイスしておいた。さすがの親父おやじも息子の私物は売ってなかったっぽい。息子本人は売ったけどな。

「……いえ、私はあまり可愛かわいい服を持っていなくて……」

「もしかして、あんまり街で遊んだりしないのか？」

「はい。そんなことをする暇があったら、もっと鍛錬をしなくちゃいけませんから」

「そ、そうなのか……」

　自分に言い聞かせているような真由香の口調に、思わず言葉に詰まってしまった。

　……梨央姉が心配するのもわかる。

　真由香のストイックっぷりは少し異常だ。どうしてここまで鍛錬に……いや、ウィッチクラフトに固執してるんだ？

「……って、ぐおっ!?」

　突然、横からふくらはぎをゲシっと足あし蹴げにされた。驚いて視線を向けると、そこにいたのはラピス。彼女は不満そうにぷくーっと頬ほおを膨らませながら俺を見つめていた。

「何をチンタラ話し込んでるのよ。そろそろ出発するんじゃないの？」

「いや、そうだけど……おまえ、もうちょっと愛想よくできねえのか？」

「うっ……別にいいでしょ。あんたに振りまく愛想なんて持ち合わせてないもん」

「けど、愛想がいい方が色々上う手まく行くだろ。ほら、例えば会話の……」

「ドッチボール？」

「キャッチボールだ！」

「もう、そんなに怒鳴らなくてもちゃんとわかってるわよ」

「ホントだろうな？」

「もちろん。ところで、ちょっと拷問していい？」

「……は？」

「あ。間違えちゃった。ちょっと質問していい？」

「俺おれをバカにしてんだなそうなんだなてめえ!?」

　どうやったら拷問と質問を間違えるんだよ。これじゃマジで会話のドッチボールだぞ。

「何を言ってるの？　わたしがあんたをバカにするわけないでしょ？」

「……あー、そうかよ。で、質問ってのはなんなんだ？」

「あんたって犬のくせになんで二本足で立ってるわけ？」

「やっぱりバカにしてんじゃねえかっ！」

「ふんっ。正確には見下してるのよ」

「俺はおまえを見下ろしてるけどな」

「う、うるさいわねっ！　ほら、犬って群れの仲間を順位付けしたりするんでしょ？　だったらあんたも私のことを自分より上だと思いなさい」

「いや、そんなガチで犬扱いされても……」

「それに、あんたより順位が下になったらわたしが辻つじ峰みね家の底辺になっちゃうし……」

「要するにおまえは俺が最下層だって言いてえのか!?」

　間違っちゃいないけどさ。なにせ俺は本家に五千万の借金があるからな。犬扱いされるだけでもまだマシなのかもしれん。

「とにかく。さっきみたいにいきなり蹴けるのはやめろ」

「ふんっ。ちゃんと手加減してあげたじゃない」

「ああ、そっか。本気で蹴ったらおまえの足の方が痛いんだっけ」

「ゴ、ゴチャゴチャうるさいわねっ！　そもそもデートは男がリードするものでしょ!?

だったら、早くエスコートしなさいよっ！」

「エスコートって……おまえ、そんなにデートがしたいのか？」

　軽くからかうつもりで冗談を言ったんだが、ラピスは「なっ」と口をパクパクさせながら真まっ赤かになってしまった。

「そっ、そんなわけないじゃない！　わたしは街を歩くのが楽しみなだけだもんっ！」

「じゃあ、俺にエスコートさせる必要はねえだろ」

「だ、だだだ黙りなさいっ！　わたしはリリィの最高傑作で、あんたはその番い犬ぬ！　だったら、大人しくわたしと一緒に街を歩けばいいのっ！」

「その言い方じゃデートっていうより散歩だぞ……」

　相変わらず、ラピスの俺に対する認識は犬っころらしかった。

　だけど、それも仕方ないか。魔女の最高傑作なんて大層な肩書を持ってるせいか、コイツは結構プライドが高い性格みたいだし……。

「あ。でも、街を歩く前にすることがあるわね」

　そんなことを考えていたら、ラピスがモジモジしながら俺おれに手を出してきた。

　えーっと……もしかして、手を繋つないで欲しいのかな？

「むっ。なんでそんな困った顔をするの？　梨り央おが『デートのときは手を繋がなくちゃいけない』って言ってたわよ。それとも……わたしと手を繋ぐのはイヤ？」

　上目づかいで不安そうにこちらを見つめるラピス。……うわー、その目つきは反則だぞ。女の子にそんな顔されたらとてもじゃないが断れないじゃねえか。

「……わかったよ。繋げばいいんだろ？」

「あっ……そ、そんなにいきなり繋がないでよっ」

「繋げって言ったのはおまえじゃねえか」

「うっ……でも、あんたの手が意外におっきかったからビックリしたっていうか……」

　ひょっとしたら男と手を繋ぐのは初めてだったのかもしれん。ラピスは緊張した様子で俺の手をぎゅっと握り返してきた。ぎゃー、やめてくれ。そんな初々しい仕草をされたらこっちまでドキドキしちゃうから。

「ま、まあ、これでもガキの頃ころから鍛えてたからな」

　緊張を誤ご魔ま化かすように応こたえる。

　昔は真ま由ゆ香かたちと一緒に近くの道場で剣術を習ってたし、中学校では何かしらの部活に入るのが校則だったから剣道部に三年間いた。だから剣には少し自信がある。

　しかし、手を繋がなくちゃいけない……か。

「……あー、その、なんだ。真由香も手を繋ぐか？」

「えっ……でも、私は……」

「懐なつかしいな。ガキの頃、よく真由香と梨央姉と三人で手を繋いで歩いたっけ」

「そ、それはそうですが……」

　口くち唇びるを少し噛かみしめてから、真由香は「……わかりました」と手を差し出した。

「………っ！」

　その手を見た瞬間、小さく息を飲んでしまった。

　一言で言うなら──傷だらけの手。

　掌てのひらにできたいくつもの痛々しい竹刀ダコと、血豆を隠すために指に巻かれた何枚もの絆ばん創そう膏こう。……信じられねえ。剣道部にいた頃の俺だって、ここまでひどくはならなかったぞ。一体、どれだけの鍛錬をすればこんなことに……。

「や、やっぱりやめましょう。私の手は可愛かわいくないですから、兄さんが触るのは……」

　俺の顔色を悟ったのか、真由香はせっかく出した手を引っ込めようとした。

　……どんだけバカなんだ、俺は。

　真由香は俺なんかのことをホントの兄妹きようだいみたいに慕ってくれてる。なのに、なんで俺はコイツにこんな寂しそうな顔をさせてんだよ……！

「──ごめん。俺おれが悪かった」

「あっ……兄さん」

　引っ込められかけた真ま由ゆ香かの手に触れる。

　傷ついた掌てのひらと指先が痛まないように、できるだけ優しく。

「痛くないか？」

「そ、それは大丈夫ですけど……やっぱり放してください！　私の手は──」

「可愛かわいくなくなんかない。これは真由香が努力した証だろ？　俺はそういうスポコンっぽいのは嫌いじゃないぞ。むしろ大好きだ。だから、俺と手を繋つないでくれ」

「えっ……」

　カァアアアアっと頬ほおを桃色に染めた後、真由香は「……はい」とか細い声で返事をしてからコクンと小さく頷うなずいてくれた。

　思い出すのは七年前の記憶。

　どんなに傷だらけになっていても、真由香の小さな掌はあの頃ころと同じで温かかった。

「さあ、行こうぜ」

　ラピスと真由香と手を繋いだままで歩き出す。

　こうして、俺たちの初デートは幕を開けた。



×　　　×　　　×





　街並みは俺が知っている七年前と大分変わってしまっていた。

　昔よりも飲食店や娯楽の店が増えた感じ。大きなショッピングモールができたせいで、音おと原はら市も若者に好かれる街になりつつあるんだろう。

　今歩いている通りにも、車でクレープやアイスクリームを売っている店がチラホラ。真由香にクレープを一つ奢おごったので、ラピスにも何かご馳ち走そうしようと思ったんだが……。

「……ぷはぁっ。やっぱり、この咽のどごしが一番だわ」

「おまえ、ホントにそんなのでよかったのか？」

「当たり前よ。わたしはこれがお気に入りだもん」

　言って、ラピスは手に持った飲み物をコクコク口に運ぶ。それはカラダにピースが合言葉の清涼飲料水。自販機で買ったカ×ピスウォーターである。

「いい時代になったのね。まさか自販機でカ×ピスが買えるなんて」

「そんなに好きなら俺が買ったカ×ピスソーダもやろうか？　まだ蓋ふたも開けてないし」

「カ×ピスソーダ!?」

　そわそわドキドキ。ラピスは猫じゃらしを初めて見た猫科動物よろしく興味津々だった。すげえ。まさかカ×ピスソーダでここまでのリアクションが返ってくるとは。

「そ、それはどんな味がするんですか？」

「ワクワクしすぎて敬語になってるぞ」

「う、うるさいわね！　どんな味がするかって聞いてるのよこのアホ犬！」

「簡単に言うと、すごいシュワシュワする」

「はあ？　騙だまされないわよ。そんなカ×ピスがあるわけ……って、何これ!?　味はカ×ピスなのにすごいシュワシュワしてるっ！」

　飲ませてやると、ラピスは目を輝かせて感激。どうやら気に入ったらしい。まあ、カ×ピスは五十年前にも存在してたから親しみがあるんだろう。

「くぅ……まさかカ×ピスと炭酸を合わせるなんて……この発想はなかったわ。しかも、味もちゃんと濃いし」

「おまえが飲んでたのは薄かったのか？」

「そうなのよ！　リリィはいつも節約だとかなんとか言って、水ですっごい薄めたヤツしかくれなかったんだから！」

「頼むからそんなエピソードを暴ばく露ろするのはやめてくれ……」

　魔女のイメージが壊れまくりである。我が家のご先祖さまは意外に庶民派だったらしい。しかし、ラピスの好物がカ×ピスとは。なんだかダジャレみたいだよな。

「ねぇ……」

　と。

　ラピスがやけに小さな声で俺おれに話しかけてきた。

「ん？　なんだ？」

「うっ……」

　訊たずね返すと、彼女は小さく唸うなった後で「やっ……やっぱり何でもないっ！」と言ってぷいっとそっぽを向いてしまった。

　……もしかして、カ×ピスソーダをもらったお礼を言いたかったのかな？

　やはり梨り央お姉ねえの言う通り、ラピスは俺たちと仲良くしたいのかもしれん。だが心を開く勇気を持てないせいで、どうしても素直になれずにツンとした態度を取ってしまう……。

「………」

　けど、それも無理ないよな。俺だっていきなり見知らぬ環境で赤の他人と同居することになっちまったら打ち解けるまで時間がかかる。

　しかも、ラピスはウィッチクラフトを封印する柩ウイツチクラフト。

　当たり前だが、俺はそんな特別な存ヤ在ツと一緒に住むのは初めて。たぶん梨央姉や真ま由ゆ香かも一緒。だったら溝ができちまうのは当然だと思う。

　きっと俺たちは、お互いにどう接したらいいかわからないんだ。

　だから、必然的に距離も離れたままで──。

「兄さん。この地図によると、次の角を右です」

「あ、ああ、サンキュー。真ま由ゆ香か」

　横から話しかけられてハッとした。真由香が持っているのは、梨り央お姉ねえが作った手書きの地図。それにはラピスが行きたい場所が書いてあるらしいが……。

「ラピス。俺おれたちはどこに向かってるんだ？」

「え？　言ってなかったかしら。その地図に書いてある目的地は、リリィの屋敷よ」

「つーことは、おまえが前に住んでた家か？　でも、その屋敷があったのは五十年も前なんだろ？」

　この街も色々様変わりした。駅前周辺は特にだ。

　だから、五十年前の建物がそのまま残ってる可能性は……。

「……わかってる。ただ、わたしとリリィが住んでいた場所が今どうなってるのか、知りたいだけ」

　少しだけ沈んだ声で、ラピスは応こたえた。

　その姿はどこか元気がないようにも見える。うーむ、街を歩くことで事態を改善できればと思ったんだが、どうも一筋縄じゃいかなそうだ。

「そう言えば、あんたは辻つじ峰みね本家に居候してるんでしょ？　なら、親はどうしてるの？」

「えーっと、親父おやじはロクデナシだから消息不明で、母さんは俺がガキの頃ころに死んだよ」

「あっ……ご、ごめんなさい。わたし、そんなつもりじゃ……」

「気にすんなって。もう昔の話だ。それに母さんは最期まで明るかったし。死に際に『あたしの最大の失敗はあのロクデナシと恋に落ちたことだわ！』とか笑って言うんだぜ？」

　もっとも、最期は『冬とう夜や。これからは自分の家族をしっかり守るのよ』と直接俺に言ってくれたが。心配するな母さん。むしろ親父と会いたくなったらいつでも声をかけてくれ。三さん途ずの川かわあたりまでなら臨死体験させて連れてくから。

「……に、兄さん。目的地に着きました」

「え？　ホントか？」

「……は、はい。ここが……魔女の屋敷のあった場所……らしいのですが……」

　不思議なことに、真由香の声は途切れ途切れだった。

　？　なんでそんなに恥ずかしそうにしてんだ？　疑問に思いながら魔女の屋敷があった場所を眺めると──。



　お城の形をしたメルヘンでファンシーな建物が建っていた。

　どう見てもラブホテルだった。



「………」

　……時の流れは残酷だ。

　まさか俺おれたちのご先祖様の屋敷があった場所にこんな代物が建造されてるとは。

　というか、マズい。

　どうやら俺たちが入り込んでしまったのはそういう目的の建物が乱立する通りらしかった。こんな場所に制服を着た真ま由ゆ香かと、小学生にすら見えるラピスがいるのは色々とデンジャラスすぎる。下手をしたら警察官に身柄を拘束されるぞ。もちろん、俺が。

「ふうん。豪華そうな建物じゃない。ねえ、ちょっとだけ中に入ってみない？　ここってホテルなんでしょ？」

「「!?」」

　ラピスの発言に絶句する俺と真由香。ヤバイ。まさかコイツ、このお城がどんなホテルかまったく理解してないんじゃ……！

（兄さん！　どうするんですか！）

（俺に聞くなよ！　そもそもなんでラピスは知らないんだ!?　契約で得られる知識に入ってなかったとしても、五十年前にはこういう建物ってなかったのか!?）

（そそそそんなこと私だって知りませんよっ！）

　顔面温度を上昇させながらヒソヒソとトークを交わす高校生が二人。気分は「赤ちゃんってどうやって産まれるの？」と子供に質問された幼稚園の先生である。

「むっ。二人とも、わたしに隠れて何を喋しやべってるの？」

「「！」」

　……緊急事態発生。

　何も知らないプチ猫の質問コーナーが始まったぞ。

「ラ、ラピス。実は、このお城に子供は入れないんです」

「年齢制限があるってこと？　でも、わたしは十六歳で……」

「あなたはちっちゃいから無理です！　下手をしたら捕まります！」

「捕まっちゃうの!?　確かにわたしは少し身長が低いけど……あっ、だったらあんたたちが入ってきてよ」

「えええええええっ!?　ど、どうして私と兄さんが……」

「だって、わたしは入れないんでしょ？　お願い。このお城の中がどうなってるのか気になるの」

「そ、そんにゃこといわれても……」

　あぅあぅと真由香の口調は崩壊寸前だった。従妹は今にも泣きそうな顔で「ど、どうしましょう、兄さん……」とこっちを見つめてくる。

　……ヤバイ。

　状況は最悪。気付けば通りを歩く人々の視線が俺たちに集中。「うわっ、昼間から女子高生を連れ込んでるぞ」「しかもコスプレさせた小学生も一緒だなんて……」「これって通報した方がいいんじゃねえ？」みたいなご意見まで飛び交う始末である。

　──仕方ない。

　こうなったら、強行手段だ。

「ラピス。ちょっと耳を貸せ」

「え？　わたしにも内緒話……きゃっ！　み、耳に息を吹きかけないでよっ！　くすぐったいじゃないっ！」

「あ、悪い。つい緊張して」

「？　どうして緊張するの？」

　不思議そうにしているラピスの耳に小声でゴニョゴニョと説明する。

　もちろん、このお城の中で夜な夜などういう儀式が行われているのか、包み隠さずストレートに。職業が幼稚園の先生から保健体育の先生にコンバート。

「なっ」

　辻つじ峰みね冬とう夜やの青空課外授業が終わった途端、ラピスは完熟リンゴみたいに真まっ赤かになった。そして、ぎゅぅぅぅうっとちっちゃな手でスカートの裾すそを握りしめながら、

「バ、バカじゃないのっ!?　それならそうと早く言いなさいよね！　このバカっ！　バカバカバカ犬っ！」

「無む茶ちや言うな！　そしてここで俺おれを犬って呼ぶのはやめろ！」

　叫びながら、俺はラピスと真ま由ゆ香かの手を引いてダッシュ。背中には「犬って……まさか入る前からそういうプレイを？」「ロリコンめ……だが、ヤツは正真正銘の勇者だ……」「通報しました」みたいなセリフが集中砲火。よし、全速力でここから逃げよう。

「ちょ、ちょっと、もう大丈夫でしょっ」

　息を切らしたラピスの声で、ようやく俺は足を止めた。必死で走るうちにいつの間にかデンジャラスゾーンを抜けて人気の多い大通りに出られたようだ。

「ううっ……恥ずかしかった……もうお嫁にいけない……」

「よく言うよ。あんなに中に入りたがってたくせに」

「う、うるさいわね！　どうせあんただって経験ないから興味津々だったんでしょっ！　えっと、この時代じゃなんて言うの？　ちぇりーぼーい？」

「余計なお世話だ！」

　なんでラブホテルは知らないのにそういう単語は知ってんだよ。契約とやらについて死んだ魔女に直接質問をしたい。今すぐ恐おそれ山ざんからイタコを呼んで降霊儀式を行うべきだ。

「えっ……兄さんって、今まで恋人がいなかったんですか？」

「ま、まあな。親父おやじがロクに働かないせいでバイトばっかりだったし、そういうのには縁がなかったんだ」

「……そうなんですか」

「ん？　どうしてそこでホッとしてるんだ？」

「………っ！　い、いえっ、私は別に……っ！」

　そんなことより次の目的地に行きましょう！　と真ま由ゆ香かは焦った様子でまた手書きの地図を取り出した。げっ。勘弁してくれ。まさか第二弾があるとは。

「真由香。今度の目的地はどこなんだ？」

「この地図によると、これからバスに乗るようですね。目的地は街の外れにある山です」

「山？」

「地図にはそう書いてあります。でも、目的地は姉さんとラピスしか知らなくて」

「まあ、そうだろうな」

　というか、たぶん梨り央お姉ねえは魔女の屋敷がああなってることを知ってたはずだ。あの小悪魔め。さては俺おれたちの慌てふためく姿をこっそり見て楽しんでやがるな。

「なあ、ラピス。次はどこに行くんだよ？」

「………。心配ないわ。あっちに着けば、すぐにわかるから」

　小さな声で答えてから、蒼あおいドレスのスカートを揺らして大通りを歩き始める。

　なぜか、彼女の背中は普段よりも余計に小さく見えた気がした。



×　　　×　　　×





　時刻は午後四時すぎ。

　山道を走るバスの窓から覗のぞく空は、鮮やかな夕焼けに染まり始めていた。

「すいません、兄さん。私のために時間を使ってくれて」

「気にすんなって。ほら、真由香って誕生日が今月だったろ？　ちょっと遅いけど、俺からの誕生日プレゼントだ」

「でも、値段も高かったのに……」

「大丈夫。七年分のプレゼントだと思って、遠慮なく受け取ってくれ」

　俺の左隣の席に座る真由香の手には大きな紙袋。

　駅前にあるバス停に行くついでに例の大型ショッピングモールに行ってみたのだ。中には色々な種類の店舗が揃そろっていて、春休みのせいか若者や家族連れで飽和状態だった。

　その中にあった一軒の店で、真由香の服を買うことにしたわけである。

　当の真由香はかなり遠慮していたが、店員さんと俺がオススメした中から一着のワンピースを選んでくれた。清せい楚そなデザインが真由香の雰囲気にベストマッチ。

「……ありがとうございます。宝物にしますね」

　幸せそうな顔でワンピースの入った紙袋をぎゅっと抱きしめる真由香。

　うーん、こういう顔をしてくれるとプレゼントした俺おれも嬉うれしくなる。おかげで俺の財布のＨＰヒツトポイントがレッドゾーンに突入してしまったが。それにしても……。

「真ま由ゆ香か」

「？　なんですか、兄さん」

「………。悪い。やっぱりなんでもない」

　ついつい恥ずかしくなって、口を閉ざす。

　いや、「真由香は昔と同じで可愛かわいいな」と言おうとしたが無理だった。七年前なら簡単に言えたはずなのに。まあ、あの頃ころは俺もガキだったんだろう。

　そう、この七年間で真由香にも色々なことがあったはずだ。

　一番気になるのは──三年前の事件。

　まだ真相は聞き出せていないけど、真由香があそこまでウィッチクラフトに固執する理由は、その事件にある気がする……。

「……あの、兄さん。そんなにジーッと見つめられると……は、恥ずかしいです……」

　真由香の照れた声にハッとした。どうやら、真由香の顔を見つめながら固まっていたようだ。いかんいかん。考えごとに集中しすぎたか。

「くぅ……」

　と、小さな寝息とともにコツンと俺の肩に触れる感触。

　見ると、俺の右隣に座ったラピスが眠っていた。むー、黙ってればマジで可愛いよなコイツ。しかし、小生意気なコイツがここまで無防備な姿をさらすとは……。

「…………リリィ」

　不意に、ラピスが魔女の名を呼んだ。

　そして「リリィ……リリィ……どこにいるの……？」とまるで泣いているみたいな掠かすれた声で呟つぶやいている。どうやら、うなされてるらしい。

「ラピスは……魔女が死んでしまって悲しいんでしょうね。私にはラピスの気持ちがわかります。自分の身近にいる人が死んじゃうのは……すごく辛いことですから」

　うなされるラピスを見ながら、真由香がひどく寂しげな口調で言った。

　きっと病気で亡くした自分の母親のことを思い出してるんだろう。従妹は悲しそうに顔を俯うつむかせている。

「ラピス、大丈夫か？」

　声をかけると、ラピスは瞼まぶたを開けてから「ハッ!?」とした感じで息を飲んだ。

「わたし、もしかして寝てた？」

「おう。寝不足か？」

「えっ……う、うん。実は昨日あんまり眠れなくて……」

「あれ？　でも、おまえって昨日は二度寝したんじゃなかったっけ？」

「うっ……。わたしだって眠ろうと思ったんだけど、どうも寝付けなかったのよ。今だって、またあの夢を見ちゃったし」

「……あの夢？」

　そういや今朝コイツは、柩ひつぎの姿で眠ってたときに夢を見てたって言ってたけど……。

「それはどんな夢なんだ？」

「……えっと、リリィの屋敷にいる夢ね。夢の中でわたしはリリィのことを一生懸命探すんだけど、屋敷には誰だれもいないの。それでもわたしはリリィがいないか屋敷の中を必死に探し続ける。だけど、永えい久きゆうに見つかることはない。とても怖くて……寂しい夢」

「………」

「そんな夢をわたしはすごく長い時間……それこそこの五十年間ずっと見ていた気がするわ。だから夢の中でわたしは早く目が覚めて欲しいって思ってた。だって、目が覚めればもしかしたら……」

　そこまで言って、ラピスは悲しい顔をしたまま黙ってしまった。

　──誰もいない屋敷で死んでしまった魔女を探し続ける夢。

　ああ、だからラピスは眠りながら魔女の名前を呼んでいたのか。

　そんな夢を見続けてしまったのは、眠りにつく直前に魔女がいきなり自分の死期を告げたことが原因かもしれないが……。

「………っ」

　それは、想像するだけでもゾッとする話だった。もし本当に五十年間もそんな夢を見続けたんだとしたら、文字通り悪夢としか言いようがない。だって、ラピスはずっと夢という名の牢ろう獄ごくに独りきりで閉じ込められてたのと同じじゃねえか。

　──孤独。

　誰も起こせるヤツがいなかったせいで、コイツはそんな悪夢に囚とらわれていたんだ──。

「──ん？」

　そこで、バスが停車。どうやら、目的のバス停に着いたらしかった。

「さ、さあ！　早く目的地に行くわよ！　あんたはわたしの犬でしょ！」

「うおっ、そんなに手を引っ張るなって！」

「そうですよ！　兄さんは私の家事係いぬでもあるんですから！」

「いや、真ま由ゆ香か。その理由もどうかと思うんだが……」

　抗議の声を上げる間にも、ラピスと真由香は互いに俺おれの手をグイグイ引っ張ってバスから下車。あの、二人ともそんなに俺のことを犬にしたいんですか？

「ところで、ラピス。今から行く場所にはどれくらいの時間いるつもりですか？」

　舗装された山道を歩きながら、真由香が訊たずねた。

「そんなに時間はかからないと思うけど、この後に予定でもあるの？」

「はい。夜になったら重じゆう騎き士しを探しに行きます。一刻も早く封印したいですから。ところで、ラピスはあの重騎士と知り合いなんですか？」

「ううん。あいつはリリィの屋敷の警備役。言わばリリィに忠誠を誓った騎士だったわ。だけど、あっちはわたしみたいに喋しやべれるわけじゃなかったから話したことはないの」

　でも、あいつは理由もなく暴れるようなヤツじゃなかったのに……とラピスは呟つぶやいた。

　やっぱり、重騎士が暴れてるのには何か動機があるんだろうか？

　あいつがしたことと言えば、街で暴れて、公園で俺おれを襲ったこと……って、待てよ。重騎士は俺を見て魔女の子孫だって気付けなかったのかな？　俺に流れている魔女の血は濃いらしいし、その証拠にラピスはすぐに俺が魔女の子孫だってわかった。

　もし重騎士がその事実に気付いた上で俺を襲ったんだとしたら、何かそこに動機を暴くヒントがあるんじゃ……。

「なあ、ラピス。重騎士はどんなウィッチクラフトだったんだ？」

「むっ。そんなのさっき言ったでしょ。あいつは屋敷の警備役。能力は、迷彩装甲。蜃気楼ミラージユの名前通り、姿を消すこと。でも、それには時間制限があったはずよ」

「時間制限？」

「あいつが姿を消せるのは一日に三時間が限度。だから、暴れているとき以外はこの街のどこかに隠れてるんじゃない？」

「ふうん。ちなみに、強かったのか？」

「まあね。《Ⅸノウエム》に選ばれてなくても、遺産No.は11。十分若い数字よ。でも、わたしが眠りにつくちょっと前に厄介な侵入者と戦って負けたとかで、リリィが修理してた気がする。なんでも、姿を消したけど気配を察知されて攻撃されちゃったとか」

「要するに、姿を消せても自分の気配までは消せないってことか？」

　ラピスから聞いた話だと、発動中のウィッチクラフトは独特の気配を持ってる。コイツもそれを察知できるとか言ってたっけ。

「さあ……着いたわ」

　と、少し沈んだ声で呟いてから、ラピスは足を止めた。

　バス停から人気のない坂道を歩くこと十数分。

　そこにあったのは──小さな西洋墓地だった。

「ラピス。もしかして……」

「──うん。梨り央おに教えてもらったの。ここに……リリィが眠ってるらしいわ」

　それだけ言うと、ラピスは墓地に足を踏み入れて何やら散策を開始。

　どうやら、墓石の名前を確認しているっぽい。

　俺たちも一緒になって探すこと数分。「こっちです！」という真ま由ゆ香かの声が響いた。

　墓地の端っこにあったのは、十字架が刻まれた小さな墓石。

　そこが──魔女の眠る場所だった。

「……久しぶりね、リリィ」

　小さな声で挨あい拶さつをしてから、ラピスはちっちゃな掌てのひらで墓石を撫なでた。

「まったく……あんたはどうしようもないバカだわ。魔女なんだからもっと余裕を持って自分の死期を予知しなさいよね。何か事情があったんでしょうけど、あんたが急に死ぬなんて言い出したせいで、わたしは長い間嫌な夢を見ることになっちゃったじゃない……」

　言ってることは乱暴だったが、それは長年連れ添った家族に話しかけるような親愛のこもった口調に思えた。

　リリィ・ヴァレンタイン。

　自分が蒐しゆう集しゆうした九十九のアンティークに血を分け与え、ウィッチクラフトを生み出した張本人。言うなれば、彼女はすべてのウィッチクラフトたちの母親だった──。

（──ごめん、真ま由ゆ香か）

　隣にいる従妹に、小声で話しかけた。

（今登ってきた坂道の途中に自販機があったろ？　いきなりで悪いんだけど、そこで人数分の飲み物を買ってきてくれないか？　お金は後で払うから）

（えっ……でも、兄さん）

（頼む。あと、なるべくゆっくり買って来てくれると助かる）

（───。わかりました）

　小声の会話が終わる。たぶん、真由香は俺おれの意図を感じ取ってくれたんだろう。伊だ達てに十年間も一緒に暮らしてたわけじゃない。コンビネーションはバッチリ。

「……むっ。何よ。どうして真由香を外に出しちゃったの？」

　門から出て塀の向こうへと消えて行った真由香の姿を見ながら、ラピスは呟つぶやいた。

　ふうっと、俺は軽く深呼吸した後で、

「だって、真由香がいたら……おまえはまた我慢するだろ」

「………っ」

　俺の言葉に、ラピスははっきりと息を飲んだ。

「どういう意味よ!?　別にわたしはリリィが死んで悲しくなんかないわ！　数百年以上も生きてたんだから、くたばって当然よっ！」

「でも、おまえは生まれてから十六年間、ずっとこの人と一緒だったんじゃねえのか？」

「うっ……」

　困ったような表情で、ラピスは黙り込んだ。

　そう──この時代に目覚めてから、ラピスは自分の気持ちを我慢してたんだと思う。今朝だって魔女のことを悪く言っていたが、その顔は悲しそうだった。

　きっと、俺たちに弱みを見せないようコイツなりに頑張っていたんだろう。

　だけど──。

「───っ」

　ズキリと胸の奥が痛む。

　なんとなく、今のラピスは昔の俺おれに似ている気がした。

　母さんが死んだばっかりの頃ころの──自分に。

「ラピス」

　だから、俺はそのとき言われた言葉を──彼女に伝えることにした。

「シンドいときは、ちょっとくらい傍にいる人間を頼っていいんだ」

「えっ……」

「それぐらいは全然構わねえってことだよ。辛いんだったら、苦しいんだったら、痛いんだったら……傍にいる誰だれかを頼っていいんだ。だから独りで悩んで抱え込むのは、もうやめろ」

「………っ！」

　俺の言葉に、ラピスは口くち唇びるを強く噛かみしめてから──叫んだ。

「うるさいっ！　勝手なことばっかり言って……あんたに、わたしの気持ちがわかるの？　リリィを……家族を亡くした痛みがわかるの？　あんたなんかに……わたしの何がわかるっていうのよっ!?」

「わかるよ。たぶん、少しくらいは。俺も、ガキの頃に母さんを亡くしてるから」

「あっ……」

　きっと、俺が自分と似たような境遇だということを思い出したんだろう。ラピスは、声を失ったように黙り込んでしまった。

　そんな彼女に、俺は言う。

「だから──今は、傍にいる人お間れを頼ってくれ」

「───っ」

　ぎゅぅぅぅうっと、蒼あおいドレスの裾すそを小さな掌てのひらで握りしめるラピス。今まで必死に堪えていたものが決壊してしまったみたいに、その瞳ひとみは涙で潤んでいる。

「……バカっ。バカバカバカっ。どうしてそんなにはっきり言うのよっ」

「……ごめん。気が利かない所有者でさ。たぶん、俺なんかじゃ前の所有者の……魔女の代わりにはなれないと思う」

「そ、そこまで謝らなくていいわ……。その代わり……ちょっとだけでいいから、わたしの話を聞いて」

「話？」

「……うん。けど、その前に……少しの間、後ろを向いててくれない？」

　少しだけ掠かすれた声で、ラピスは命令した。それに俺は「わかった」と応こたえて、彼女に背中を向ける。

　瞬間──背中に触れる温かな体温。

　ラピスが、俺おれの背中にぎゅっと抱き着いていた。

「───」

　夕空の下。

　俺にできるのはラピスのちっちゃな身体を支えることだけだった。

　そして、ラピスは少しだけ震える声で……告白する。



「……ホントは……信じてなかったの」



「……信じてなかった？」

「……そう。今朝梨り央おからリリィは死んだって聞かされたけど……ホントは全然信じてなかった。さっきも話した通り、わたしは柩ひつぎの姿で眠っている間、ずっと独りぼっちでリリィを探す夢を見ていたわ。でも……目覚めれば違うかもしれないって思ってたから」

「………っ。それって……」

「……うん。もしかしたらリリィは死んでなんかいなくて、わたしが目覚めたらひょっこり現れてくれるんじゃないかって、それこそ夢みたいなことを思って……いいえ、願っていたのよ」

「………」

「でも、わたしたちが住んでた屋敷がなくなってたのとか、ここにあるお墓を見たら、リリィはホントに死んじゃったんだって信じるしかなくて……。考えてみれば、リリィとわたしはいっつもケンカばっかりだった。けど、リリィと過ごした毎日はとっても楽しかったわ。だって……リリィは、私の家族だったから」

　ひどく掠かすれた声で、ラピスはそう告げた。

　きっと、ずっと魔女に対する想おもいを我慢していたんだろう。

　今のラピスは、ひどく弱々しく見えた。

「だから……わたしの命令を……ううん、頼みを聞いてくれる？」

「──おう。この際、何でも言ってくれ」

　今にも消え入りそうな声に応こたえる。

　すると、ラピスは俺を抱きしめる細い腕に力を込めた。

　──そして。

　彼女は精一杯の勇気を振り絞りながら、震える声でどこまでも一生懸命に──。



「わたしの……家族になって……っ」



　──ああ。

　やっと気付くことができた。

　たぶんこれが、ラピスが今朝俺おれに言いかけた頼みごとで──。

「リリィと一緒に暮らしてた頃ころは、寂しくなんか全然なかったわ……。でも、この五十年間ずっと独りきりでリリィを探す夢を見ていて、痛いくらいにわかったの。独りぼっちでいるのが、すごく寂しくて辛いって……そんな当たり前のことが……っ」

「………」

「……ご、ごめんなさい。こんなことをいきなり言われても困るだろうけど、わたしを……助けて。自分でもすごく悔しいけど……わたしは独りじゃ何もできない。誰だれかに助けてもらわなくちゃ、リリィとの約束を果たすこともできないのっ。それだけが……それだけがわたしがこの時代で生きていく理由なのに……っ！」

「……ラピス」

「だから……お願いっ。わたしの……家族になって！　わたしはリリィの遺言を守りたいっ！　それに、またあの夢の中みたいに独りきりになるのはもう嫌なのっ！　だから、わたしを……わたしを……この世界で独りぼっちにしないでぇ……っ！」

　ヒクヒクと咽のどを鳴らしながらも、ラピスは必死に言葉を紡いだ。



    

  
    
      



    

  
    
      

　これが──ラピスが胸の中にため込んでいた不安の正体。

　誰だれも目覚めさせることができなかったせいで、ラピスは五十年間ずっと独りぼっちでいなくなった魔女を……自分の家族を探す夢を見続けていた。

　だからこそ、目覚めてからもずっと不安だったんじゃないか？

　せっかく悪夢から目覚めたのに、現実でも独りぼっちになってしまったらどうしよう。そんな恐怖に怯おびえていたんだ。

　おそらく、気丈でツンとした態度はそんな不安を必死に隠すための強がり。

　しかも、やっと悪夢から目覚めることができたのに、たった一人の家族だった魔女は死んでしまっていた……。

「………っ」

　……何がウィッチクラフトを封印する柩ウイツチクラフトだ。そんな大げさな言葉に惑わされたせいで、俺おれはラピスのことを全然理解できてなかったんじゃねえのか？

　だって、俺に抱きつきながら不安に怯えるラピスは、紛れもなく普通の女の子だ。

　──孤独。

　五十年間、ラピスは夢の中でそんな恐怖に怯えていた。そして魔女が死んだ今、自分が頼りにできる人間はこの世界に誰一人いない。だからこそ、彼女は精一杯の勇気を振り絞って俺に頼みごとをしてきたんだ。

　普通の女の子のように、誰かとの繋つながりを持ちたい一心で──。

「──バカ。そんなに不安そうにすんなって」

　少しでも安心させたくて、俺は言葉を紡いでいた。

「契約を交わした以上、俺はおまえの所有者なんだろ？　それに、俺たちは一つ屋根の下で一緒に暮らしてるじゃねえか。だから、俺がおまえの家族になるよ」

　そう、俺じゃ魔女の代わりにはなれない。

　だけど、ラピスの新しい家族になることはできる。契約を結ぶことができた俺なら──所有者として、家族として、ラピスの傍にいることができるんだ。

「───」

　それに、今のコイツは俺によく似てる気がする。

　ラピスは孤独に怯えながらも必死に魔女との約束を……家族が遺のこした言葉を守ろうとしている。その気持ちは、同じように母親を亡くしてる俺には痛いくらいに共感できた。

　だから俺は、自分に似てるコイツのことを放っておけなくて──。

「ホっ……ホントに？　ホントにわたしの家族になってくれるの……？」

「ああ、もちろんだ」

「でも……嫌じゃないの？　わたしとあんたはまだ出会ったばっかり。それに、わたしはウィッチクラフトなのよ？　だから、普通の女の子とは違っ──」



「それでも俺は、おまえの家族になりたいんだよ！」



　ただただ、俺おれは自分の気持ちを伝えたくて声を絞り出していた。

「ラピス。確かに、おまえはウィッチクラフトだ。でも、今のおまえは普通の女の子と同じだよ。たった一人の家族が死んで悲しんでる……普通の女の子だ。だから──俺たちは家族になろう。俺だって、おまえを独りぼっちになんかしたくないんだ」

「───っ」

　ラピスは、まるで何かを堪えるようにぎゅっと強く俺の身体を抱きしめてきた。

　もしかしたら……ラピスは泣いているのかもしれなかった。

　だけど、それは甘えなんかじゃない。きっとそれは魔女を……自分の家族を失ったことをちゃんと受け止めて、前に進んでいくための涙だ。

　当たり前だが、この世界に死なないヤツなんていやしない。

　だからこそ、残されたヤツはその事実を乗り越えて進まなくちゃいけない。たとえ躓つまずいても、這はいつくばっても、死んだヤツのために、今を生きている自分のために──。

「───」

　なんて。

　こんなクサすぎるセリフを言ったのは、信じられないことに親父おやじだったりする。母さんが死んで気分が沈んでた俺に、あのロクデナシは今と同じ言葉を言いやがったのだ。少なくとも、その言葉で俺はちょっとだけ立ち直れたっけ。

　まあ、あんな親父にも一ミリくらいはカッコイイところがあったってことだろう。



「……さよなら、リリィ」



　小さな声で魔女に別れの言葉を告げてから、ラピスは俺の身体を再び抱きしめた。

　トクントクンと背中に伝わってくる彼女の鼓動。

　茜あかね色いろに染まった墓地で、俺はただその柔らかなメロディに耳を澄ませた。



×　　　×　　　×





「……えっ、えっと……その……あっ、ありがとうっ」

　夕空の下の西洋墓地。

　恥ずかしさを堪えるような、ひどくぎこちない口調でラピスは俺にお礼を言った。

「ねぇ、わたしがあんたに抱きついちゃったことは……二人だけの秘密にしてね？　真ま由ゆ香かや梨り央おにバレたら……その、恥ずかしいから……」

「わかったよ。さあ、そろそろ帰ろうぜ。ここにはまた今度みんなで墓参りに来よう」

「……うん。きっとリリィも喜ぶわ。あいつって、とっても家族想おもいなヤツだったの。自分の血縁者の結婚式やお葬式にはどんなことがあっても必ず顔を出してたくらいだもん」

「どんなことがあってもって……そりゃあ確かに家族想いな人だな」

「すっごいバカだったけどね。でも──」

　なぜか、ラピスは少しだけ頬ほおを染めてから。

「最初に会ったときから思ってたんだけど……あんたは、リリィと似てる気がするわ」

「へえー。まあ、俺おれに流れてる魔女の血は濃いらしいし、面影があるのかも」

「……ううん。持ってる雰囲気だけじゃなくて、性格の方も似てると思う。たとえば、バカなところとか」

「嫌な共通点だな」

「あと寝起きが悪いところとか、料理が雑なところとか、頑固そうなところとか」

「マジでロクな共通点がねえぞ!?」

「最後に……すごく家族想いなところとか……」

「………っ」

　思わぬ不意打ちに、自分の顔が一気に熱くなった。

　ラピスも今の発言が恥ずかしかったようで、赤信号みたいに真まっ赤かになってから「ち、違う！　あんたのことを褒めてるわけじゃないわよっ!?」と一生懸命手をバタバタさせている。その必死な姿はぶっちゃけかなり可愛かわいくて……って、いかん。

　そういや今日はデートをしてたんだった。

　うわー、思い出したらますます顔面温度が上昇してきた。どうにかクールダウンせねば。そろそろ真由香も戻ってくるだろうし……。

「そ、そう言えば！」

　俺と同じような心境だったのか、ラピスが話を逸そらすように叫んだ。

「大事なことを訊きくのを忘れてたわ。あんたがわたしの手伝いをすることなんだけど……ごめん。今朝はついカチンと来ちゃって、あんたの気持ちをちゃんと確認してなかった。だから──教えて欲しいの」

　言って、ラピスは神様にでも祈るように胸の前で手を組んだ後──。

「わたしと一緒に、ウィッチクラフトを蒐しゆう集しゆうしてくれる？」

「───」

　その言葉に、俺は思わず黙ってしまった。ラピスが魔女との約束を果たしたいのはわかる。俺だってコイツの力になってやりたい。

　でも──。

『兄さんは、今後一切ウィッチクラフトに関かかわらないでください』

　脳内でフラッシュバックするのは、真ま由ゆ香かの言葉。

　あいつは俺おれがウィッチクラフトに関わることを強く拒絶してた。

　けど、だからってこのまま真由香に蒐しゆう集しゆうをやらせていいのか……？

「そんなに焦らなくてもいいわよ？　今すぐに答えが欲しいってわけじゃないもん。あんたはまだ自分のウィッチクラフトを使いこなせてないしね」

「あ、ああ。そうしてくれると助かる」

　──そうだ。俺にはまだこのペンダントの使い方がわからない。蒐集をするにしても、まずはその問題をどうにかしなくちゃな。

「ま、なんとかなるんじゃない？　真由香たちだって自分のウィッチクラフトを使いこなしてるんだし、あんただって意外とすぐに使えるようになるかも」

「──えっ？」

　その一瞬、ラピスの言葉に小さな違和感を覚えた。

「ラピス。『真由香たち』っていうのはどういう意味だよ？　真由香は別として、梨り央お姉ねえはウィッチクラフトなんか持ってないぞ。梨央姉は蒐集から引退してるからな」

「……あっ。そうだった。でも……おかしいわね。何を持ってるのかまではわからなかったけど、梨央からは確かにウィッチクラフトの気配がしたのに」

　不思議そうに首を傾かしげるラピス。

　……どういうことだ？

　三年前の事件がきっかけで梨央姉は役目から引退して、真由香に自分のウィッチクラフトを引き継がせたはずなのに。うーん、真由香が戻ってきたら訊きいてみるか？

「───っ!?」

　しかし──その瞬間、俺の思考は無理やり中断された。



　──熱い。



　今にも火傷やけどしそうなくらいに、急激に発熱する胸のペンダント。前にも似たようなことがあった。そう、重じゆう騎き士しに襲われたときもこんな風に熱を帯びたっけ。

　──だが。

「……ぐぅっ！」

　強烈な悪寒が心臓を鷲わし掴づかみにする。まるで大気中の酸素がすべて消失してしまったような息苦しさ。空気を凍いてつかせる重圧プレツシヤーに、思わず膝ひざをつきそうになった。

　──違う。

　今度はあの重騎士じゃない。あいつはここまで圧倒的じゃなかった。今俺たちの近くにいるのは、あの重じゆう騎き士しとは比べ物にならないほどの禍まが々まがしい力を持った何かだ。

　怪物。

　そうとしか呼びようのない化け物が、この墓地のすぐ傍で敵意を撒まき散ちらしている。首から下げた銀色の十字架が、必死にそう警告していた……！

「……嘘うそ。この気配って……まさか……」

　ラピスも異常を感じ取ったのか、驚きよう愕がくに目を見開いている。

「わたしは様子を見てくるから、あんたはここで待ってて！」

「よ、様子って……どこに行く気だよ？」

「黙って聞いて！　わたしはあんたよりもはっきり気配を察知できるの。さっきわたしたちが登ってきた坂道の下。そこで──二つのウィッチクラフトが戦ってる」

「なっ──」

　たぶん一つはこの気配の主だろう。

　そして、もう一つは──。

「このままじゃ、真ま由ゆ香かが危ないわ」

「───っ」

　その一言で、脳内の何かが切り替わった。

　坂道の下。

　そこで真由香が戦ってる。しかも、この化け物じみた気配の元凶と……。

「ラピス。俺おれも一緒に──」

「バカ！　ウィッチクラフトを使えないあんたじゃただの足手まといよっ！　今のあんたがあいつと……《魔狼フエンリル》と戦ったら間違いなく死んじゃうわ！　だから、あんたはここで待っててっ！」

　命令するように叫ぶと、ラピスは坂道の方へと一目散に走り去っていった。

　……クソッタレ。

　俺には何もできねえのか？　ラピスと真由香。同じ家に住む家族を守ることもできずに、ただここで待ってることしか……。

「──いや、そうじゃねえ」

　呟つぶやきながら、ポケットからケータイを取り出してボタンを操作する。

　電話をかける相手は梨り央お姉ねえ。辻つじ峰みね家の当主のあの人なら、《魔狼フエンリル》とやらへの対策を知っているかもしれん。けど、それを聞くだけじゃダメだ。

「ふっ……！」

　息を吐いてから、一気に墓地を縦断。

　そのまま坂道の方ではなく、墓地の隣にある雑木林へと突っ込む。坂道の方から行ったらラピスに気付かれて止められるが、この林を抜けて回り込むことができれば……！

『もしもし？　冬とう夜やくん？』

　雑木林を進み始めたところで、電話から声が聞こえた。

『ごめんね。冬夜くんたちを追いかけようとしてバスに乗ったんだけど、途中で事故渋滞に巻き込まれちゃってさ。だから、そっちに着くのにはもう少し時間が──』

「今はそんなことはどうでもいいんだ！」

『……冬夜くん？　もしかして、何かあったの？』

「そうだ！　ラピスが！　ラピスが真ま由ゆ香かを連れ戻すって──」

『落ち着いて。今の冬夜くんはすごく取り乱してる。それじゃ冷静な判断もできないでしょ？』

「ぐっ……ごめん。梨り央お姉ねえの言う通りだ」

『あれ？　だけど、冬夜くんたちは山にいるはずで……あっ、まさか山の中で真由香とエッチなことを？』

「してねえ」

『じゃあ、ラピスと？　なるほど、だからボクにテレフォンしてきたわけか。でも、ごめんね。ボク、男の子と付き合ったことがないからまだそういう経験がなくて……』

「あんたは落ち着きすぎなんだよ梨央姉っ！」

　いや、冷静にツッコミを返してしまう俺おれもどうかと思う。だが、今の軽口のおかげで少し気分が落ち着けた。

『さて。冬夜くんがボクのボケにツッコめるぐらい冷静になったところで、本題に入ろっか。そっちで何があったの？』

「それが……重じゆう騎き士しとは違うウィッチクラフトが現れて、そいつが真由香と戦ってるらしいんだ。ラピスはその様子を見に行った」

『……ちなみに、そのウィッチクラフトの名前はわかる？』

「ああ。確か、《魔狼フエンリル》ってラピスは言ってた」

『………っ！』

　俺がその名を言った瞬間、梨央姉ははっきりと息を飲んだ。

『そっか。彼女が相手じゃ、落ち着いてられないのもわかるよ』

「彼女って……梨央姉はそいつのことを知ってるのか？」

『まあね。彼女は、いま冬夜くんが言った《魔狼フエンリル》の所有者なの』

　梨央姉がそこまで言ったところで、雑木林が開けた。

　目に入ったのは金網で作られた高さ一メートルほどのフェンス。

　そこは、コンクリートで舗装された崖がけの上だった。

「………っ!?」

　直後、地面を揺さぶる轟ごう音おんに思わず耳を押さえる。発信源はフェンスの下。どうやら、俺おれは真ま由ゆ香かたちのちょうど斜め上辺りに来てしまったらしかった。

　つまり、この下にいるんだ。

　ラピス、真由香、そして──この気配の元凶が。

「………」

　気付かれないように屈かがみながら、フェンスの下を覗のぞく。

　五メートルほど下にある車通りのない山奥の道路。そこにいたのは、俺がいる崖がけを背にして日本刀を構える真由香。少し離れたところでその姿を見守っているラピス。

　そして……。

「……なんだ、あいつは」

　俺の視線の先にいたのは──真由香と同じ年頃にしか見えない女の子。

　初雪のように真っ白なショートヘア。小柄な身体に纏まとっているのはやけに露出が多いパンクファッション。そして、その頭には狼おおかみのような二つの耳。よく見れば白い毛並みのシッポまで生えている。

　だが、女の子の奇抜な姿よりも──目の前の光景は数段常軌を逸していた。

「らああああああああアアアアアアッ！」

　獣のような咆ほう哮こうを上げながら、白はく髪はつの少女が真由香へと突進。

　その戦闘スタイルは──槍。

　黒曜石で作られたかのような全長一・八メートルほどの漆黒の長槍。長柄の武器を片手で握ったまま、彼女は真由香へと肉薄する……！

「くっ……！」

　苦しげな表情で息を吐いてから、真由香は逃げるように横に跳躍。

　しかし、それでも少女の疾走は止まらない。暴風じみた勢いそのまま、コンクリートの壁に刃を突き立てて──。

「!?」

　再び──轟ごう音おん。

　驚くことに、槍で穿うがたれた穴を中心に崖の一部がクレーター状に変形。まるで時速一〇〇キロオーバーで走行してきた大型トラックに激突されたように大きく陥没していた──！

「……は、ははっ」

　あまりにもバカバカしい映像に、もはや笑うしかなかった。

　だって、あんなのありえるかよ？　俺よりちっちゃな女の子が、たった一撃でバカデカいコンクリートの壁に大穴を開けやがったんだぞ……！

『──今の音。どうやら、冬とう夜やくんは彼女の近くにいるみたいだね』

　ケータイから聞こえる声で、ようやく我に返った。

「梨り央お姉ねえ。あいつは……あの女の子はなんなんだ？」

　下にいる本人に気付かれないよう、小声で質問を再開する。

　すると、梨央姉はいつもの雰囲気とは違う緊張感をはらんだ声で応こたえた。

『彼女は、今朝ボクが話したウィッチクラフトを巡る三つ目の勢力なの。そして──三年前の事件を起こした張本人』

「それって、梨央姉が引退するきっかけになった事件か？」

『……うん。事件の内容を簡潔に説明するよ。三年前──彼女は、たった一人で辻つじ峰みねと霧きり谷やにケンカを売ったんだ』

「ケ、ケンカ？」

『正確には……戦争を仕掛けたって言った方がいいかな。それほどまでにあの戦いは激しかったし、何人もの死者が出た。その結果──辻峰は当時所有していた戦闘用ウィッチクラフト十数個のほとんどを奪われて、霧谷に至っては壊滅寸前にまで追い込まれた』

「………っ！　じゃあ、あいつは……」

　辻峰と霧谷の二つの勢力に立ち向かって、勝ったっていうのか？

　しかも──たった一人で。



「なぁ、まゆっち。そろそろつまんねー戦いは止やめにしよーぜ？」



　女の子にしては若干低いハスキーな声。

　崖がけから引き抜いた槍をくるくるとバトンのように片手で回しながら、白はく髪はつの少女は鋭い眼光を真ま由ゆ香かに向けていた。

『そう。彼女こそが辻峰と霧谷に並ぶ三大勢力の一つ。ボクたちとは真逆の目的を持った……ウィッチクラフトを狩る者』

　そして。

　辻峰家の当主は、まるで歌うように彼女の名を口にする。

『彼女の名前は──セツナ。魔女が生み出した、最強にして最悪のウィッチクラフト。《Ⅸノウエム》の一角にして、遺産No.４──《魔狼フエンリル》の所有者だよ』



×　　　×　　　×





　フェンリル。

　記憶が正しければ、それは北欧神話に登場する巨大な狼おおかみの姿をした怪物の名前だ。その正体は、神様すら喰くい殺すほどの凶暴さを誇った一匹の魔狼。

　真由香と対たい峙じしている白髪の少女──セツナは、そんな神話世界の怪物の名を与えられたウィッチクラフトの所有者だった。

「けど、そこまで詳しいってことは……梨り央お姉ねえはあいつの知り合いなのか？」

『……うん。セツナとは、色々と因縁があるんだ』

　少しだけ寂しそうな口調で、梨央姉は告げた。

『冬とう夜やくん。間違っても、セツナの前に飛び出して行っちゃダメだからね。下手をすれば殺される。そんなことになったら、ラピスと真ま由ゆ香かの涙で辻つじ峰みね本家が水没しちゃうから』

「くっ……だったら、どうすりゃいいんだ」

『決まってるでしょ。冬夜くんが今安全な場所にいるなら、そこでただ見ていて』

「………っ！　梨央姉っ！」

『……お願いだよ。せっかく一緒に暮らせることになったのに、また冬夜くんとお別れなんかしたくないんだ。だから、ボクが行くまで待ってて』

　こっちが返答する間もなく、一方的に電話は切られてしまった。今の言葉はどういう意味だ？　梨央姉なら、あいつを……セツナを止められるっていうのかよ。

「まったく、なんでこんな山奥でエンカウントしちまうかねー」

　崖がけの下から響くハスキーな声。

　はあっとため息を吐いてから、セツナは槍を握ったまま真由香へと歩み寄っていく。

　たぶん、あの槍が《魔狼フエンリル》。

　でも、ネーミングがおかしくないか？　北欧神話から名前を取るんなら、もっと槍にピッタリなヤツがありそうなのに……。

「おまえもアタシと会いたくなかっただろ、まゆっち」

「私のことを『まゆっち』って呼ぶのはやめてください、ペチャパイさん」

「……オイ、そのあだ名で呼ぶのはやめろ。アタシだってちょっとは気にしてんだからさ」

「先に嫌なあだ名で呼んだのはそっちでしょう？」

「……ったく。相変わらずだな、まゆっち。あいにくだが、今のアタシの狙ねらいはおまえじゃねー。あのイラつく重じゆう騎き士しのヤロウだ。さっき逃げられちまったけどさ」

「なっ……この近くに重騎士がいたんですか？」

「ああ。山の中に隠れてやがった。ところで、あいつの腕を落としたのはまゆっちか？」

「そうですが、何か？」

「へえー。まゆっちも少しは腕を上げたな。あいつはちょっと強い。なにせこのアタシが一撃しか当てられなかったからな。もっとも、それはあの消える能力のせいだが」

「………っ。褒められても嬉うれしくありません。私はあなたが嫌いですから」

「アハハッ！　アタシだって辻峰の流儀は大っっっ嫌いだぜ！　おまえらの目的はウィッチクラフトの蒐しゆう集しゆう。アタシの目的は──ウィッチクラフトを狩り尽くすことだからな」

　ゾクッと、彼女の言葉に込められた激しい感情に背筋が震えた。

　……憎んでいる。

　理由はわからないが、セツナはウィッチクラフトのことをひどく嫌っているらしい。

「つーことで、今日はお開きにしよーぜ。さっきまではノリで戦ってたが、できれば怪け我がはさせたくねーんだ。ほら、まゆっちは梨り央おの妹で──」

「あなたが姉さんの名前を口にするなっ！」

　それはどこか悲鳴にも似た叫びだった。同時に、真ま由ゆ香かは加速。自分に歩み寄ってきていたセツナとの間合いを逆に一息で詰める。

　狙ねらいは──首。

　渾こん身しんの力で放たれた横よこ薙なぎの一刀は、瞬く間にセツナの首を切断しようとして──。

「──まゆっち。おまえは色々と惜しい」

　刃が首に肉薄する寸前。

　そこで、銀色の閃せん光こうは止まった。

　いや、正確には──止められた。

「………っ」

　……信じられない。

　真由香の全身全霊の一太刀を、セツナは素手で──左手の親指と人差し指だけで停止させやがった。まるで小さなコインでも摘まむみたいに、軽々と……！



    

  
    
      



    

  
    
      

「梨り央おに言われなかったか？　まゆっちの身体には余分な力が入りすぎてる。おかげで自分の実力やウィッチクラフトの能力を発揮しきれてねー。ホントならもっと強いのにさ」

「……なっ!?」

　真ま由ゆ香かの顔に驚きよう愕がくが刻まれる。

　ふわりと、従妹の身体は宙に浮いていたのだ。

「うわっ、軽いな！　もしかしてダイエット中？　もっとゴハンを食べた方がいいぞ？」

　あまりにも場違いなアドバイス。

　恐ろしいことに、セツナは二つの指で刀を摘まんだままひょいっと持ち上げた。

　そう──刀を持った真由香の身体ごと、強引に。

　そのまま──。

「よっと」



　ただ無造作に、ブン投げた。



　あまりにも無む茶ちや苦く茶ちやなオーバースロー。野球よりも陸上競技みたいな投球フォーム。それでも、プロ野球のピッチャーが見たら腰を抜かすだろう。

　セツナは、片腕一本で人間一人を遠投しやがったのだ。

「……くっ！」

　円を描く放物線。

　十数メートル以上の距離を飛ばされた真由香だったが、なんとか空中で体勢を立て直し、ザザザッと音を立ててアスファルトに着地する。

「あ、あなたはマジメに戦う気がないんですか!?」

「はんっ。同じことを言わせんなっつーの。アタシの敵はウィッチクラフトだけだ。それに、今のまゆっちが使う刀なんていつでも狩れる。だから、とりあえずおまえと戦う予定はねーのさ」

　言って、セツナは両腕をヒラヒラと上げて降伏のポーズを取った。

　……逃げろ。

　心の中で必死に絶叫する。今の真由香じゃ、どうやってもセツナには勝てない。

《魔狼フエンリル》。

　おそらく、セツナの常軌を逸した怪力こそがあの槍の能力なんだろう。ならば、本人が真由香と戦う意志がない以上、大人しく見逃してもらうべきだ。

　じゃなかったら──真由香は間違いなく殺される。

　それほどまでに真由香とセツナの戦力差は絶望的だった。今だってセツナが遠くに投げたからよかったものの、頭からアスファルトに叩たたきつけられていたら真由香は死んでいたかもしれん。

　だから、真ま由ゆ香かが今すべきは大人しく刀を収めることで──。

「ただし──そこにいるちっこいのは見逃せねーけどな」

　絶対零度の声でそう呟つぶやいてから、セツナは真由香から視線を外す。

　その瞳ひとみの先にいるのは──ラピスだった。

「───っ」

　……どれだけマヌケなんだ、俺おれは。

　ラピスは、セツナが目の敵にしてるウィッチクラフトじゃねえか……！

「あー……やっぱりそうだ。この気配ニオイは前に嗅かいだことがあるぜ。そう、辻つじ峰みねの本家でな。なんでそんな姿をしてるか知らねーが、おまえはあそこに置いてあった柩ひつぎのウィッチクラフトだろ？　つまり──」



　おまえを狩っちまえば、辻峰がウィッチクラフトを蒐しゆう集しゆうすることはできねーよな？



「───っ！」

　彼女の言葉に、心臓の鼓動すら止まりそうになる。

　理由はわからないが、セツナは辻峰本家を訪れたことがあって、しかもラピスの正体がウィッチクラフトを封印する柩だと知っていた。そして、彼女は辻峰家がウィッチクラフトを集めるのを嫌ってる。つまり、この状況は──！

「ラピス。下がってください」

「ま、真由香！　あんた……！」

　ラピスを守るように真由香が立ちふさがった。

　そして、微かすかに震える手で再び刀を構える。

「………っ」

　……バカか、あいつは。

　あれだけの戦力差を見せつけられた後で、なんでまだ立ち向かおうとしてんだよ……！

「オイ、まゆっち。アタシはおまえと戦う気はねーって言ったよな？」

「そんなことは知ったことじゃありません。私はあなたのことが許せないんです。そして、辻峰家の一員として──ラピスを守ってみせます」

「──はあん。なるほどね。アタシへの敵意と、そこにいる柩のウィッチクラフトを守ること。戦う理由は二つもあるってわけか。ま、そういうのは嫌いじゃねーぜ？　でもさ、そっちがその気なら──」

　ヒュオンッと穂先で風を切って、セツナは再び《魔狼フエンリル》を構えてから、



「こっからは──狩りの時間だ」



　飢えた狼おおかみのように──真ま由ゆ香かに向かって牙きばを剥いた。その顔に刻まれているのは、獰どう猛もうな微笑ほほえみ。獲物を前にした肉食獣のごとく、端整な輪郭を闘争心に歪ゆがめている。

「……くそっ」

　ギリッと口くち唇びるを噛かみしめすぎたせいか、口の中で鉄の味がした。

　……ダメだ。

　もしかしたら真由香は助かるかもしれない。

　だが、このままじゃラピスは間違いなく殺される──。



『わたしの……家族になって……っ』



　夕空の下、魔女が眠る場所でラピスは勇気を振り絞って俺おれにそう言ってくれた。

　あのとき感じた鼓動はまだ俺の背中に残ってる。ラピスラズリと辻つじ峰みね冬とう夜や。俺たちは、やっと家族になることができたんだ。

　なのに、俺はただ梨り央お姉ねえが来るのを待ってるだけなのか？

　ラピスが目の前で殺されるのを、黙って見てることしかできねえのか……？



「──ふざけんじゃねえっ！」



　自分自身を鼓舞するように叫んでから──一気にフェンスを跳び越える。

　正直な話、身体は震えていた。

　……当たり前だ。

　セツナのバカげた強さはたった今自分の目で確認したばかり。下手をしたら、殺されるかもしれないんだ。命のやり取りをしたことなんてないただの高校生があいつと戦うのはあまりにも無謀すぎる。今だって、怖くて怖くて仕方ねえ……っ！

　けど──だからって、ただガタガタ震えてられるか。

　ラピスは、もう俺の家族なんだ──！

「───っ!?」

　落下の途中。本来なら着地までは残り一秒あるかないか。

　しかし、奇妙なことに景色はスローモーションのようにゆっくりと流れていた。

　その異常な現象の中で──胸がただ燃えるように熱かった。

　この熱さを──俺は知っている。

《剣舞士の首飾りソードダンサー》。

　辻つじ峰みね冬とう夜やが所有者になったウィッチクラフト。

　今にも火傷やけどしそうな熱さに耐えかねて、俺おれは右手で強引に首からペンダントを外す。

　そして、掌てのひらの中で小さな十字架はさらに熱を帯びていき──。



　所有者おれの意志に応こたえるように、一本の剣へと変へん貌ぼうした。



　十字架に似たシルエットを持った、刃渡り約一メートルほどの片刃の長剣つるぎ。

《剣舞士の首飾りソードダンサー》の能力は──刀とう剣けん変へん化か。

　この銀色の剣こそが、俺のウィッチクラフトの力なら……！

「……ふっ！」

　スローモーションが終わった瞬間、アスファルトに着地。そのまま落下の衝撃に痺れる足で一気に全力疾走。そして──。

「──止まれ」

　わずか二秒にも満たない時間で──セツナの間合いに踏み込んだ。

　ラピスと真ま由ゆ香かに集中していたせいだろう。彼女がこっちに気付いて視線を向けたときには、剣の切っ先がその咽のど元に突きつけられていた……！

「……んんん？　ハロー、おにーさん。ところで、どうしてそんな物騒なもんでアタシの首を狙ねらってるのかな？　ていうか、おにーさんは誰だれさ？」

「俺の名前は──辻峰冬夜だ」

「……へぇ。つーことはおにーさんも辻峰の人間か。それで──アタシに何の用だ？」

　ゾクッと、その質問に込められた殺意に心が震えた。

　それは、自分の邪魔をすればおまえの命は保証しないという、明らかな警告。

　──だけど。

「……決まってんだろ」

　震える声を必死に絞り出して、応える。

　俺のウィッチクラフトの名前は、《剣舞士の首飾りソードダンサー》。

　……上等だ。

　だったら、その名前通りの戦いを見せてやろうじゃねえか。

「───」

　さあ──踊れ。

　気付けば、右手に握った十字架の剣が俺に向かって強くそう叫んでいる気がした。

　初めて命のやり取りをする恐怖。

　殺されるかもしれない絶望。

　そして、目の前にいる敵。



　ソイツら全員と一緒に──踊れ。



　恐怖と、絶望と、敵と──戦え。

　まるで舞い踊るかのように、一つ残らず斬きり伏せろ。

　それこそが──《剣舞士の首飾りソードダンサー》の所有者の戦い方スタイル。

　剣に姿を変えた銀色の十字架が、俺おれにそう教えてくれているように思えたんだ。

　だから──。

「オイ、あんた」

　覚悟を決めた後、自分の口ではっきりと叩たたきつける。

　セツナからの警告に対する返答。

　紛れもない──宣戦布告を。

「俺の家族に──手を出すな」



×　　　×　　　×





「ばっ……バカじゃないの!?　あんたは待ってろって言ったでしょっ！」

　真ま由ゆ香かの後ろで、ラピスが叫んでいた。

　まあ、無理もないよな。俺はラピスの忠告を破っちまった。それに、梨り央お姉ねえの言いつけも。でも、おかげでウィッチクラフトを使えるように──。

「あんたじゃ《魔狼フエンリル》には勝てないって忠告したのを聞いてなかったわけっ!?　このマヌケ犬！　ヘンタイ！　ロリコン！　ちぇりーぼーい！　しゃかいふてきごうしゃ！　ぺどふぃりあっ！」

「………」

　ラピスのヤツ、さては契約で知った悪口を意味もわからずに片っ端から叫んでやがるな。今さらだがあの契約のシステムは一体どうなってるんだ。

　何にせよ、こんなに叫ばれたら集中できねえ。

「ラピス」

「なっ、何よ！　あんたはわたしの犬なんでしょ!?」

「ああ、そうだ。俺はおまえの番い犬ぬだ」

「なっ……」

「番犬だったら主人のために身体を張るのは当たり前だろ？　それに、おまえは俺の家族だ。だから、おまえは俺が守るよ」

「っ！」

　縁日で売られてるリンゴ飴あめみたいに頬ほおを紅潮させてから、ラピスは黙った。どうやら本音をストレートに伝えたのが功を奏したっぽい。かなり恥ずかしかったけどさ。

「ひゅーっ♪　カッコイイね、おにーさん。さっきの登場シーンもロックだったしさ。ところで、おにーさんはアタシと戦うつもりか？」

「──ああ、当然だ」

　セツナの首に剣を突き付けたこの状況。

　今、絶対的に有利なのは俺おれだ。

　その証拠に、セツナはまだ槍を構えてすら……。

「──オーケー。だったら、戦う前にちゃんと自己紹介をしなくちゃな」

　が。

　そんな気の抜けるような言葉とともに、俺の有利は一瞬で打ち砕かれた。

「きゃっ……！」

　目の前の光景に、ラピスが短い悲鳴を上げる。

　その蒼あおい瞳ひとみに映るのは、鮮血。

　真まっ赤かな血がアスファルトに派手に飛び散った。

　だが──それは俺の血じゃない。

「──あれ？　よく考えたらこのパフォーマンスは失敗だったかな？　服についた血の汚れってなかなか落ちねーしさ」

　一瞬で真っ赤になった自分の服を見ながら、セツナはちょこんと首を傾かしげる。



　そう──彼女の身体は、自分の首からふき出した血で染まっていた。



「………っ」

　……イカレてやがる。

　眼前で起きた惨劇にそう思うしかなかった。あろうことか、セツナは俺に向かって一歩踏み出したのだ。そんなことをすれば突きつけられた刃が首に刺さることはわかっていたはずだ。なのに、コイツは──。

「下がってください兄さんっ！」

　頭が真っ白になりかけたところで空気を震わせたのは、真ま由ゆ香かの警告。

　その言葉に押されるように、俺は剣を握ったまま後退。同時にズブッとセツナの首から刃が抜ける嫌な音が響いた。

　直後、

「ああああああああああッ！」

　叫び声と共に放たれた真由香の渾こん身しんの一刀が──セツナを背後から切り裂いた。

　またもや飛び散る鮮血。背中をバッサリと袈け裟さ切ぎりにされたセツナは、少しだけバランスを崩した。しかし……。

「──あーあ。やりすぎだぜ、まゆっち。いくらアタシがこの程度の傷じゃ死ねないって知ってるからって、お気に入りの服をボロボロにするのはやめろよな。血の汚れだけならクリーニングでなんとかなったかもしれねーのに」

　セツナは、全身を紅あかく染めたままで何とも場違いなセリフを口にしやがった。

「……嘘うそだろ」

　そして、彼女の傷口が塞がっていく。ジュウジュウと焼けるような音と白い煙を上げて、セツナの首と背中にあった刀傷は瞬く間に治り始めていた。

「理解できたか、おにーさん。これが──アタシが辻峰と霧谷に勝った理由だ」

　そんなセリフを吐きながら、わずか十数秒でセツナは完全回復。斜めに切り裂かれた血まみれの衣服から覗のぞく肌には、傷きず痕あとすら残っていない。

　これが……あいつのウィッチクラフトの能力なのか？

「さて、お待ちかねの自己紹介タイムといこーぜ」

　身体についた血をジャケットの裾すそで軽く拭ぬぐってから、セツナはステージに上がったロックスターよろしくキザな一礼をした。

「アタシの名前は、セツナ。そして、この槍こそが《魔狼フエンリル》。その能力は──獣化変身」

「じゅ、獣じゆう化か変へん身しん……」

「おうよ。ただし、アタシが変わるのはただの獣じゃねーぜ？　いくら殺しても死ねない──不死身のバケモノだ」

「………っ！」

　……そういうことか。

　獣化変身。たぶん、あの耳とシッポもその効果なんだろう。おそらくは、人から獣に変わることで常軌を逸した怪力と不死身の身体を手に入れる。

　それが、《魔狼フエンリル》の能力ちから。

　最強にして最悪のウィッチクラフトと恐れられる所以ゆえん──。

「さあ、どうする？　あきらめるか？　あきらめたら、試合終了だけどさ」

「ぐっ……！」

　状況は瞬く間に最悪へと変わった。

　なにせセツナはあの怪物じみた戦闘能力に加え、コイツの言葉を信じるなら不死身なんだ。俺おれたちが束になっても、勝てるわけなんてない。

　だけど……。

「……俺の言葉を聞いてなかったのか？　ラピスは、俺が守る」

「──へぇ。やるじゃん。おにーさんは家族を守ることに随分固執してんだな」

「うるせえ。自分の大事な人間を守るのは当たり前のことだろうが」

「アハハ！　そりゃそーだ！　でもよ、限度ってもんがあんだろ？　アタシが不死身だって知った直後でも戦意喪失せずに今みたいなセリフを吐けるなんて──あんた、相当イカレてるぜ」

　何を思ったのか、セツナはやけに楽しそうに口くち唇びるを吊つり上げた。

「ま、そういうのは嫌いじゃねーけどさ。なんなら、ご褒美にアタシのことを『せっちゃん』って呼ばせてやろーか？」

「遠慮しとくよ。それに──あんたみたいな可愛かわいい女の子に負けるわけにはいかねえしな」

　正直な話、その言葉はちょっとした挑発だった。

　いや、実際セツナは可愛い女の子だったけど、コイツの性格上「女だからってナメてんのか!?」みたいなノリで怒ると思ったんだ。

　そう──いくら怪力で不死身でも、冷静さをなくせば隙すきが生まれる。

　その間に、どうにかラピスと真ま由ゆ香かだけでも逃がすことができれば──。

「……なっ!?」

　しかし、意外なことにセツナは困惑した様子で耳まで真まっ赤かになってしまった。

　そのまま「ばっ、ばっ、ばっ……！」と取り乱した後で、

「変なこと言うなこのウルトラバカっ！　ア、アタシが可愛いわけねーだろっ!?」

「………」

　……もしかして、恥ずかしがってるのかコイツ？

　どうやらセツナは言動とは裏腹に結構シャイな性格だったみたい。けど、今そんな情報を知っても何の意味もない。そう、今は戦いの真っ最中で──。



「──はい、そこまで」



　だが、張り詰めた緊張感は聞きなれた声にぶち壊された。

　辻つじ峰みね梨り央お。

　たぶんバス停からこの坂道へと入ってきたんだろう。遅れてやってきた辻峰家当主は、あろうことかセツナに背後からダイビングハグをかましていた。

「うおっ、梨央!?」

「久しぶりだね、せっちゃん。あれ？　今日は耳とシッポを出してるの？」

「あっ……これは……っ」

「相変わらず、いい触り心地だね」

「や、やめっ……バカっ……ひゃあんっ……なんで勝手に触ってんだ……っ」

「えー、こんなにモフモフで可愛いのに」

「だから可愛いとか言ってんじゃねぇ─────っ！」

　叫んでから、セツナは梨り央お姉ねえの身体を強引に引き離して距離を取った。そのまま恥ずかしそうに頭に生えた耳を手で押さえている。俺おれたちと戦っていたときの覇気はどこへやら。今のセツナは同性にイタズラされて困ってる可愛かわいい女の子だった。

「………」

　……いや、ちょっと待ってくれ。

　いくらなんでも緊張感がなくなりすぎじゃねえか？　そもそもこの二人って因縁があったはずだよな？　それにしちゃ、やけにフレンドリーなような……。

「──梨央」

　と。

　仕切り直すように、セツナは怒りを込めた口調で梨央姉の名前を呼んだ。

「なんでここに来た？　おまえ、自分がここに来る意味がわかってんのか？」

「もちろん。ボクは辻つじ峰みね家の当主だからね。それより、セツナ。きみの方こそわかってるの？　ボクが来た以上──辻峰の人間に手出しはさせないよ。なんなら、きみと真正面から戦うことになっても構わない。そのときは──」

　そして。

　辻峰家の当主は──悪寒すら感じるほどの冷たい声で、告げる。



    

  
    
      



    

  
    
      

「──ボクも、本気で戦うから」



「………っ！」

　その言葉に、セツナははっきりと息を飲んでから、後ずさりした。

　……嘘うそだろ？

　目の前の光景がただ信じられない。さっき自分の目で見た通り、セツナの強さは化け物じみている。なにせ、コイツは不死身なんだ。

　なのに、どうしてコイツが自分から後退してんだよ……！

「……厄日だ」

　チッと小さく舌打ちしてから、セツナはあっさりとこちらに背を向けやがった。

「重じゆう騎き士しには逃げられるし、まゆっちと出くわすし、変なバカと出会っちまうし、ついには梨り央おまで出てきちまうとはな」

「ボクはセツナと会えて嬉うれしかったよ？」

「……はん。そうかよ。とにかく、今日はもうお開きだ。本気を出したおまえと戦うのはシンドすぎる。くそっ、服がボロボロになっちまったのに……割に合わねーぜ」

「なんなら、昔みたいにボクが可愛かわいい服を作ってあげよっか？」

「おまえが作る服はどうせコスプレっぽいのばっかりだろっ！　それと──梨央。次はもう出てくんな。今日はおまえの顔に免じて見逃してやる。だから……」

「うん。わかってるよ。それじゃあバイバイ、セツナ」

「ああ。もう二度と会わないことを祈ってるぜ、梨央」

　別れの挨あい拶さつのつもりか、中指を立てた右手の甲をこちらに見せつけてから、セツナは坂道を降りて行った。そして、その白はく髪はつが見えなくなった後で。

「うわっ、あんた大丈夫!?」

　ラピスが焦った様子で声をかけてくる。

　セツナが立ち去った瞬間、俺おれは剣を握ったままアスファルトに大の字で寝転んでいた。情けないことに腰が抜けてしまったっぽい。あー、すっげえ緊張した……。

「ていうか、あんたいつの間に《剣舞士の首飾りソードダンサー》を使えるようになったの？」

「ついさっきだ。正直、まだ使い方はよくわからねえけどな」

「……そっか。でも……」

　ラピスは、胸の前で指をモジモジさせながら。

「……ありがとう。あんたのおかげで……助かったわ」

「何言ってんだよ。俺はおまえの番い犬ぬなんだろ？　だったらおまえを守るのは当たり前だ」

「そ、それはそうかもしれないけど……さっきは『俺の家族に手を出すな』とか『おまえは俺おれが守る』って言ってくれたし……」

「………？　変なことか？　全部ホントのことだぞ」

「うっ……わ、わたしだってわかってるわよっ！　バカ！　犬！　ロリコンっ！」

　言ってから、ラピスはツンっと目を逸そらしてしまった。

　むー、女の子の思考回路はよくわからん。お礼を言われたと思ったらいきなり怒られてしまった。何か不機嫌になるようなことでもしたかな。

「ああ、そうだ」

　お礼という言葉で思い出した。俺が今一番お礼を言わなくちゃいけないのは梨り央お姉ねえだ。理由はわからないが、梨央姉のおかげで助かって──。



「姉さんは自分が何をしたのかわかってるんですかっ!?」



　だが、そんな考えは真ま由ゆ香かの叱しつ責せきでふっ飛ばされた。

　パアンッという乾いた音が山道に響く。

　真由香が、梨央姉の頬ほおに平手打ちを喰くらわせていた。

「──真由香っ！」

　叫んでから、身体を起き上がらせる。何してるんだコイツは……！　俺たちは梨央姉のおかげで助かったんだぞ？　しかも、真由香が梨央姉の顔を本気で叩たたくなんて……七年前はこんなこと絶対にありえなかったのに……っ！

「……いいんだよ、冬とう夜やくん。真由香は悪くない。悪いのは、全部ボクだから」

「そんなわけねえだろっ！　梨央姉は俺たちを助けてくれたじゃねえかっ！」

　俯うつむいている梨央姉を庇かばうように、真由香の正面に立つ。

　そして、今の平手打ちの理由を問いただそうとしたが──。

「あっ……」

　その姿に、言葉を無くしてしまう。

　真由香は──ポロポロと大粒の涙を零こぼしながら、泣いていた。

「……くっ」

　俺の視線に気づいたのか、真由香は制服の袖そでで涙を拭ぬぐってから、口を開く。

「……兄さん。あなたもあなたです。どうして……ウィッチクラフトを使ってしまったんですか？　ウィッチクラフトに関かかわるのは、私だけでよかったのに……」

「───っ」

　その言葉で──俺の中の何かがキレた。

　理由はわからない。

　どうして真由香が梨央姉に怒ったのかも、どうして涙を流してるのかも、どうして俺をウィッチクラフトに関かかわらせたくないのかも……全部わからなかった。

　ただ、一つだけわかってることがある。

　それは──真由香が無理をしてるってことだ。

　伊だ達てに生まれてから十年間も一緒に暮らしてたわけじゃねえ。鍛錬のしすぎで傷だらけになってしまった手。そして、今の涙。この二つを見れば、真由香かぞくが無理をしてるってことくらい嫌でもわかる。

　だから……。

「……真ま由ゆ香か。おまえは──ウィッチクラフトを蒐しゆう集しゆうするのをやめろ」

「なっ……兄さん!?　いきなり何を言い出すんですか！」

「いいから俺おれの話を聞いてくれ。今のおまえはかなり無理をしてる。自分でもわかってるはずだ。理由はわからないけど、たぶんウィッチクラフトが関わってるんだろ？」

「………っ。で、でも、私がやめてしまったら一体誰だれが役目を……」

「大丈夫だ。これからは俺がおまえの代わりにウィッチクラフトを蒐集する。俺はもう、《剣舞士の首飾りソードダンサー》が使える。だから──戦えるんだ」

「!?」

　その瞬間、真由香の顔は死人のように青ざめた。

「ダメです！　私は兄さんを危険な目に遭わせたくありません！」

「俺だって同じだ。真由香を……自分の家族を危険な目になんか遭わせたくない」

「うっ……！」

　再び、真由香の瞳ひとみが涙で潤む。

　……なんでだ？　どうして真由香はここまでウィッチクラフトに固執してるんだ？　俺を危険な目に遭わせたくないのはわかるが、きっとそれだけじゃない何かが──。

「はいはい。せっかく助かったんだから、ケンカするのはやめようね」

　俺と真由香の間に、梨り央お姉ねえが割って入った。

「姉さん！　まだ兄さんとの話は終わっていませんっ！」

「わかってるよ。というか、このままじゃ永遠に終わらない。二人が頑固なのはボクもよく知ってるからね。だから──ちゃんとした機会を設けて、決着をつけよう」

「……機会？」

　瞳を潤ませたままで困惑する真由香。

　そんな妹に、梨央姉ははっきりと告げる。

「──辻つじ峰みね家の当主として命令します。冬とう夜やくんと真由香。どっちが辻峰家の役目を継ぐのにふさわしいか──勝負をして決めて。もちろん、勝負の内容はウィッチクラフトを使った実戦に限りなく近い試合。どう？　これなら二人とも納得するでしょ？」

「───っ」

　梨り央お姉ねえの言葉に俺おれは絶句するしかなかった。

　お互いのウィッチクラフトを使った試合。

　それはつまり、俺と真ま由ゆ香かが戦うってことで──。

「──わかりました。その試合に勝てば、私は役目を続けてもいいんですね？」

「ま、真由香……」

　困惑する俺とは対照的に、従妹の目には悲壮なほどの覚悟が浮かんでいた。彼女はそのまま俺に背を向けてたった一人で進んでいく。

「兄さん」

　そして、静かにこちらを振り返ってから。

「私が試合に勝ったら、兄さんは今後一切ウィッチクラフトに関かかわらないと約束してください。それだけが……今の私の願いなんです」

　そう告げて、真由香は坂道を下りていった。

　時刻は夕暮れ。

　さっきまで綺き麗れいなオレンジ色だった空は、まるで今の俺たちの関係みたいに、先の見えない闇やみで塗りつぶされていた。



    

  
    
      


第４章　三年前の真実



「──フッ！」

　短く息を吐くと同時に、上段に構えた剣を何もない空間に向かって叩たたき下ろす。

　辻つじ峰みね本家の庭。

　そこで軽く素振りをしながら、俺は自分の剣の感触を確かめていた。

　──あのデートの後。

　俺たちは辻峰家に帰宅し、重い雰囲気の中、みんなで夕食を食べた。当たり前だが真由香と俺の間に会話はゼロだった。

　そして、その席で梨央姉は試合の日時を告げた。決戦は明日の午後一時、場所は真由香たちが通ってる高校──私立千せん羽ば学園の屋上。夜になればまた重じゆう騎き士しが出てきてしまうかもしれないということで、昼からの開始になった。

　なんでわざわざ学園の屋上を場所に選んだかというと、昼間で人目につかずウィッチクラフトを使える場所として都合がよかったからだそうだ。梨央姉の話では、名家である辻峰家は学園にコネを持っていて、屋上くらいなら貸切にできるんだとか。

　まあ、もし重騎士が能力で姿を消して試合中に俺を襲ってくることがあっても、ウィッチクラフトの気配に敏感なラピスが事前に察知できるから問題はないと思う。

　なので、今は試合のことだけを考えて剣を振っているわけだが……。

「……よし。少しはマシになったな」

　十字架に似たシルエットを持った片刃の剣。握った手に力を込めると、剣はペンダントの姿へと戻った。むー、なんとか自由に変化させることができるようになったな。

　しかし、それだけじゃダメだ。

《剣舞士の首飾りソードダンサー》の能力──刀とう剣けん変へん化か。帰り道にラピスから聞いた説明だと、それはペンダント本体を特殊な力を持った剣に変えることらしい。

　その特殊な力とやらは所有者の願望や性格に影響されるそうなんだが、今の俺おれはまだ自分の剣がどんな力を持っているかわからないわけで……。

「せめて、もう少し時間があればな」

　これじゃただの剣で戦うのと変わらない。いや、普通の相手ならそれでもなんとかなったかもしれん。真剣を使うのは初めてだったが、ウィッチクラフトの力のせいなのか使い慣れた竹刀以上に自分の手に馴な染じんだ。これなら、戸惑うことなく扱える。

　だけど──相手は真ま由ゆ香かだ。

　俺と違ってあいつはこの三年間ずっとウィッチクラフトと戦うための鍛錬を続けてきたんだと思う。それこそ……血が滲にじむほどの努力を。

　きっと今の辻つじ峰みね冬とう夜やじゃ、辻峰真由香には届かない……。

「──いや、そんなこと考えてどうする」

　気合を入れるためにパンッと両頬を掌てのひらで叩たたいた。弱気になるな。ただでさえ従妹まゆかとは戦いたくないっていうのに、こんな気持ちのままじゃ──。

「……ん？」

　上着のポケットに入れたケータイから軽やかな電子メロディが響いた。時計を見ると、現在の時間は午後十時半。その相手は……。

『今日はお疲れ様でした、冬夜くん』

「……梨り央お姉ねえ」

　そう、辻峰梨央。

　電波の向こうにいるのは我が従姉だった。

「どうしたんだよ？　同じ家に住むことになったんだから直接話せばいいじゃねえか」

『まあね。でも、この話は真由香に聞かれたら困るんだ。それはそうと、今日はごめんね。ボクがデートに行ってきてなんて言ったせいで、あんなことになっちゃって』

「別に梨央姉が悪いわけじゃねえよ。それに、梨央姉は俺たちを助けてくれただろ？」

『うん。でも……こんなことを言ったら冬夜くんは怒るかもしれないけど、セツナは根っからの悪人ってわけじゃないの』

「………。ああ。悔しいけど、わかってるよ」

　セツナはラピスを殺そうとした。それは絶対に許せない。でも、セツナが真ま由ゆ香かと戦うのにあまり積極的じゃなかったのも事実だからな。

「でも、大丈夫なのか？　あいつはウィッチクラフトを狩るって言ってたぞ。まさか、もういくつか壊されちまったんじゃ……」

　ラピスの目的は九十九すべてのウィッチクラフトを集めること。なのにセツナがウィッチクラフトを壊していたとしたら、すべてが破は綻たんしちまうんじゃ……。

『心配しないで。狩ると壊すじゃ意味が違うから』

「意味が違う？」

『そう。とにかく、すべてのウィッチクラフトを集めることはまだ可能だから、安心して大丈夫だよ』

　梨り央お姉ねえははっきりと断言した。

　まあ、理由はわからないけど梨央姉がここまで言ってんなら大丈夫か。この人は辻つじ峰みね家の当主だし。

『話を戻すね。昔のセツナは……ちょっと乱暴だけど、優しくていい子だったの。でも、色々あってウィッチクラフトを憎むようになっちゃったんだ』

「………。それは、三年前の事件が原因なのか？」

　一気に核心へと踏み込む。

　三年前の事件。

　そこに真由香がウィッチクラフトに固執する理由があるはずだ。梨央姉に平手打ちをして、涙を流した理由も。

「俺おれが知ってるのは、三年前の事件で当時蒐しゆう集しゆうをしてた梨央姉や分家の人たちが引退したってことだ。もしかして、分家の人たちが引退したのはセツナに戦闘用のウィッチクラフトを奪われたのが原因なのか？」

『うん。三年前の事件で辻峰の戦力は《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》だけになっちゃったから。それに、分家の人たちもセツナとの戦いで大半が重傷を負っちゃったし。だから、たとえ新しい戦力を手に入れても蒐集に復帰するのは無理だと思う』

「……そうなのか。けど、どうして今日セツナは俺たちを見逃したんだ？」

『え？　それはセツナの服が破けちゃったからに決まってるでしょ？　「こんなエッチな格好じゃ戦えないもんっ！」とか内心では恥ずかしがってたんだよ』

「それじゃただの可愛かわいい女の子じゃねえか」

　いや、案外あり得そうで怖いけどさ。あんなに強いくせに中身まで可愛い女の子だったら色んな意味でインパクトが強すぎるぞ。

「でも、梨央姉。セツナが俺たちを見逃した原因は、あんただろ？」



　──ボクも、本気で戦うから。



　記憶が正しければ、あのとき梨り央お姉ねえはそう宣言した。そういや、ラピスも梨央姉が何かのウィッチクラフトを持ってるんじゃないかって言ってたっけ……。

『──ごめん。これ以上は、電話じゃ話せないんだ』

「……そっか」

　やんわりと拒絶されてしまった。知りたいことは多かったが、誰だれにだって他人に踏み込まれたくない部分はある。しかし、梨央姉が話してくれないとしたらどうすれば……。

『だから、ここからは直接会って話そう』

「は？」

　あまりにもストレートな提案にビックリ。野球だったら剛速球すぎて手が出せない場面である。たぶんキャッチャーですら捕球不可能だろう。

『冬とう夜やくん』

　しかし、辻つじ峰みね家ナンバー１の小悪魔は、俺おれにさらなる魔球を投げるのであった。

『今夜、ボクの部屋に来てもいいよ？　もちろん、ラピスと真ま由ゆ香かには秘密でね♪』



×　　　×　　　×





「お、お邪魔します……」

　コソコソと廊下を警戒しながら、俺は七年ぶりに梨央姉の部屋へと足を踏み入れた。部屋の中の空気は微かすかに甘い気がした。大量のヌイグルミが飾られてていかにも女の子の部屋って感じ。

「いらっしゃい、冬夜くん。あんまり緊張しなくてもいいよ？　子供の頃ころはよくここで遊んだでしょ？」

「そ、そりゃそうだけどさ」

　しかし、それは七年も前の話だ。今は俺も梨央姉も高校生。しかも状況は二人きり。ちなみに、俺は思春期の女の子の部屋に入るのはこれが初めてだったりするわけで……。

「……もぅ、冬夜くんのえっち」

「!?」

「せっかくがんばって平気なフリをしようと思ってたのにさ。そんなに赤い顔されたら……ボクまでドキドキしちゃうでしょ……？」

　言って、梨央姉はぎゅっと両腕で自分の身体を抱きしめながら俯うつむいてしまった。

　自分の部屋にいるせいか、身に纏まとっている寝巻きは凄すさまじくラフ。大き目のワイシャツをワンピースみたいに羽織ってるだけである。

　正直な話、いつもは小悪魔な梨り央お姉ねえがそんな恰かつ好こうで恥ずかしがってる姿は破壊力がありすぎて……いや、落ち着け。今のセリフだっていつもの悪戯いたずらに違いない。それにしちゃやけにマジっぽかった気もするが、そう思わないと先に進めません。

「梨央姉。早く話を始めよう」

「うん。ボクも冬とう夜やくんに聞きたいことがあったし」

「聞きたいこと？」

「冬夜くんって、メイドさんが好きなの？」

「えっ……？」

「アパートから送られてきたダンボールの中に、メイドさんが出てくるエッチな本があったんだけど」

「！」

「冬夜くんって、この七年間でちょっと変わった性癖を持つようになったんだね」

「ぎゃああああああああああっ！」

　み、見やがったな！　親父おやじから送られてきた荷物の中に入ってた俺おれの秘蔵コレクションを見やがったなこの小悪魔！

「プ、プライバシーの侵害だ！　人の荷物を勝手に見やがって！」

「でも、届いた荷物は検閲しないと」

「……検閲？」

「爆弾とか入ってるかもしれないし」

「俺の親父はテロリストか何かか!?」

「まあ、あの本はある意味爆弾だったけど」

「ちょっと上う手まいこと言って誤ご魔ま化かすなっ！」

　ひどすぎる。何も持ち主に直接言わなくてもいいだろ。昨今のマスコミだってここまでえげつない暴ばく露ろ報道はしねえぞ。

「心配しないで。検閲したっていうのはジョーク。ボクだって好きで見たわけじゃないんだよ？　荷物の入ったダンボールを運んでたら底が破れちゃってさ。それで、中から出てきたのが冬夜くんの秘蔵コレクションだったわけ」

「ホントだろうな？」

「もちろん。むしろ感謝して欲しいな。底が破れたとき、ラピスと真ま由ゆ香かも近くにいたからね。ボクが咄とつ嗟さに本を隠さなかったら、二人の冬夜くんに対するイメージがかなり悪化してただろうし」

「うっ……悪い、梨央姉」

「ふふっ。そんなに謝らなくても大丈夫。本を守りきった報酬として、冬夜くんの秘蔵コレクションをたっぷり鑑賞させてもらったから」

「全然大丈夫じゃねえよな!?」

　むしろあんたが謝れよ！

　あまりのショックにフリーズする俺おれに、梨り央お姉ねえは「はい、ありがとう」と学習机の上に置かれた本……俺の秘蔵コレクションを手渡してきた。

　……帰りてえ。

　今すぐ自分の部屋に帰って布団に包くるまって眠ってしまいたい。そしてこの悲しい事件をすべて忘れたい。羞しゆう恥ち心しんで顔が熱くなって仕方ねえぞ。

「えへへ。冬とう夜やくんったら真まっ赤かになっちゃって、可愛かわいい」

「うるせえ。男の俺に可愛いとか言うな」

「ううん、むしろ男の子だからいいんだよ。冬夜くんみたいな不良っぽい男の子が顔を真っ赤にして恥ずかしがってるのは、ギャップがあってとっても可愛いの。ボク、可愛いものが大好きだし」

「知ってるよ。だから不安なんだ」

　俺がガキの頃ころ、本家で猫を飼ったことがあったんだが、結局数年で分家に預けてしまった。理由は猫がノイローゼを起こして円形脱毛症になったから。もちろんその原因は梨央姉が可愛がりすぎたせい。この人の可愛いもの好きはかなり恐ろしいのだ。

「でも……」

　と。

　梨央姉はやけに真剣な口調で呟つぶやいてから、

「………っ！　り、梨央姉!?」

　無言で、俺の身体を抱きしめてきた。

　触れ合うお互いの体温。

　そして、彼女は微かすかに潤んだ瞳ひとみで上目づかいにこちらを見つめてくる。

「本当に……ごめんね。今日、冬夜くんはボクのせいで危険な目にあっちゃった。だから……ごめんなさい。こんなことになったのは、全部ボクのせいなんだと思う……」

「梨央姉……」

　その言葉は、とてもじゃないがジョークには聞こえなかった。

　──ああ、そうだった。

　確かに梨央姉はガキの頃から俺や真ま由ゆ香かに悪戯いたずらをするのが大好きだったけど、それ以上に俺たちの面倒をよく見てくれたじゃねえか。だから俺も、この人のことを本当の姉みたいに慕ってた。

　でも、梨央姉には昔から悪い癖があった。

　俺たちの前で立派な姉として振る舞おうとするためか、自分のことを犠牲にしすぎてしまうんだ。ガキの頃に、風邪を引いた俺おれを付きっきりで看病してたせいで、梨り央お姉ねえまで風邪を引いて寝込んでしまった……なんてエピソードがあるくらいだ。

　そう、梨央姉は俺たちの前じゃいつだってお姉さんでいようとする。

　だから、辛かったんだろう。今日みたいに、自分の言動が発端で俺がシャレにならない事件に巻き込まれてしまったことが……。

「そこまで落ち込むなって」

　少しでも梨央姉を安心させたくて、俺はそう呟つぶやいた。

「確かに、俺は今日危ない目にあったよ。でも、そんな俺を助けてくれたのは梨央姉じゃねえか。だから、俺は全然怒ってないぞ」

「……ホント？」

「ああ、もちろん。それに、あんまり気に病むなよな。梨央姉が俺たちの姉貴でいたいのはわかるけど、たまには俺たちに甘えたっていいんだからさ」

「えっ……でも……ボク……」

「遠慮すんなって。俺たちは家族だろ？　だから、ちょっとぐらい甘えてくれ」

「………。え、えっと、じゃあ……」

　なぜか、梨央姉はモジモジと恥ずかしそうにしながら。



「……ぎゅって、して」



「……え？」

　予想外の言葉に、胸の鼓動が一気に加速するのを感じた。

「ボク……冬とう夜やくんにぎゅって抱きしめて欲しいの。冬夜くんはボクのことを怒ってないんでしょ？　だったら、それぐらい簡単だよね……？」

「か、簡単って……」

　確かに、今梨央姉を抱きしめるのは簡単だ。相変わらず梨央姉の腕は俺の身体に回されているから、後はこっちが彼女の背中に腕を回せばいいだけの話である。

　でも──どうしてだ？

　あまりに話が急すぎると思う。

　なんで梨央姉はこんなことを言い出したんだ？

「…………とうやくん」

　蜂はち蜜みつのように甘く蕩とろけた声で、梨央姉は俺の名前を呼んだ。

　ドクンと。

　その蠱こ惑わく的てきな仕草に、心臓が早鐘を打つ。彼女が身に纏まとっているのは純白のＹシャツ。微かすかに漂う甘いシャンプーの香り。目と鼻の先にある女の子の輪郭。柔らかそうな桃色の口くち唇びる。そして──潤んだ瞳ひとみ。

　そう、梨り央お姉ねえの瞳は微かに潤んでいた。

　そこに浮かんでいたのは、悲痛な感情。

　大げさな例えだが、ここで俺おれに抱きしめられなかったら永久にその機会を失うんじゃないかって思っているみたいな……。

「……梨央姉」

　そして。

　気付いたら俺は、その小さな身体を抱きしめるために、ゆっくりと手を動かして──。

「梨央？　ちょっといい？」

「！」

　瞬間、コンコンッと部屋のドアをノックする音と一緒に響いたのは、聞き慣れた声。

　そう、ドアの向こうにいるのはラピスに違いなかった。

「………」

　……マズい。

　たぶんラピスは梨央姉に用があってここに来たんだろうが、今部屋に入って来られるのは危険すぎるぞ。下手をしたら夜よ這ばいだと勘違いされるんじゃ……。

「梨央？　いないの？　おかしいわね。ここにいると思ったのに」

　そんな言葉と同時に、ドアノブがカチャッと動いた。

　げっ。まさかあいつ、部屋の中を覗のぞいて様子を確かめる気か？　うわあああやめとけって！　そんなことしたら大変なことになるぞ！　主に俺に対するイメージが！

「待って、ラピス」

　ドアが開く寸前で、梨央姉が声を出した。

「なんだ、やっぱり中にいたのね」

「うん。でも、そのドアを開けるのはちょっと待って欲しいの。実は今、ちょっと取り込んでてさ」

「………」

　いや、梨央姉さん。

　どうしてそこであえて思わせぶりな言葉をチョイスするんですか？

「取り込んでる？　もしかして、着替えとかしてるの？」

「まあ、そんなところかな」

　嘘うそを言ってから、梨央姉はものすごく楽しそうにこちらを見つめてきて、

「ひああっ!?」

　直後、俺の口からスットンキョウな悲鳴が飛び出た。

　カプッと、梨央姉がいきなり俺の耳たぶに優しく歯を立てやがったのだ。そのまま甘あま噛がみでもするみたいにこっちの耳を……だぁああああああ何してんですかこのお姉様は!?

「………？　ねぇ、梨り央お。今そっちから変な音が聞こえなかった？」

「大したことじゃないよ。ちょっとお菓子をつまみ食いしただけ」

「？　この時代の人間は着替えながらお菓子を食べるわけ？」

「まさか。でも、とっても可愛かわいくて美お味いしそうなお菓子だったから……つい♪」

　言いつつも、再び俺おれの耳を甘あま噛がみしてくる梨央姉。

　……誰だれか助けて。もはや声を漏らさないように我慢するのが精一杯。このままじゃ新しい性癖にでも目覚めちゃいそうですっげえ怖いです。

「ところで、ラピス。ボクに何か用事？」

　俺に悪戯いたずらするのに満足したのか、梨央姉がやっと話を進め出した。

「ううん。あんたに用事ってわけじゃないんだけど……あのバカ犬がどこにいるか知らない？」

　げげっ。なんてことだ。まさかラピスが探していたのは俺だったとは。そして、『バカ犬』って呼ばれただけですぐに自分のことだってわかってしまった事実が悲しすぎる。

「冬とう夜やくん？　そう言えば、さっき『コンビニに行ってくる』って出て行ったよ」

「ふうん。じゃあ、あいつの部屋で待ってればそのうち帰ってくるわね。えっと……あ、ありがと、梨央」

　恥ずかしさを誤ご魔ま化かすような口調ながらも、ちゃんとお礼を言うラピス。

　……助かった。梨央姉のフォローのおかげでラピスが移動してくれる。後はもう少し時間が経たったら俺は自分の部屋へと向かえばいいわけで……。

「ラピス、ちょっと待って」

　が。

　小悪魔な従姉のせいで、俺のピンチは延長されるのだった。

「何？　わたしに用があるの？」

「うん。この機会に、ラピスに聞いておきたいことがあって」

　梨央姉は、やけにはっきりとした声で言ってから、



「きみは冬夜くんのことをどう思ってるの？」



　カッキーンッと。

　延長十二回ツーアウトまでいったところで、逆転サヨナラ満塁ホームランを喰くらったピッチャーの気分だった。あまりに波乱の展開に気絶しちゃいそう。

「なっ……そ、それってどういう意味よっ！」

　俺と似たような心境だったのか、ラピスがひどく慌てた様子で叫んだ。無理もない。質問の内容が恥ずかしすぎる。そんな話題は修学旅行の夜にでも持ち越してくれ。

「そんなに慌てないで。ボクは辻つじ峰みね家当主として、きみの冬とう夜やくんに対する印象が気になるだけだから」

「印象？」

「だから、別に男の子としてどう思ってるのかを聞いてるんじゃないよ？」

「わっ……わかってるわよ！　そもそも、わたしがあいつにそんな感情を持つわけがないでしょっ!?」

「じゃあ、教えて。ラピスは冬夜くんをどう思ってるの？」

「うっ……」

　梨り央お姉ねえの言葉に、ラピスは黙ってしまった。

　そして、少しだけ間が空いてから。



「…………まあまあ、いいヤツ」



　その言葉に、本気で驚いてしまった。

　……マジかよ？

　あのラピスが俺おれのことを『いいヤツ』なんて言うとは……。

「ただし、犬にしてはね」

「………」

「そうよ。あいつはわたしの番い犬ぬだもん。それぐらいの評価がちょうどいいわ」

「………」

　ひでえ。

　まさかホモサピエンスとして見なされない日が来ようとは。

「じゃ、じゃあね。わたしはあいつの部屋に行ってくるから」

　答えを言い終えたラピスが廊下をトコトコ走っていく音が聞こえた。なんでか知らないけど、少し急いでるみたいだったな。

「……ふぅっ。ちょっとだけ、ドキドキしちゃった」

　息を吐いてから、梨央姉は俺の身体から離れた。

　よく言うよ。さっきまで楽しそうにしてたくせに。にしても、なんでラピスは俺を探してたんだろう？

「あれ？　でも、ラピスはウィッチクラフトの気配を察知できるんだよな。なのに、どうして《剣舞士の首飾りソードダンサー》の気配に気付けなかったんだ？」

「たぶん、《剣舞士の首飾りソードダンサー》が発動してなかったからじゃないかな？　いくらラピスでも発動してないウィッチクラフトの気配には気付けないんだよ」

「……なるほど。つーか、梨り央お姉ねえ。どうしてラピスにあんな質問をしたんだよ？」

「ちょっとした好奇心だよ。冬とう夜やくんもいい答えが聞けてよかったじゃない」

「あれのどこがいい答えだ」

　まあまあいいヤツって言われたが、あくまでポジションは犬のまま。そのうちドッグフードとか食べさせられそうでマジ怖いっす。

「ううん。あれはきっと、ボクに本音を言うのが恥ずかしかっただけ。これはあくまでボクの勘だけど、ラピスは内心では冬夜くんのことを割と慕ってると思う」

「ホントかよ」

　あいつの言動からはとてもそんな風には思えないぞ。というか、偶然とは言えあいつが来たせいで梨央姉のお願いが有う耶や無む耶やになってしまった。

　俺おれが梨央姉を抱きしめる。

　唐突に告げられた、そんな願いが──。

「さて。思わぬ乱入のせいで時間も遅くなっちゃったから、そろそろ本題に入ろうか」

　俺にお願いをしたときとは別人のようなトーンで、梨央姉は言った。

　……そうだ。俺は彼女と話をしに来たんだ。

　辻つじ峰みね梨央。

　俺の従妹であり、この辻峰家の当主と──。

「──梨央姉。そろそろ本題に入ろう」

「うん。ではでは、梨央姉の春休み特別課外授業（夜の部）のスタートだね」

「意味深な感じで（夜の部）とか付けんなっ！」

「あはは、相変わらず冬夜くんのツッコミは鋭いなぁ」

「俺だって好きでツッコんでるわけじゃねえ」

　どう考えても本家に帰ってきてから俺のツッコミの数が増加してる。もちろん、原因はこの家の女性陣のせい。このままじゃいつか過労で倒れるぞ。

「じゃあ、本当にジョークは終わりにして。今ならラピスと真ま由ゆ香かに聞かれないから、なんでも質問していいよ」

「──わかった」

　一度だけ、深く息を吸ってから、俺は言葉を紡ぐ。

「梨央姉が引退するきっかけになった三年前の事件について、詳しく聞かせてくれ」

「……やっぱり、そこが気になっちゃうか。率直に話すと、三年前の事件の原因は一つのウィッチクラフトが暴走したことにあるの」

「暴走？」

「三年前のある日、一人の女の子が偶然ウィッチクラフトを手に入れた。けど、その女の子はウィッチクラフトの力を制御しきれずに、暴走させちゃったんだ」

「その女の子っていうのが……」

「セツナ。そして、暴走したウィッチクラフトの名前は《魔狼フエンリル》。その能力は、獣じゆう化か変へん身しん。所有者を人から獣へと変えることで、運動能力と闘争本能を爆発的に強化。そして人間離れした回復能力。まさに戦うためだけに生み出されたウィッチクラフトなの」

「魔女が《魔狼フエンリル》を生み出したのは、前に梨り央お姉ねえが言ってたウィッチクラフトを奪おうとした人たちとの戦争に勝つためだったのか？」

「もちろん。辻つじ峰みね家に遺のこされた文献によると、戦争に勝つための最終兵器として魔女は《魔狼フエンリル》を生み出した。まあ、あまりにも強力過ぎて魔女も扱いには苦労したらしいけどね。事実、セツナは一度その力を暴走させちゃったし」

「………」

　それは、想像したくもない光景だった。

　今日の戦闘を見る限りでは、セツナは《魔狼フエンリル》の力をちゃんとコントロールしてたけど、もしあの力が暴走したら……。

「そういや、梨央姉はどうしてウィッチクラフト蒐しゆう集しゆうを引退したんだ？　やっぱり、どこか怪け我がでもしたのか？」

「──うん。冬とう夜やくんの推理は、半分正解だね」

「……半分？」

　不思議になって聞き返した途端──視界が真っ黒になった。

　部屋に広がるのは暗くら闇やみ。梨央姉が、いきなり部屋のライトを消したのである。

「できれば……冬夜くんだけには、この姿を見せたくなかったな……」

　梨央姉の声と同時に、暗闇に慣れてくる視界。

　カーテンが開いていたせいか、部屋の中には月明かりが差し込んでいる。おかげで思ったよりも早く俺おれの目は見えるように──。

「なっ──」

　暗闇に浮かび上がった光景に息を飲むしかなかった。

　月明かりに照らされていたのは、初雪のように白い肌。おそらく、服の下には下着を着けてなかったんだろう。Ｙシャツを脱ぎ捨てて、梨央姉は何も身に纏まとっていない身体を晒さらしていた。

「ばっ……いきなり何してんだよ！」

　反射的に目線を逸そらしたが、遅かった。

　薄闇に浮かぶシルエット。

　艶つややかな髪、きゅっとくびれたウエスト、形のいいふくよかな乳房、滑らかな肩のライン。それは美術品の彫刻のように完成された美しさ。月明かりの中で見た梨央姉の姿は、どうしようもなく脳裏に焼き付いてしまっていた。

「目を逸らさないで。ボクは、知りたいんだ。冬とう夜やくんが、今のボクを見てどう思うか」

「ど、どうって……」

　その言葉に、少しずつ視線を梨り央お姉ねえに戻すと──。

「──えっ？」

　その映像に、脳裏が凍り付いた。

　梨央姉の上半身。



　その中心に、逆十字を象ったワインレッドの刻印があった。



　ミゾオチの辺りでクロスした血のように赤い十字架は、胸の谷間を通って二つの鎖骨の下まで伸びている。

　いや──正確には、呪印と言った方がいいかもしれない。それほどまでにワインレッドの逆十字は、禍まが々まがしい雰囲気を発していた。

「……見えるかな？　自分でもあんまり見たくないから、普段はなるべく浮かび上がらせないようにしてるんだ。だから、出すのに時間がかかっちゃったよ」

「り、梨央姉。まさかそれは……ウィッチクラフトなのか？」

　呪印が浮かび上がったせいか、俺おれにもその気配が感じられた。ラピスが言った通り、梨央姉はウィッチクラフトを持ってたんだ。しかし、あれは……。



    

  
    
      



    

  
    
      

「じゃあ──今から三年前の事件の真相を教えるね」

　月明かりの中で──梨り央お姉ねえは、すべてを語り始めた。

「事件の発端は、セツナが《魔狼フエンリル》を暴走させてしまったこと。暴走のせいで意識までもが獣に変わった彼女は、辻つじ峰みねと霧きり谷やに戦争を仕掛けた。戦いはとても激しくて、霧谷では何人もの人が亡くなったの。そして──辻峰でも一人、死者が出た」

「───っ」



　──やめてくれ。

　唐突にそう叫びたくなった。これ以上、梨央姉の話を聞いちゃダメだ。そんな最悪の予感が胸を突き刺していく。



「その死者はセツナの親友でもあったんだ。誤って親友を殺してしまったセツナは、ウィッチクラフトを暴走させてしまったことをひどく悔やんで、やがてウィッチクラフトの存在を激しく憎むようになった。だから彼女は、今もウィッチクラフトを狩り続けている」



　──本気を出したおまえと戦うのはシンドすぎる。

　夕空の下で、セツナはそう言っていた。そして自ら後退した。それは……彼女がまた自分の親友を殺してしまうことを恐れたからだとしたら。



「そもそも死者はどうして死んだのか？　最後の戦場。偶然居合わせてしまった自分の妹を守るために、死者は暴走した《魔狼フエンリル》と死闘を演じた。そして──妹を守りきって、死んじゃったんだ」



　──自分の身近にいる人が死んじゃうのは……すごく辛いことですから。

　バスの中で、真ま由ゆ香かはそんなセリフを零こぼした。てっきり俺おれは真由香が自分の母親のことを言ってるんだと思った。だが、実際は──。



「けど、そこで奇跡が起きたんだよ。死者は、とあるウィッチクラフトの能力で蘇生したんだ。なぜそのウィッチクラフトが死者を助けたのかは誰だれにもわからない。ただ一つわかるのは、生き返った死者の成長が死んだ年齢──十四歳で止まってしまったこと」



　──ボクだって、この七年で色々変わったかもよ？

　昨日、梨央姉はそう言った。そして、こうも言ったじゃねえか。『もう身長が伸びることは絶対にないから』。未来なんてわからないのに、やけにはっきりと断言してた……。



「しかし、奇跡には代償があった。死者を助けたウィッチクラフトは、まだ未完成だったんだ。具体的に言うと、激しすぎる運動を……たとえば誰かと本気で戦ったりすると、ウィッチクラフト自体が壊れちゃうの。だから死者はウィッチクラフト蒐しゆう集しゆうから引退した」



　──じゃあ、その死者が戦いの場に現れたらどうなるんだ？

　決まってる。きっと真実を知ってる人間は、死者のことを怒るだろう。もし死者が戦うようなことがあれば、未完成のウィッチクラフトが壊れてまた死んでしまうかもしれない。だから、セツナと真ま由ゆ香かはあんなにも怒っていた。



「以上が、三年前の事件の真相。そして、このワインレッドの呪印の下にあるのは心臓……正確に言うなら人工臓器のウィッチクラフト。魔女から数字すら与えられなかった、欠陥品ロストナンバー──《血核ハートレス》。能力は、蘇そ生せい」



　──嘘だ。

　嘘うそだ、嘘だ、嘘だ、嘘だ。もうやめてくれ。頼むからそんな話を聞かせるのはやめてくれ。いつもみたいに全部ジョークだって言って、無邪気に笑ってくれよ……！



「…………冬とう夜やくん」



　そして、梨り央お姉ねえは告白する。

　俺おれに隠してきた、自分自身の秘密を──。

「辻つじ峰みね梨央という人間は、三年前に死んだんだ。今のボクは、ウィッチクラフトの能力ちからで生かされている──死者なの」



×　　　×　　　×





「……冬夜くん。一つだけ、ボクの質問に答えてもらってもいいかな？」

　薄闇に包まれた部屋で、梨央姉はそう言った。

「ボクは、どうしても知りたいんだ。冬夜くんが……今のボクのことをどう思ってるのか。見ての通り、ボクは七年前と大分変わっちゃった。未完成のウィッチクラフトに生かされている死者。成長ができない身体。……あはは、こう言うと、まるでホラー映画に出てくる怪物アンデツドみたいだよね。でも……」



　それが……今のボクなの。



　梨り央お姉ねえは、震える声でそう絞り出した。

「ボクは……普通の女の子とは到底呼べない、ひどく異質おかしな存在になっちゃった。自分でも……すごく、嫌だよ……」

「梨央姉……」

「だって、時間が経たてばみんな変わっていくのに……ボクだけずっとこのまま……死んじゃったときのままなんだよ？　こんな普通の女の子とは違う怪物みたいな身体……気持ち悪いでしょ？　だから……だから……きっと、冬とう夜やくんも……っ」

　と。

　そこまで言って、梨央姉は黙った。

　彼女の言葉を遮るように──俺おれが、その温かな身体を強く抱きしめていた。

「………」

　……ああ。

　きっと、梨央姉は怖かったんだろう。

　俺が自分の秘密を知ったらどう思うか。もし気持ち悪がられて拒絶されたらどうしようって……不安で仕方がなかったんだ。

『ボクは、冬夜くんにぎゅって抱きしめて欲しいの』

　さっき俺にしたお願いだって、その不安が原因。

　梨央姉は、自分の秘密を知られたらもう家お族れにすら抱きしめてもらえなくなるんじゃないかって、不安に怯おびえていたんだと思う。

　でも──そんな思考をしてしまっても無理はない。

　未完成のウィッチクラフトに生かされている死者。

　普通の女の子とは違う、恐怖小説に登場するような怪物アンデツド。この七年間で、俺の従姉はそんな存在に変わっちまった。

　だから、梨央姉は今みたいな質問をしてきたんだろう。

　──俺が今の自分のことをどう思っているか？

　ただその事実を、確かめたかったんだ。

　けど……。



「──そんな質問はしなくて大丈夫だ、梨央姉」



　ただ素直に、俺は自分の気持ちを彼女に伝えた。

「どんなに変わろうが、俺にとって梨央姉は梨央姉だ。昨日、俺おれがそう言ったのを忘れちまったのか？　俺の気持ちは、変わらない。ウィッチクラフトの能力ちからだろうがなんだろうが、梨り央お姉ねえはここにいる。俺のことを家族だって言ってくれる。俺は……それだけでいい」

「冬とう夜やくん……」

「だから、今みたいな質問はしなくていいんだ。そんなことするくらいならもっと笑っててくれ。そっちの方が……梨央姉には、ずっと似合ってんだからさ」

「………っ」

　静寂。

　月明かりが照らす部屋をしばらく静寂が支配してから……。

「……ありがとう。冬夜くんは、優しいね」

　昨日と同じ言葉を言って、梨央姉は俺の身体をぎゅっと抱きしめてくれた。

　……やっぱり、梨央姉は変わってなんかない。

　だって、彼女の身体はこんなにも温かいんだから。

「まあ、梨央姉には借りもあるしな」

「借り？」

「俺を本家の家事係にするよう叔父さんに話をつけてくれたのは梨央姉だろ？　あれがなかったら、俺は五千万の借金を背負って路頭に迷ってたんだぜ？」

「あはは、それは言えてるね。でも……今のボクの身体もこれはこれで便利なところもあるんだよ？　成長が止まってるから、好きなだけ甘いお菓子を食べても太らないしさ♪」

　言って、梨央姉はいつもみたいに微笑ほほえんでくれた。

　ああ……この笑顔が見られるなら、俺は十分だ。

　たとえ今感じている梨央姉の心臓の鼓動がニセモノだとしても、その事実すら受け止めてみせ──いや、受け止めなくちゃいけない。

　俺が、梨央姉の家族でいるためにも。

「───」

　それに、梨央姉を助ける手段はある。



『九十九すべてのウィッチクラフトを蒐しゆう集しゆうすれば──一つだけ、願いを叶かなえられる』



　魔女の遺言が真実ならば不可能じゃないはずだ。

　梨央姉を、普通の女の子に戻すためのウィッチクラフトを生み出すことも──。

「冬夜くん」

　俺のことを抱きしめたままで、梨央姉は顔を上げた。

「……ごめんね。ボクがこんなことを言うのは本当に身勝手だと思うけど、冬夜くんにあと一つだけお願いをしてもいいかな？」

「──おう。俺おれは辻つじ峰みね家の家事係いぬだからな。雇用主様のお願いはなんでも聞くさ」

　笑いながら頷うなずくと、梨り央お姉ねえは「──ありがとう」と微笑んでくれた。

　きっと──その願いこそが、俺をここへ呼んだ理由なんだろう。そう、子供の頃ころから梨央姉は、いつだってあいつのことを気にかけてたじゃねえか。

「お願い、冬とう夜やくん」

　ただ一生懸命に、梨央姉は言葉を紡ぐ。

　微かすかに震える腕で、俺の身体を抱きしめながら──。

「真ま由ゆ香かのことを……助けてあげて……っ」



×　　　×　　　×





　客室の扉の前まで来たとき、時刻はすでに深夜に近かった。

　さっきの梨央姉との会話で大体の謎なぞは解けた。

　きっと真由香は……梨央姉が自分を庇かばって一度死んでしまったことを悔やんでるんだ。

　だから、あいつは今必死に梨央姉の代わりを務めようとしてる。

　思い出すのは、傷だらけになってしまった掌てのひら。

　三年間も必死に鍛錬を続けてきたのが証拠だ。

　そして真由香がウィッチクラフトに固執してるのは、たぶん梨央姉のためだけじゃなくて……。

「……チクショウ」

　こんなことなら、もっと早く本家に帰って来るべきだった。

　梨央姉には真由香を助けることができなかったんだ。梨央姉が少しでも気を遣えば、きっと生き真面目まじめな真由香は余計に自分を追い込んでしまう。

　だから、三年前の事件に関かかわってない俺が、真由香の重荷を取り払ってやるしかない。

　けど──俺は、明日あいつに勝てるのか？

「……ん？」

　自問自答しながら客室の扉を開けると、まず目に入ったのはベッドの上で横たわるちっちゃなシルエット。なぜか、ラピスが俺のベッドの上で眠っていた。

「大方、待ちくたびれて寝ちまったのか」

　そういや、コイツはさっき俺の部屋に行くって言ってたっけ。

　でも、まさかベッドで寝てるとは思わなかった。しかも、なぜかラピスは俺が使ってる枕まくらをお気に入りのヌイグルミでも抱きしめるみたいに両手でぎゅっとしてて──。

「……んぅっ」

　小さな口から零こぼれる微かな吐息。

　ドアが開いた音で目が覚めたのか、ラピスは目を擦りながらこっちに顔を向けた。そして、俺おれを確認した瞬間「あっ……」と一気に耳まで真まっ赤かになってから、

「きゃああああああ何してるのよこのノゾキ犬っ！」

「ごふっ!?」

　ラピスの投げた枕まくらが顔面をストライク。野球ならデッドボールでランナーになれるんだが、残念ながらこの家に一塁ベースはないので仕方なくピッチャーへの抗議をスタート。

「ラピス。俺のベッドで勝手に寝るな」

「し、仕方ないでしょ。昨日は寝不足だったから、眠くなっちゃったのっ」

「ああ、やっぱり。でも、おまえって枕を抱きしめながら眠るんだな」

「なっ……ち、違うわよ!?　今のは……その……わたしの部屋の枕よりもいい枕だったからついやっちゃっただけ！　別に変な意味は全然なくて……！」

「？　ひょっとして客室ごとに枕が違うのかな？　もしその枕を使いたいんなら貸してやろうか？」

「はあっ!?　ばっ、ばっ、バカじゃないの!?　そんな恥ずかしいことできるわけないじゃないっ！」

「恥ずかしいって……何が？」

「だ、だって……」

　ラピスは耳まで真っ赤にしながら細い声で、

「あんたの枕なんか使ったら……絶対に眠れなくなっちゃうもん……」

「……いや、おまえついさっきまで爆睡してただろ。つーか、なんで俺の枕だと眠れなくなるんだ？」

「う、うううるさい黙れオタンコナス犬っ！　さっきは睡魔に負けただけよ！　それに、そんなことはどうでもいいでしょ！　ここに来たのには他の理由があるのっ！」

「理由？」

　訊たずねると、ラピスは「う、うん……」と呟つぶやいてからコクンと頷うなずいた。

「あんたと……話し合いに来たのよ。あんた、明日真ま由ゆ香かと戦うのよね。勝算はあるの？　まだ《剣舞士の首飾りソードダンサー》を使いこなせてないんじゃない？」

「ぐっ……！」

　こ、このプチ猫め。いきなり正論を言ってきやがったぞ。

「うわー、あんたってホントに正直なヤツね。その様子だと勝算はゼロなんでしょ？」

「ち、違う。やってみなくちゃわからねえだろ」

「それじゃ困るの。もしあんたが負けたら、リリィの遺言はどうなるの？　それに、わたしだってあんたと……」

「あんたと……なんだよ？」

「そ、それは……とにかく！　わたしの飼い犬であるあんたを……た、助けに来てあげたのっ！　ちゃんと作戦だって考えてきたんだから！」

「だったら最初からそう言ってくれ……って、待て。それは真ま由ゆ香かに対抗する方法があるって意味か？」

「ええ。わたしは真由香のウィッチクラフトの能力を知ってるから、ある程度なら対処法も教えられるわ」

「ホントか!?」

「当たり前じゃない。わたしはラピスラズリ。魔女の最高傑作にして……きゃっ!?　いいいいきなりななな何するのよこの駄犬っ！」

　テンションがあまりに上がったせいか、ついついラピスの身体をハグしてしまった。……いかん。俺おれとしたことが何をやってるんだ。梨り央お姉ねえのクセが伝染ったかな？

「は、早く放しなさいっ！　このバカバカバカバカぁーっ！」

　軽快なエイトビートでこっちの頭をポカポカ叩たたくラピス。

　力が弱いから全然痛くないけど、なんだかモグラ叩きのモグラになった気分。

「ご、ごめん。悪かった。謝るよ。でも、ちょっとビックリしたぜ」

「え？　どうして？」

「いや、まさかおまえが俺なんかのことを助けてくれるなんてさ。ラピスって、結構いいヤツなんだな」

「なっ……ち、違う！　わたしはあんたが負けたら困るだけで……っ！」

　ひどく慌てた様子で俺の言葉を否定するプチ猫。

　うーん、やっぱりコイツって普段は不器用で素直になれないけど、ホントは優しい女の子なんだと思う。これで俺を犬扱いしなければ最高なのに。

「そ、そんなことより。一つだけ質問があるんだけど……あんた、真由香との試合に勝ったらわたしと一緒にウィッチクラフトを蒐しゆう集しゆうしてくれるの？」

「ああ。俺はおまえの所有者かぞくだからな」

　墓地では応こたえられなかった質問にはっきりと応える。

　すると、ラピスは「むっ」と息を吐いてから頬ほおを赤くした。

「わかったわ。でも……あんまり家族って連呼するのはやめてよね」

「は？　なんでだよ？」

「だっ……だって、その……」

　面と向かって家族って言われるのは、まだちょっと恥ずかしいもん……と呟つぶやいて、ラピスはツンっと視線を逸そらしてしまった。

　……やべえ。

　なんなんだ、この可愛かわいすぎる生き物は。思わずまたぎゅっとしたくなるレベルである。いや、さすがにもう一度ハグしたら一一〇番されるか。それよりも、今は……。

「──頼む、ラピス。その作戦ってヤツを俺おれに教えてくれ」

「わかったわ。でも、このことは真ま由ゆ香かや梨り央おには秘密よ。作戦がバレちゃったら意味がないし」

「じゃあ、今からするのは秘密の会議だな。もちろん内容は二人だけの秘密。今日魔女の墓の前で起きた出来事と同じだ」

「……う、うん。そうねっ」

　墓の前で俺に抱きついたことを思い出してしまったのか、ラピスは微かすかに頬ほおを火照らせた。そして「秘密……二人だけの秘密か……」と呟つぶやいてから。

「……ふふんっ。まあまあ悪くない響きじゃない」

「？　ラピス。何が悪くないんだ？」

「えっ……それは……べ、別にいいでしょ！　そんなことより早く会議を始めましょ！」

　ふぅっと、ラピスは仕切り直すように息を吐いた。

「──いい？　あんたが真由香に勝てるかもしれない作戦は、現時点で二つあるわ。けど、そのうち一つは最終手段。私のもう一つの能力を使わなくちゃいけないから」

「それって……例の封印とは別の能力か」

「……うん。できればそっちは使いたくないの。だから、もう一つの作戦で行きましょ。でも……ホントにいいの？　もしあんたが試合に勝ったとしても、真由香が大人しく納得するとは思えないんだけど」

「まあ、そうかもな」

　ああ見えて真由香は頑固だし。たぶん、ただ試合に勝つだけじゃダメだ。明日俺がしなくちゃいけないことは、試合に勝って、なおかつ俺がウィッチクラフトの蒐しゆう集しゆうをしても大丈夫だということを真由香に完かん璧ぺきに納得させること。

「気遣ってくれてありがとう。けど──大丈夫だ。一応、考えはある」

「え？　ホントに？」

「ああ。というか、これしか真由香を納得させる方法はないと思う。それで、その考えっていうのが──」

　静かに聞き入るラピスに、俺は自分の考えを伝えた。

　──だけど。

　それは、真由香の願いをどこまでも裏切るものだった。



    

  
    
      


第５章　曇天の下で。



「──では、約束の時間になったからルールを説明するね。基本はお互いのウィッチクラフトを使用した試合。ラッキーなことに二人の剣はどっちも片刃だから、攻撃はすべて峰打ちで。そして、たとえ一撃でも攻撃を当てられたらその時点で負けだよ」

　三月二十五日、午後一時ジャスト。

　曇天の下の私し立りつ千せん羽ば学がく園えん。その校舎の屋上で、試合の立会人を買って出た梨り央お姉ねえがルールを説明した。

「よかったですね。このルールなら、兄さんが勝つ確率も一％くらいはあるかもしれませんよ？」

　貸し切られた屋上の中央。

　挑発のつもりなのか、俺おれと対たい峙じしたままで制服姿の真ま由ゆ香かは口くち唇びるを吊つり上げてから、銀色に輝く刀を中段に構えた。

　応こたえるように俺も自分の剣を同じく中段に構える。

　確かに、一撃でも攻撃を当てれば勝ちというルールは圧倒的に不利な俺に都合がいい。なのに今みたいなセリフを言ったってことは、真由香はよっぽど自信があるんだろう。

　まあ、それも当たり前だ。

　コイツはこの三年間──たった一人で戦ってきたんだ。梨央姉に対する罪悪感、辻つじ峰みね家の役目を継いだ重圧、厳しい鍛錬。そのすべてに、耐えてきたのだから。

　だけど──だからこそ、俺は言ってやる。

「あんまりナメるなよ、真由香。──一撃だ。ルールなんか関係ねえ。最初から、俺がおまえに攻撃するのは一度だけだって決めてる」

「………っ！　それは、ルールに関係なく私を一撃で倒せるって意味ですか？」

「もちろん。そんなの当たり前だろ？」

「くっ……！」

　真由香の表情が一気に強こわ張ばる。

　しかし、落ち着きを取り戻すためなのか、すぐに深呼吸をした。

「──兄さんの挑発には乗りません。癪しやくですが、昨日の戦いであの人に言われたことは当たっていました。私はすぐ感情的になって力が入りすぎてしまう。そのせいで昨日は自分のウィッチクラフトの能力ちからすら満足に使えなかった。でも……」

　今日は違います、と真由香ははっきり断言した。

「教えてあげます。私の本当の実力を。そして、この三年間──私がどれだけ鍛錬を積んできたかを」

「……おう。楽しみにしてるぜ」

　言って、チラッと横に目線を向ける。

　立会人を務める梨り央お姉ねえの横に立っているのは、ラピス。彼女は祈るような表情で自分の所有者を見守っていた。そして「しっかりやりなさいよ」と声を出さずに口の動きだけで声援を送ってくれた。

　──ああ、そうだ。

　負けるわけにはいかない。俺おれなんかにすべてを託してくれた梨央姉のために、真ま由ゆ香かを助けるために、そしてラピスと一緒にウィッチクラフトの蒐しゆう集しゆうをするために──勝利を奪ってみせる……！

「二人とも、準備はいいかな？」

　今にも雨が降りそうな雲の下で、梨央姉が確かめるように言った。

　この問いに応こたえれば、もう戻れない。

　その事実を胸に刻み込みながら──俺は、しっかりと頷うなずく。

「では、辻つじ峰みね家当主として一言だけ言わせて。これは辻峰家の役目を継ぐ者を決める試合。お互い悔いの残らないように戦って。ボクは、二人の健闘を祈ってる。それでは──」



　──はじめっ！



　梨央姉の鋭い声が響いて──戦いの幕は開いた。

　同時に、大地を蹴ける真由香。先手必勝。その言葉を体現するように、彼女は一直線に俺との距離を縮めてから勢いそのままに銀色の刃を横一いつ閃せん──！

「───っ！」

　短く息を吐くと同時に、攻撃を躱かわすためのバックステップ。結果、無事に刀の射程距離から逃げることに成功。普通の試合ならこの対処法で十分だ。

　しかし──これはウィッチクラフト所有者同士の戦い。

　普通の試合の常識は……通用しない！

「……ぐっ!?」

　ガキィンッ！　という鈍い金属音が鼓膜に突き刺さる。

　激突する銀と銀。

　俺の剣が、迫りくる刃を弾はじき飛ばしていた。

「……なるほど。その様子だと、兄さんはもう知ってるんですね」

　刀を振るった後、再び俺との距離を開けてから真由香は口を開いた。

　──そう、今の一撃。

　刀の間合いからは十分に離脱したはずだった。

　だが、逃げた俺おれを追うように突如刀身が二倍ほどの長さに伸びたのだ。あらかじめ剣で防御することを考えていなければ、一撃目で終わっていた。

　言うまでもなく、今の奇怪な現象こそが、あの日本刀ウイツチクラフトの能力──。

「そう、この刀の能力は──氷結。この刀身は、金属以上の硬度を持った氷で出来ています。それこそが私のウィッチクラフト。《Ⅸノウエム》の末席にして、遺産No.９──《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の能力です」

「……なるほどな。刀身じゃなくて、日本刀の柄の部分が本体なのか。名前通り、ダイヤモンドエッジ氷の刃を作り出す能力ってわけだ」

「はい。水さえあれば、氷の刃は何度でも作り出せる。だから、もし刃こぼれを起こしてしまってもすぐに新しい刀身を用意できます」

　言って、真ま由ゆ香かは俺に見せびらかすように銀色の刃を構えた。

　そう、いかなる名刀だろうと使い続ければ刃こぼれが生まれて、切れ味が落ちていく。

《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》。

　その欠点を克服したのが、あのウィッチクラフトなんだろう。

「そして、氷の刃は空気中の水分を奪うことで自由自在に長さや形を変えられる。兄さんなら、これがどういう意味かわかりますよね？」

「……ああ。剣で打ち合うのに、ここまで厄介な相手はいないな」

　そう、真由香は刀の間合いを自由自在に変えられる。

　たとえるなら、形状の違う何十本もの刀を持ってるようなもんだ。しかも、場面によって最適な長さの刀を瞬時に使い分けが可能。互いの間合いが要になる近接戦闘において、その能力は恐ろしすぎる。

　そういや、重じゆう騎き士しの腕を落としたときも真由香は少し離れた場所にいたっけな。

　そう──コイツはこの能力で、魔女の屋敷の守り手に傷を負わせたんだ……！

「──大丈夫です」

　張り詰めた緊張の中で、真由香は俺を安心させるように呟つぶやいた。

「七年前は剣で兄さんに一度も勝てませんでした。でも──私は、あの頃ころよりずっと強くなりました。姉さんほどは《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の能力を引き出せませんが、それでも一人で立派に役目を果たしてみせます。だから、兄さんはここで負けを認めてください。今ならまだ……怪け我がをしないで済みますから」

「………」

　言葉通り、真由香は強くなった。足りない才能を補うための鍛錬。そしてウィッチクラフトの蒐しゆう集しゆう。積み重ねた努力と培った経験が、弱かったコイツを鍛えぬいた。

　けど──。

「俺は、戦うのをやめない」

「兄さん……」

「確かに、おまえは強くなったよ。でも……おまえは優しすぎる。もう勝負が始まってるのに、今みたいなセリフを言っちまったのが証拠だ。俺おれはおまえのそういうところは嫌いじゃねえ。だけど、いつかその優しさが命取りになる」

　そう、きっと真ま由ゆ香かは耐えられなくなる。

　罪の意識、重圧、厳しい鍛錬。

　そのすべてに追い詰められて──最後は、無残に押し潰つぶされる。その前に、誰だれかが助けてやらなきゃいけない。誰か、コイツの傍にいる人間が──。

「──そうですか」

　研ぎ澄まされた刃のような声で言って、真由香は一歩踏み出した。

「それなら強引にでも納得してもらうしかありませんね。私が一人でも大丈夫だということを、この《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》を使って証明しますっ！」

　気合の籠こもった一声と共に、再び接近する真由香。

　数秒後、再度ぶつかり合う刃と刃。

　──曇天の下。

　俺たちは、ただ一心不乱に剣を交え続ける。



×　　　×　　　×





「一体、いつまで続くの……？」

　半ば茫ぼう然ぜんとしたラピスの声が聞こえた。

　試合が始まってから──約二時間が経過。立会人の梨り央お姉ねえが十分ごとに時間を教えてくれるおかげで、自分たちがどれだけバカなことをしてるかが理解できた。

「はっ……ははっ。マジで強くなったな真由香。昨日だって、相手がセツナじゃなければ余裕で勝ってたんじゃねえか？」

　ギィンッ！　と真由香の一太刀を弾はじくと同時に距離を取ってから、軽口を叩たたく。

　正直、もうボロボロだ。真由香の攻撃は喰くらってないが、体力も集中力もとっくに限界を超えてやがる。少しでも気を抜けば、膝ひざが地面につくに違いない。

「兄さんは……どれだけ負けず嫌いなんですか……っ」

　しかし、それは真由香も同じだった。ここまで長引くとは思っていなかったんだろう。呼吸は荒く、顔には大量の汗が浮かんでいる。

　たとえば高校生が行う剣道の試合時間は四分。普通だったら二時間という試合時間はまずイレギュラー。しかも、これは真剣を用いた戦い。感じる疲労は余計に重い。

「……ふうっ」

　深呼吸をしながら、あらためて状況を整理する。

　戦況は圧倒的に真ま由ゆ香かが有利だ。

《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》の能力──変幻自在の刃は、俺おれを圧倒した。

　距離が離れれば長い刀で追撃し、逆に俺が距離を詰めようとすれば、すかさず短い刀でこちらの剣の間合いの内側に斬きり込み、制圧する。

　派手さはないが、それゆえにシンプルで隙すきのない完成された戦法。

　それはまさしく真由香が三年間かけて積み重ねた鍛錬の結晶だった。

「───」

　だが、結果的にあいつは俺から一本を取れずにいる。

　真由香の太刀筋は幾度も俺を追い詰めたが、肝心の一撃を当てられない。それは、俺が真由香の攻撃を防ぐことだけに集中しているせいだろう。

　そう──最初に言った通り、俺が攻撃をするのはたった一度だけ。

　ひたすらそのチャンスを待ちながら、真由香の嵐あらしのような猛攻を耐えること以外、選択肢はなかったんだ。

「けど……兄貴分として感慨深いぜ。おまえがこんなに強くなるなんてさ」

「………っ！　兄さんが……私の何を知ってるっていうんですか……っ！」

　言って、真由香は再び間合いを詰めようと、疲労でフラフラなはずの足に力を込めた。

　その瞬間に──言ってやる。



「全部知ってるよ。梨り央お姉ねえから聞いたからな」



「──えっ？」

　一気に、真由香の顔が青ざめた。

　そして彼女は足を止め、そのまま激げき昂こうする。

「……姉さんっ！　どうして兄さんに教えたんですか!?　あのことは秘密に──」

「真由香っ！」

　大声で名前を呼んで、梨央姉への追及を強引にやめさせる。

　そして、再び彼女がこちらを向いたことを確認してから……。

「……シンドかったな。おまえはずっと梨央姉のことを気に病んでたんだろ？　だからこの三年間ずっと鍛錬を続けてきた。梨央姉の代わりに、役目を継ぐために」

「うっ……」

　図星だったんだろう。真由香はきゅっと口くち唇びるを噛かみしめた。

　その瞳ひとみは微かすかに潤んでいるようにも見える。

「それに、今日おまえが俺と戦ってる理由は梨央姉のためだけじゃないと思う」

「───っ!?」

　はっきりと、真ま由ゆ香かは青ざめたままで息を飲んだ。

　……やっぱりか。

　俺おれに向けられたその態度で、すべてがわかってしまった。

　そう──真由香が今日戦っているのは、梨り央お姉ねえのためだけじゃない。



　それはきっと、俺のためでもあったんだ。



『兄さんは、今後一切ウィッチクラフトに関かかわらないでください』

　俺が本家に戻ってから、真由香は何度もその言葉を口にした。

　どうしてか？

　──簡単だ。

　真由香は、俺が梨央姉のように自分を庇って死ぬかもしれないことが怖かったんだ。

　だから、あれほどまでに俺がウィッチクラフトと関わるのを拒絶し続けた。

　自分がすべて背負い込む覚悟を決めてまで……。

「ありがとう。真由香は、ずっと俺なんかのことを心配してくれてたんだな」

「………っ」

　真由香は。

　あまりにも優しすぎる俺の従妹は、少しだけ黙った後で。



「…………嫌なんですっ」



　頬ほおを大粒の涙で濡らしながら、そう告白した。

「姉さんが死んじゃったとき……私は、すぐ傍にいました。だから……全部憶おぼえてるんですっ。姉さんの血の温かさも……どんどん冷たくなっていく姉さんの身体の感触も……そして、姉さんが死んじゃったときに感じた悲しさも……全部ですっ！」

「………」

「幸い、姉さんはウィッチクラフトの力で生き返ってくれました。でも……あんな気持ちを味わうのはもう嫌なんです！　私は自分の大切な人が私を庇って死んじゃうのが怖くて堪らないっ！　だから、だから、いっそのこと──」

「全部、一人で背負おうと思ったのか？」

「当たり前じゃないですか！　だって……兄さんは私の大切な人です！　こんなこと言ったら笑われちゃうかもしれませんが、私は兄さんを本当の兄妹みたいに思っていて……」

「──おう。俺も真由香のことを本当の兄妹だって思ってる」

「………っ。だったら……お願いです、兄さん」

　ぐいっと制服の袖そでで涙を拭ぬぐってから、真ま由ゆ香かは懇願するような口調で告げる。

「兄さんは、今後一切ウィッチクラフトに関かかわらないでください」

「……ごめん。それはできない」

　そう、俺おれだって真由香がウィッチクラフトに関わって死ぬのが嫌で仕方がない。

　だから──。

「──真由香。今日、俺はおまえを倒す」

「！」

　その言葉に、真由香が再び刀を握る指に力を込める。

　二人の距離は約十メートル。

　──十分だ。

　俺が最初で最後の攻撃をするには、申し分のない間合いだ。

　それを悟った瞬間、両足に力を込め──疾走スタート。

　地面を踏みしめ、乳酸が溜たまった身体で加速。一気にトップスピードへ。狙ねらいは最初から一点のみ。今まで耐え続けた時間は、全部このときのためだけにあった──！

「らぁあああああああああああああああッ！」

　大気を震わせる咆ほう哮こう。

　そして、この攻撃にすべてを賭かけるために──大きく剣を振りかぶる！

「くっ……！」

　向かってくる俺の気迫に押されたんだろう。真由香は迷うことなく防御の構えを取った。その表情に浮かぶのは、確信。この一撃さえ捌さばくことができれば、地力の差で勝てる。そんな感情が表れていた。

　やがて、両者の距離がゼロになる。

　迫りくる俺の最初で最後の攻撃を、真由香は《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》で迎撃しようとして──。



「────えっ？」



　その表情を、驚きよう愕がくに歪ゆがめた。

　当然だ。真由香に辿たどりつく寸前──俺は、全力でブレーキをかけた。そして、まるで進んできた道を戻るように、バックステップ。

　目の前の相手が取ったまさかの行動に、真由香は一瞬だけだが虚を衝かれる。

　だが、その一瞬こそが──彼女にとっての致命傷だった。

「!?」

　その表情がさらなる驚愕に固まる。

　再び開いた俺おれと真ま由ゆ香かの距離──そこに飛び込んできたのは、ラピス。

　そして──。

「──ごめんね、真由香」

　ラピスの声とともに、閃光が迸る。

　開かずの間でラピスが目覚めたときと同じ蒼あおい光。

　そう──昨日の夜、ラピスが教えてくれた事実さくせん。彼女が柩ひつぎから少女の姿に変わるとき、光に包まれる。それは、少女から柩の姿に変わるときも同じだった。

　だからラピスが飛び込んできたとき、俺はすでに瞼まぶたを閉じていた。開かずの間のときのように、この眩まばゆい光に視界を奪われないために。

　しかし、当然ながら虚を衝かれた真由香にそんなことをする余裕はない。

「きゃっ!?」

　微かすかに聞こえる真由香の悲鳴。

　そのときすでに、俺は目を瞑つぶったままで再び間合いを詰めていた。

　そう、俺の……俺たちの最初で最後の攻撃は、まだ終わっちゃいねえ……！

「───あっ、」

　やっと光が収まって視界を取り戻した真由香が、目の前の光景に言葉を失う。

　その瞳ひとみに映っていたのは、屋上に横たわる柩。そして柩を踏み台にして、今まさに剣を構えたまま飛びかかろうとしている俺の姿──！

「───っ」

　──避けられない。防御なんてなおさら無理だ。突然の閃光に目を眩くらませてしまった今の自分は、あまりにも無防備すぎる。

　咄とつ嗟さにそう悟ったんだろう。

　真由香は、自分を斬きり伏せようとする剣への恐怖心から、反射的に目を瞑って──。



「ホントに強くなったな、真由香」



　ペチンッと。

　あまりにも軽いデコピンを額に喰くらっていた。

「えっ……に、兄さん？」

　驚いて瞼を開ける真由香。

　そう、俺は着地する直前に握っていた剣をペンダントの姿に戻した後──指で真由香に一撃を喰らわせた。

　それが、二時間にも及んだ試合の結末だった。

「──そこまで。一発でも攻撃を当てた方が勝ちだから、勝者は冬とう夜やくんだね」

「なっ──」

　梨り央お姉ねえの終戦宣言に、真ま由ゆ香かは息を飲んだ。

「こ、こんなの認めませんっ！　だって、兄さんは──」

「ああ。俺おれはラピスと協力した。梨央姉が言ったろ？　これはお互いのウィッチクラフトを使用した試合。俺のウィッチクラフトは《剣舞士の首飾りソードダンサー》だけじゃない。ラピスだって、立派な俺のウィッチクラフトだ」

「………っ！　でも、いくら自分のウィッチクラフトだからってラピスに協力してもらうなんて、兄さんは一人で勝ったわけじゃ……っ」

「──そうだな。真由香は強くなった。この三年間ずっと鍛錬に打ち込んできたんだ。その努力は無駄なんかじゃない。ラピスがいなかったら、間違いなく真由香が勝ってたよ」

「だっ、だったら……」

　と、そこまで言って真由香は黙った。

　ポンッと、真由香の頭に俺の掌てのひらが乗っていた。

　まるで兄が仲の良い妹を撫なでるみたいに。

「聞いてくれ。真由香の言う通り、俺は一人じゃ勝てなかった。当たり前だよな。俺とラピスが証明した通り、一人より二人の方が強い。三人集まればもっとだ。だから──」



　これからは、俺たち全員でウィッチクラフトを蒐しゆう集しゆうしよう。



「えっ……」

　俺の言葉に、真由香は混乱していた。

　そう──これが、俺が考えた答え。俺をウィッチクラフトに関かかわらせたくないという真由香の願いを、どこまでも裏切る提案だった。

「そっ……そんなのダメですっ！　私は兄さんを危険な目に遭わせたくなくて──」

「俺だって同じだ。真由香を危険な目になんか遭わせたくない。だから──真由香は俺が守るよ。一緒に戦いながら」

「……で、でも……」

「俺と一緒は嫌か？　真由香は強いから、傍にいてくれると頼もしいんだけどな。俺とラピスと真由香。当主としてサポートする梨央姉。俺たちは──チームになろう」

「………」

「だから、もう一人で全部背負うのはやめろ。これからは誰だれかが困ったら別の誰かが助けてやればいい。俺たちは家族なんだし、きっといいチームになれると思うぞ？」

「………っ」

　──静寂。

　いつの間にか、ポツポツと小粒の雨が降り出した空の下。

　屋上を、静寂だけが支配してから──。



「…………ずるいですっ」



　真ま由ゆ香かは、くしゃくしゃになった涙声を振り絞った。

「本当に……兄さんは……ずるいっ。優しすぎるのは私じゃなくて……兄さんの方ですよっ。今みたいな優しい言葉を言われたら……断れるわけないじゃないですかぁ……っ！」

「──うん。ごめんな、ずるい兄貴分でさ」

　励ますように、俺おれは真由香の頭を優しく撫なでる。

　すると、従妹は俺の胸に体重を預けてきて──。

「───」

　──そして。

　真由香は、泣いた。

　降り始めた小雨の下で、涙を流しながら大声で泣いた。

　この三年間ずっとため込んできたものが一気に溢あふれてしまったんだろう。温かい涙が、俺の胸を濡らしていく。



    

  
    
      



    

  
    
      

「……がんばったな、真ま由ゆ香か」

　華きや奢しやな身体を抱きしめる。

　そう──この小さな身体が背負う荷物は、あまりにも重すぎた。だから、これからは俺おれたちが助けてやればいい。少しでも、真由香の背中が軽くなるように。

「───」

　三月の温かい小雨の中。

　一刻も早く晴れ空が戻ることを願いながら、俺は静かに鉛色の雲を見上げた。



×　　　×　　　×





「えっ!?　梨り央おって、三年前から《血核ハートレス》の所有者だったの？」

　太っ腹な神様が願いを叶かなえてくれたのか、小雨が止やんだ屋上。

　時刻は午後三時半。

　試合が終わったその場所で、少女の姿に戻ったラピスが梨央姉に訊たずねていた。

「まあ、色々あってね」

「………。ねぇ、梨央。言いにくいんだけど、《血核ハートレス》は……」

「大丈夫。辻つじ峰みね家に遺のこされた文献で大体のことはわかってるから。このウィッチクラフトは未完成なんでしょ？」

「……うん。リリィはそれを完成させる前に死んじゃったから。けど、ビックリしたわ」

　むーっと顎あごに手を当てて唸うなるラピス。

　そう、ラピスが驚くのも無理はない。だって、梨央姉は三年前に……。

「だって、梨央って三年前からその体形だったんでしょ？」

「なんでそこに驚くんだよっ!?」

「当たり前じゃない。《血核ハートレス》の所有者は、蘇そ生せいしたときの年齢で成長が止まる。つまり……梨央の胸は、三年前にはすでにあのサイズだったってことなの」

「えっ……」

　明かされた驚きよう愕がくの事実に、ついつい梨央姉へと視線がゴー。

　当の梨央姉は「何かな？」と小さく首を傾かしげている。その程度の動作でも、従姉の胸はぽよんっと揺れた。……マジですか。十四歳さんねんまえのときにこのサイズだってことは、もし普通に成長してたらとんでもない最終兵器梨央姉が誕生してたんじゃ……。

「……って、いたたっ!?　まゆか！　なんでおれのほっぺたをひっぱりゅんだ！」

「だっ、だって、兄さんが姉さんの胸をいやらしい目つきで見つめてるから……」

　すっかり泣きやんだ真由香は、俺の右頬をぷにーっと引っ張りながらご機嫌ナナメ。ついには両手で自分の胸に触れて「ううっ……姉妹なのにどうして……」と嘆いている。

「落ち込まないで。真ま由ゆ香かは成長期なんだからすぐにおっきくなるよ」

「そ、そうですよね。ありがとうございます、姉さん。それと……昨日はごめんなさい。私は……姉さんにひどいことを……」

「大丈夫。気にしてなんかないから。真由香はボクのことを心配してくれたんでしょ？」

「姉さん……」

　会話を交わしてから、微笑ほほえみ合う姉妹。

　なんだか二人ともやけに嬉うれしそうだった。思えば、この三年間二人はずっとぎこちない関係だったのかもしれん。三年前の事件の内容を考えれば無理もない話だ。

　でも、よかった。

　色々あったけど、二人が仲の良い姉妹に戻れて……。

「けど、男の子ってそんなに大きな胸が好きなのかな？　昨日の夜に冬とう夜やくんがボクの部屋に来たときも、ずっと見つめてたし」

「………」

　いや、梨り央お姉ねえさん。

　いくら仲直りしたからって、そういう発言をするのはまだ早いんじゃないかな。

「え？　兄さんが姉さんの部屋に行ったんですか？」

「もちろん。でも、昨日の夜に冬夜くんにされたことを思い出すと……きゃっ♪」

「にっ……ににに兄さん！　姉さんに一体何をしたんですか!?」

「ち、違う真由香！　俺おれは変なことは何もしてないぞ!?」

「むむっ。そんな言い方はないでしょ。ボクのことをあんなに強く抱きしめてくれたのに」

「頼むから梨央姉は黙っててくれ！」

　確かに抱きしめはしたけどさ。そのリアクションは誤解しか呼ばないぞ。下手をしたらまさかの再試合が始まるかもしれん。もちろんルールはデスマッチ。

「ど、どういうことよこの駄犬っ！」

　と、そこでラピスが飼い犬を叱しかる飼い主みたいにビシッとこちらを指さした。

「まさか、昨日の夜にわたしがあんたの部屋に行く前……秘密の会議をする前に梨央と会ってたわけ!?」

　げっ。

「……待ってください。『秘密の会議』っていうのはどういう意味ですか？　まさかラピスまで兄さんと……えっちなことを？」

　ひいっ。

「ふふっ。まあ、冬夜くんも年頃の男の子ってことだよね♪」

　三者三様の追及に場の空気が一気にフリーズドライ。とんでもねえ寒波だ。ここまで冷え切ったらホッキョクグマだって凍死するぞ。

　気付けば、辻つじ峰みね家の女性陣はヒソヒソと内緒話をスタート。

「最悪、去勢しちゃう？　そうすればあいつも大人しくなるんじゃない？」「なるほど。その手がありましたか」「まさかの緊急オペだね」と、聞こえてくるのは身の毛もよだつガールズトークである。

　……ヤバイ。このままでは俺おれの男としての尊厳が大変デンジャラスなことになってしまう。その前に、なんとかフォローをせねば……！

「そ、そういやまだラピスにお礼を言ってなかったっけ。今日俺が勝てたのはラピスのおかげだ。ありがとな」

「えっ……」

　いきなりお礼を言われたせいなのか、ラピスは戸惑ったようにオロオロしていた。

「べっ……別にお礼なんかいらないわよっ。契約を結んだせいで、わたしは仕方なくあんたに力を貸してあげただけだし」

「だったら、ラピスの方が冬とう夜やくんにお礼を言ってあげてもいいんじゃない？」

「はああっ!?　何言ってるのよ梨り央お！　なんでわたしが……」

「だって、冬夜くんが勝ったおかげでラピスは魔女との約束を果たせるんでしょ？　だったら、ちゃんとお礼を言わなきゃ。『ありがとう、冬夜』って」

「なっ」

　なっ、なっ、なっ……とラピスは口をパクパクさせてから。

「なんでコイツのことを名前で呼ばなくちゃいけないのっ!?」

「でも、今朝渡した本にそう書いてなかった？　名前を呼んだ方がコミュニケーションも上う手まくいくって」

「うっ……」

　唸うなってから、ラピスはぎゅぅぅぅうっとスカートの裾すそを握りしめた。

　そういや、コイツって今まで一度も俺の名前を呼んだことがないよな。梨央姉の言う通り、名前で呼び合うのは対人コミュニケーションにおいて重要なことだと思う。

「けど、ちょっと意外だな。梨央姉がそんなことを言うなんてさ」

「まあ、ボクも辻峰家の当主だからね。たまにはマジメなことも言わないと」

「ちなみにラピスにはどんな本を渡したんだ？」

「『よくわかる犬のしつけ方』」

「これっぽっちもマジメじゃねえよなっ!?」

　思いっきりからかう気満々じゃん。せっかくラピスの家族になれたのにまさかのペット扱いですか。

「さあ、がんばってニャピス」

「うるさい！　ていうかニャピスとか変な呼び方するなっ！　わたしの名前はラピスラズリよ！」

「でも、冬とう夜やくんの名前を言うくらい簡単だよね？　むしろ、早く言わないと変な勘違いをされちゃうかも。そこまで名前を呼ぶのが恥ずかしいってことは、ひょっとしてラピスは冬夜くんに特別な気持ちを抱いてるんじゃ……」

「そっ……そんなわけないでしょっ!?　コイツはわたしの犬よ！　それ以上でも以下でもないんだから！」

「じゃあ、この際はっきり言っちゃおう♪」

「は、はっきりって……っ」

　ラピスは「ううっ」と悔しげにうなってから、微かすかに潤んだ蒼あおい瞳ひとみでキッと俺おれのことを見つめてきた。いや、そんなに睨にらまれても困るんですけど。

「わ、わかったわよ。言えばいいんでしょ」

「お、おう」

「じゃあ……言うからねっ。あっ……ありがとう……とっ……とっ……」

　羞しゆう恥ち心しんで顔を真まっ赤かにして目にうっすらと涙を浮かべながら、必死に言葉を絞り出すラピス。……なんだろう。コイツのこんな姿を見てると、なんだかすげえいけないことをしてる気分になってくる気が……。

「とっ……とっ……とぅっ……！」

　やがて、ようやく羞恥心に打ち勝ったのか、ラピスは大きな声で、

「灯油くん！」

「いや、それじゃただの石油製品だ」

「投とう薬やくくん！」

「随分器用な噛かみ方するんだなおまえ!?」

　誰だれだよ、投薬くんって。

　危ないクスリをやってるヤツのニックネームみたいですげえ嫌だよ。

「うっ……うるさいこのウスラボケ犬っ！　あんたのことを名前で呼ぶなんて無理に決まってるでしょ！　バカっ！　バカバカバカっ！」

　よっぽど恥ずかしかったのか、ラピスは栗り鼠すみたいに頬ほおを膨らませた後、俺たちに背を向けてずんずん歩き始めてしまった。

　どうやらコイツが俺のことを名前で呼ぶのはまだ早かったみたい。まあ、普通なら「名前ぐらい呼べよ」と怒っていいのかもしれんが、不思議と嫌な気分にはならなかった。

　だって、ラピスがいなかったら今日の試合には勝てなかったわけだしさ。

　だからむしろこっちがお礼を言いたいぐらいで──。

「───っ！」

　瞬間──あまりにも唐突に、背筋が凍り付く。

　なぜか、ラピスの傍の景色が少しだけ揺らいで見えた気がした。

　まるで──砂漠の蜃気楼みたいに。

「──ラピス！」

　反射的に叫んだ。

　いきなり名前を呼ばれたラピスは「え？」と不思議そうにこっちを振り返る。

　彼女のすぐ傍では、肉眼では視認しきれない何かが静かに行動を起こそうとしていた。

「───」



　そこからの四秒間は、あまりにも永く感じられた。



　一秒──ラピスに向かって疾はしり出す。

　二秒──《剣舞士の首飾りソードダンサー》の能力を発動させ、右手に剣を握る。

　三秒──きょとんとしているラピスを左手で強引に突き飛ばした。

　四秒──見えない凶器が、俺おれの脇わき腹ばらを深々と抉えぐって──。



    

  
    
      


第６章　ソード・ダンス・ワルツ



「こっ……こんなのヤダっ！　あんたはわたしの家族になってくれるんでしょっ!?　だったら……お願いだから目を開けてよぉ……っ！」

　くしゃくしゃになったラピスの涙声で、意識が覚かく醒せいした。

　俺の身体を濡らすのは、蒼あおい宝石のような涙。一度は止やんだのに再び降り出してしまったらしい雨。そして、自分の脇腹から流れ出したおびただしい量の血液。

　……ああ、そうだ。

　俺は、ラピスのことを庇かばって……。

「ごめん、冬とう夜やくん。痛いだろうけど、我慢して」

「!?」

　脇腹を襲う激痛に、思わず悲鳴を上げそうになった。見ると、梨り央お姉ねえが試合で怪け我がをしたときのために用意しておいた救急箱から、ガーゼと包帯を取り出して必死に応急処置していた。どうやら、俺の身体は屋上の入り口のひさしの下に寝かされているらしい。

「り、りお、ねえ……」

「目が覚めたんだね。無理に喋しやべらなくていいから」

　雨なのか、それとも冷や汗なのか、梨り央お姉ねえの額には大量の水滴が浮かんでいた。

「……ダメだ。応急処置じゃ気休め程度にしかならない……」

　彼女の顔が青ざめる。当たり前だ。俺おれの脇わき腹ばらに巻かれた包帯は、見る見る紅あかく染まっているんだから。あのとき咄とつ嗟さに剣でガードしたが、どうやら防ぎきれなかったらしい。たぶん、このままじゃ俺は……。

「………っ!?」

　ギィィィンッ！　と響き渡る剣けん戟げきの音色。

　徐々に激しくなる雨の中、屋上の中心で対たい峙じする二つのシルエット。

　一人は真ま由ゆ香か。

　そして、もう一人は──《蜃気楼ミラージユ》。

　夜にしか現れないはずの甲かつ冑ちゆうのウィッチクラフトは、俺の血に染まった突撃槍ランスを片手で操りながら真由香に襲い掛かっていた──！

「どうして……あいつが来ても、わたしが気づけるはずだったのに……」

　自分を責めるような口調で呟つぶやくラピス。

　……そうだ。

　重じゆう騎き士しの能力は迷彩装甲。名前通り、蜃しん気き楼ろうのごとく姿を消すこと。しかし、姿は消せても、発動してるウィッチクラフトが持つ独特の気配までは消せなかったはずだ。ラピスの話では、そのせいで一度魔女の屋敷の侵入者に敗れた。それで魔女が修理を……。

「───あ、」

　刹那──頭に浮かんだのは、一つの仮説だった。

「バカ！　声を出しちゃダメよっ！　ただでさえこんなに血が出てるのに……！」

「い、いや……いい。喋しやべってた方が、意識がはっきりする。それより……ラピス。魔女が死ぬ前に、重騎士は屋敷への侵入者と戦って負けたんだよな？」

「そ、そうよ。だからリリィが修理を──」

「違う。たぶん魔女が重騎士にしたのは……修理だけじゃなかったんだ」

「………っ！　嘘うそ、それって、まさか……」

　一気にラピスの顔から血の気が引く。

　そう、重騎士は気配を悟られて敗北した。そして、傷ついた守護者を修理することになった魔女は……おそらく、改良を加えたんだ。

　もちろん、改良するのは侵入者に敗れる原因となった弱点ポイント。

　姿だけじゃなく、ウィッチクラフトの気配まで消せるように重騎士の能力を強化した。そうでなきゃラピスが重騎士の気配に気付けなかったことの説明ができねえ……！

「でも、あいつは夜しか現れてなかったんでしょ？　なのにどうして今……」

「たぶん、それはセツナのせいだよ」

　言って、梨り央お姉ねえは真ま由ゆ香かと刃を交える重じゆう騎き士しを見た。

　その瞳ひとみに映っているのは──壊れかけた甲冑。一昨日に切り落とされた左腕。そして左胸を貫通する大きな風穴と、その傷痕から蜘く蛛もの巣のように広がる無残なヒビ割れ。

　──瀕死。

　どう見ても、重騎士はスクラップ寸前だった。

　無理もない。たった一撃とはいえ、《魔狼フエンリル》の所有者であるセツナの槍を喰くらったんだ。むしろ、あれだけの傷を負って動いてるのが奇跡に思える。

「前にボクが言ったよね？　重騎士には何か動機があるんじゃないかって。その推理は当たってたのかも。だからわざわざ能力を使ってまで、ここまでやって来たんだ」

「そんな……《蜃気楼ミラージユ》はあんなに傷だらけなのよ？」

「いや、傷だらけだからこそじゃないかな。あの重騎士は相当の深手を負ってる。だから夜を待たないで襲撃してきた。自分の命が尽きる前に、目的を遂げるために」

「けど、なにもこんなときに……」

「ボクはすごく合理的だと思うよ？　理由はわからないけど、重騎士は冬とう夜やくんを狙ねらってる。ひょっとしたら彼は少し前からこの近くにいてこっちの様子を窺ってたのかも。冬夜くんが、真由香との試合で消耗するのを待つためにね」

　言って、梨央姉はもはやドシャ降りになってしまった雨の向こうを見つめる。

　そこで戦うのは重騎士と真由香。普通に考えれば真由香が勝つだろう。重騎士はもはや瀕死の身体なんだ。本来なら、もうとっくに勝敗が決していてもおかしくない。

　しかし──。

「ぐっ!?」

　苦しげな声を漏らしながら、真由香は迫りくる突撃槍ランスをギリギリで回避。

　そこに、さきほどの試合で見せたキレはない。その理由はたった一つ。二時間にも及んだ俺おれとの激闘。あの戦いで失った体力を、真由香はまだ回復しきれていないんだ。

　よって、両者のコンディションは共に最悪のはずだが……。



　ギィイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイッ！



　壊れかけた甲冑から響くおぞましい咆ほう哮こう。

　瀕死のはずの重騎士が、徐々に真由香を追い詰めていく。

　──亡霊。

　不意に、重騎士が街に広がるウワサでそう呼ばれていることを思い出した。

　今やその都市伝説ゴシツプは真実そのもの。何かに憑りつかれたとしか思えない異様な殺意を放ちながら、漆黒の騎士は残り少ない命を燃やして凶器を振るう……！

「くぅっ……！」

　妄執すら感じさせるほどの激しい突撃に押され、防戦一方になる真ま由ゆ香か。

　いくら《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》が近接戦闘に優れたウィッチクラフトでも、所有者の体力が尽きかけてしまっては真価を発揮できない。

　このままじゃ、真由香は──。

「……ラピス」

　響き渡る雨音の中で、俺おれは掠かすれた声で話しかけていた。

「おまえが昨日話してた最終手段……もう一つの能力ってのはなんなんだ？」

「………っ！　そんなのダメよ！　あんた、《蜃気楼ミラージユ》と戦うつもりでしょ!?」

「そうだ。俺が──あいつを蒐集する」

「バカなこと言わないで！　あんたの傷はひどいのっ！　こんなに血が……しかも、わたしなんかのことを庇かばったせいで……っ」

「……気にすんなって。さっき俺が真由香に言っただろ？　『チームになろう』ってさ。ラピスだって……チームの一員なんだ。助けるのは当たり前じゃねえか」

　そう──だからこそ、真由香はあそこで重じゆう騎き士しと戦っている。

『これからは誰だれかが困ったら別の誰かが助けてやればいい』

　あいつは、さっき俺が言ったその言葉を忠実に守ってくれてるんだ。

　体力も集中力もさっきの試合でとっくに尽きてるはずなのに、この豪雨の中で必死に重騎士の猛攻を耐えている。ただただ、俺たちを守るためだけに……。

「でも、あんたは戦える身体じゃ……」

「……戦えるさ。ここで死んだら……ラピスや真由香や梨り央お姉ねえとした約束が守れなくなるからな」

「そんな強がりを言わないでよっ！　現に、あんたの傷は──」



「こんな傷なんか、真由香の三年間に比べたら全然大したことねえっ！」



　──そうだ。

　この三年間、真由香はたった一人で戦い続けたんだぞ？　なのに、今俺が死んでどうする？　今日の試合の後、真由香が見せた涙。やっとあいつが俺のことを頼ってくれたのに、こんなところでくたばってたまるかよ……っ！

「……ごめん、怒鳴って悪かった。けど、それだけ俺は本気なんだ。だから──ラピス。お願いだ。俺に、力を貸してくれ」

「───っ！」

　自分の所有者の言葉に、覚悟を決めたんだろう。

　ラピスは瞳ひとみに溜たまった涙を拭ぬぐってから、コクンと頷うなずいてくれた。

「じゃあ、教えるわね。わたしのもう一つの能力は──対話。それを使えば、わたしはウィッチクラフトと意志の疎通をすることができるの。そしてこの能力は、わたし以外の人間とウィッチクラフトを対話させることもできるわ」

「つまり……俺おれと《剣舞士の首飾りソードダンサー》を対話させることもできるのか？」

「うん。対話をすれば、あんたは《剣舞士の首飾りソードダンサー》をもっと使いこなせるようになるかもしれない。でも……この方法は危険なの。所有者が対話するのは、ウィッチクラフトに元から備わっている意志か、前の所有者の残留思念」

「残留思念？」

「前の所有者がウィッチクラフトに遺のこした何らかの想おもいよ。けど、だからって安全なわけじゃないわ。下手をすれば残留思念に精神を呪縛される。そうしたらウィッチクラフトの力を制御しきれなくなって……暴走させちゃうかもしれない」

「呪縛……」

　それは三年前の事件のようなことを言うのかもしれない。過去にセツナは、《魔狼フエンリル》の力を制御できずに暴走させてしまった。ひょっとしたら、俺も……。

「大丈夫だよ」

　そこで言葉を紡いだのは、辻つじ峰みね梨り央お。ウィッチクラフトの暴走が原因で一度死んだ彼女は、俺のことを安心させるみたいに微笑ほほえんでくれていた。

「ウィッチクラフトは、使い方によっては誰だれかを不幸にしてしまう。でも、それと同じように誰かを幸せにできる可能性もたくさん持ってる。もちろんボクは、冬とう夜やくんが誰かを幸せにできるって信じてるから」

「……おう。サンキュー、梨央姉」

「もう、冬夜くんもまだまだだね。そこは『恥ずかしいからそんなクサいセリフ言うなや！』ってツッコんでくれないと」

「……ははっ。ツッコまねえよ。だって、今の言葉で──覚悟が決まったからな」

　そう……大丈夫だ。

　梨央姉の言葉から、勇気をもらえた。

　だから俺は──この一歩を踏み出せる。

「頼む、ラピス。俺と《剣舞士の首飾りソードダンサー》を対話させてくれ」

「──うん。任せて。もし暴走させそうになったら、わたしが絶対に止めてみせるから」

　所有者おれの想いを感じ取ったかのように、ラピスはしっかりと頷いてくれた。

　その小さな手が俺の右手に握られていた銀色の十字架ペンダントに触れる。

　そして、もう一つの手は赤く染まった俺の左手と重ねられた。

「行くわよ」

　ぎゅっと俺おれの手を握りながら、ラピスは告げた。

《蒼柩ラピスラズリ》。

　ウィッチクラフトを封印するためのウィッチクラフト。

　そのもう一つの能力が……今、発動する。

「───」

　途端、俺の意識はゆっくりと真っ白い光の中に溶けていった──。



×　　　×　　　×





　気付けば、白い光の中に俺はいた。

　何もない世界。

　空も、大地も、重力すらも存在しない。

　まるで世界の終わりが来てしまったかのような純白の空間──。

「気が付いた？」

　背後から、ラピスの声が聞こえる。

　思わず振り向くと……。



　生まれたままの姿のラピスがいた。



「あ、あんまり見るなこのスケベ犬っ！」

「ぐはっ!?」

　ラピスのキックが俺のスネをストライク。いや、相変わらずのヘナチョコキックだから全然痛くないんだが……それよりもすっ裸を見てしまったダメージの方がデカいぞ。ショックで傷口が広がったらどうするんだ。

「ビ、ビックリさせるな。おまえは自分の所有者を殺す気か」

「心配しないで。ここではどんなに怪け我がをしても大丈夫だから。生きてさえいれば現実での怪我も影響しないし」

「まあ、大丈夫ならいいんだけど……ここはどこなんだ？」

「えっと……わかりやすく説明すると……」

　むーっと、ラピスは唸うなってから。

「合コンみたいなものよ」

「なんで合コンで説明するんだ!?」

「え？　だって契約で得た知識によると、合コンっていうのは見知らぬ男女が飲食店なんかに行って話をすることなんでしょ？」

「いや、大体正解だけど……」

　やっぱり、コイツの契約のシステムはおかしいぞ。合コンについての知識を知ってどうすんだよ。将来婚活にでも役立てるんだろうか。

「いい？　ここは、わたしの心の中にある──深層対話室。人の精神こころと、ウィッチクラフトを対話させるためのね。ほら、やってることは合コンと一緒じゃない」

「あー……つーことは、ここが飲食店で俺おれとウィッチクラフトが男女ってわけか」

　すごくわかりやすい説明だが、いかんせん緊張感がなさすぎる。

　そして、よく見たらラピスだけじゃなく俺までスッポンポンだった。たぶん精神の世界にいるからだろう。そのせいかあまり羞しゆう恥ち心しんも感じないんだが……実際に全裸で合コンをしたらエライことになると思う。二次会の会場は間違いなく警察の取調室だ。



『はじめまして。ようやく会えたね』



　あまりにも唐突に、俺とラピス以外の声が聞こえた。

　そこにいたのは、中世ヨーロッパに出てくるような細身の鎧よろいを身に纏まとった女性。歳は十代後半くらいだと思う。なぜか顔はよく見えないが、俺には直感があった。

　彼女こそが、《剣舞士の首飾りソードダンサー》に違いない。

『説明の必要はない。状況はわかっている。私はきみのウィッチクラフトだからね。そして、元々《剣舞士の首飾りソードダンサー》は、遥はるか昔に魔女が私のために生み出したものだ』

「………っ！　じゃあ、あんたは……」

『ウィッチクラフトに遺のこされた残留思念。私が生まれた時代──中世の欧州では剣を用いた戦争が主流でね。私も剣士として多くの敵と戦ったものだ。そして、《剣舞士の首飾りソードダンサー》はそんな私を飾る装飾具アクセサリーだった』

「装飾具アクセサリー？」

『元来、装身具とは敵から身を守るために身に着ける魔力が宿った品物のことを指すのだよ？　ならば、剣士であるこの私が身に着けていたとしても何も不思議ではあるまい。そして──』

　言って、彼女は微かすかに口くち唇びるを歪ゆがめる。

『私は剣士であり、踊り手だ。戦場という名の舞台で、まるで舞い踊るかのように敵を斬り伏せる。それこそが──私の流儀。だから私は自分のために生み出された装飾具ウイツチクラフトに、《剣舞士の首飾りソードダンサー》という名前を付けたのさ』

　どこか蠱こ惑わく的てきな甘い声で、彼女は言ってから。

『それで、きみは私に何を望むんだい？』

　それはあまりにも簡潔な質問だった。

　……俺おれの望み。

　そんなの、決まってんだろ。

「……もっと、強くなりたい」

　そう……今の俺は、あまりにも弱すぎる。自分のウィッチクラフトすら満足に使いこなせない。これじゃ誰だれも守れないんだ。だから──。

『ならば、話は簡単だ』

「………っ!?」

　口づけすらできそうな距離まで顔を近づけてから、彼女は口くち唇びるを動かす。

『私にすべて任せるがいい。そうすれば、きみの望みを余すことなく叶かなえてみせよう』

「なっ……」

『私がリードすれば、きみは《剣舞士の首飾りソードダンサー》の能力を完璧に引き出すことができる。きみは《蜃気楼ミラージユ》に勝ちたいのだろう？　ならば──』



　私と共に、踊れ。



　それは──あまりにも誘惑じみた響きだった。きっと、ここで頷うなずいてしまえば俺の望みは彼女によっていとも簡単に叶えられてしまう。それなら、いっそのこと……。



「あんまり勝手なことを言うのはやめなさい、《剣舞士の首飾りソードダンサー》」



　唐突に、掌てのひらに触れる温かさ。

　ラピスが俺の手をぎゅっと握りしめていた。

「コイツはあんたの所有者であると同時に、わたしの所有者でもあるの。それに、戦うのはあくまで所有者本人。あんたはウィッチクラフトとして力を貸すだけにしなさい」

「ラピス……」

　──そうだ。

　俺が望んだのは、誰かがすべてを与えてくれる強さじゃない。

　きっと、それは自分自身の手で戦う力──。

『おや、《蒼柩ラピスラズリ》。私の邪魔をする気かい？』

「黙りなさい、この戦闘狂。この五十年でちょっとは変わったかと思ったけど、好戦的すぎるところは相変わらずなのね。それに、契約を交わした以上コイツはわたしの所有者で……家族なの。だから、余計な手出しはさせないわ」

『家族……か。ステキな言葉だ。きみが裸じゃなければもっと様になっていたのに』

「う、うるさいわね！　大体なんであんたは服を着てるのよっ！」

『さあ？　この衣装が私のトレードマークだからじゃないかな。まあ、何はともあれ。同じ《Ⅸノウエム》のよしみだ。今回はそこにいる《蒼柩ラピスラズリ》の言葉に従って、名前を教えるだけにしておこう』

「……名前？」

『もちろん、彼が──辻つじ峰みね冬とう夜やが望んだ剣の名前だ』

　そして、彼女は静かに告げる。

　所有者おれに向かって、ウィッチクラフトとしての言葉を──。

『そう、求めるのはいつだって戦い。戦場こそが我が舞台。ドレスは紅くれないの鮮血。音楽は剣けん戟げきの響き。私は戦いの中で踊り、戦いの中で生きる一人の剣舞士。私のために生み出されたウィッチクラフトの能力は──刀とう剣けん変へん化か。そして、きみが望んだ剣の名前は──』

　そこで──あまりにも唐突に意識は途切れた。

　かくして初めての対話はあまりにも呆あつ気けなく終わる。

　しかし、彼女が最後に告げた名前だけは、はっきりと記憶に刻まれた。



×　　　×　　　×





　右手に感じる熱で目が覚めた。

　いつの間にか握っていたのは、十字架のシルエットを持った片刃の剣。

　そう、辻峰冬夜が望んだ剣──。

「──ありがとな、ラピス」

　まずラピスにお礼を言う。《剣舞士の首飾りソードダンサー》との対話。俺おれ一人だけだったら、取り返しのつかないことになってた気がする。なぜか、そんな予感があった。

「……ぐぅううっ！」

　ガクガクと震える足でなんとか立ち上がる。途端、傷口に巻かれた包帯から血が染み出すのを感じた。まさに満まん身しん創そう痍い。感覚の希薄な手足。出血の影響でいつ途切れてもおかしくない意識。そして、いっそのこと気を失った方が楽なほどの激痛──。

「────ハハッ」

　しかし、気付いたら俺は口くち唇びるを歪ゆがめて小さく笑っていた。

　だって、こんなにも痛みを感じるってことは……幸運なことに俺はまだ生きている。

　そう、生きているってことは──まだ戦えるってことなんだ。

「……大丈夫？」

　ぎゅっと掌てのひらを包む温かな体温。

　ラピスが、小さな掌で俺の左手を握ってくれていた。

「そ、そんなに心配するなって」

　震える声で応こたえる。だが、言葉とは裏腹に俺おれは握っていた剣をガシャンッと地面に落としてしまった。戦うためにはさっさと拾わなくちゃいけないんだが……。

「……悪い、ラピス。剣を拾ってくれるか？」

「えっ……わ、わかった」

　ラピスが拾った剣をすぐに受け取ろうとする。しかし、伸ばした手は剣を掴つかむという簡単な動作すら失敗し、空を切ってしまった。

「───っ！　あんた、まさか……目が見えないの？」

「……大丈夫。ちょっと視界がボヤけるだけだ」

　安心させたくて精一杯笑っておく。実際、視界はほとんどゼロに近かった。たぶん血を流しすぎたんだろう。まるで夜が来たみたいに景色は暗い闇やみに包まれている。

　だけど──。

「───」

　──剣けん戟げきの音が響く。

　俺たちを守るために真ま由ゆ香かがたった一人で重じゆう騎き士しと戦ってる。そう、どんなに傷だらけだろうが、俺はあそこまで辿たどり着かなくちゃいけないんだ……！

「冬とう夜やくん。重騎士みたいに所有者がいなくても発動できるウィッチクラフトは、ある程度弱らせたりして、大人しくさせないと封印ができないんだ。だから……がんばって」

　──ありがとな、梨り央お姉ねえ。またあんたのスマイルが見れるように、俺があいつを大人しくさせてくるよ。じゃないと借金も返せねえし。

「……帰って来なかったら、絶対に許さないんだからっ」

　今にも泣きそうな声を振り絞ってから、ラピスは俺に剣を渡してくれた。

　わかってる。一緒にウィッチクラフトを蒐しゆう集しゆうするって約束もしたしな。だから──絶対に帰ってくるさ。

「ぐっ……！」

　傷の痛みと目が見えない恐怖を押し殺しながら、おぼつかない足取りで走り出す。

　ひたすら、剣戟の響きだけを頼りに──。

「………っ!?　ダメです！　逃げてください兄さんっ！」

　真由香の悲鳴にも似た警告とほぼ同時に、俺を射貫く殺意。

　倒しやすい相手と判断したのか、重騎士は迷うことなく俺に狙ねらいを変えたようだ。

　一つだけラッキーなのは、あいつが迷彩装甲のうりよくを使えないこと。

　そう、この豪雨の中ではいくら姿を消そうが雨粒が途切れるのを視認されて、居場所がバレてしまう。だから、重騎士は風穴が開いた鎧よろいを晒さらしながらこっちに向かってくる。

《蜃気楼ミラージユ》。

　砂漠の幻の名を持つ甲かつ冑ちゆうを、俺の眼球はかろうじて捉えていた。

　──亡霊。

　その姿はまさに亡霊だった。尽きかけた命を燃やしながら、戦場を蹂じゆう躙りんするイカレた亡霊。一体、どんな想おもいがあいつをあそこまでさせているんだろうか？

「──まあ、ちょっとだけ共感できるけどさ」

　なにせこっちだって死にかけの身体で戦おうとしてるんだ。

　きっと、あいつと俺おれは似た者同士。

　だからこそ──あいつは俺じゃなきゃ倒せない。

「───」



　それでは──蒐集たたかいを始めよう。



　そう、求めるのはいつだって戦い。戦場こそが我が舞台。ドレスは紅くれないの鮮血。音楽は剣けん戟げきの響き。

　恐怖を、絶望を、敵を。

　ただ斬きり伏せるために舞い踊れ。

　戦いの中で踊り、戦いの中で生きる、一人の剣舞士。

　そして、俺が望んだ剣の名前は──。



「──《円舞曲ワルツ》」



　静かに、彼女が教えてくれた自お分れの剣の名を口にする。

　すると所有者の声に呼応して、十字架の剣は自らの力を……そして戦い方のすべてを──俺の意識に直接教えてくれた……！

「さあ、踊れ！」

　紅あかく濡ぬれた口くち唇びるで開戦を告げる。

　同時に、疾走ステツプ。

　おそらくこの出血量じゃ、マトモに戦えるのは十数秒が限界──！

「ぐっ!?」

　耳を裂く金属音。重じゆう騎き士しが放った突風のような刺突を、殺気けはいを察知し受け止め、鍔つば迫ぜり合あいの末に死力を尽くして跳ね避よける。

『ギィイイイイイイイイイイイイイッ！』

　壊れかけの甲かつ冑ちゆうから届く絶叫。突き刺すというよりは俺の頭ず蓋がい骨こつをコナゴナに砕くためだろう。重騎士が突撃槍ランスを大きく後ろに振りかぶるのが、辛うじて見えた。

　急転直下。

　叩たたき下ろされたメタリックブラックの凶器は、俺おれの脳天へと一目散に殺到し──。

「………っ！」

　空気が切り裂かれる音を聞きながら、寸前のところで後ろに回避。槍の穂先が胸を掠かすめて血が飛び散った。しかし、この程度の掠かすり傷きずならまったく問題ない。

　だが──すでに残された時間は、わずか数秒……。

「───」

　この数秒が俺に与えられたラストチャンス。

　残されたわずかな時間で、震える口くち唇びるを動かす。

　唱えるのはあまりにも短い言葉。

《円舞曲ワルツ》。

　俺だけの剣を目覚めさせるための、たった一つの呪じゆ文もん──。



「──強制解放フオルテ！」



　瞬間──急激に加速する身体。

　そう、これがペンダントから姿を変えた俺だけの剣の力。

　強制解放フオルテ。

　その言葉通り、この剣は一定時間だけ持ち主の運動能力を強制的に解放し、限界まで向上させる。もっと強くなりたい。そんなことを望んだ俺にはピッタリの力だ。

　──しかし、

「ぐああああああっ!?」

　ブチブチと、踏み出した足の筋肉が千切れる激痛。

　いや、足だけじゃない。全身の筋肉が、骨が、内臓が、意識が……限界まで解放された運動能力に耐えきれず悲鳴を上げてやがる──！

「あああああああああああああああああああッ！」

　だけど……こんな痛みなんかどうだっていいんだっ！

　脳裏に浮かぶのは──ラピス、真ま由ゆ香か、梨り央お姉ねえの姿。

　──そうだ。

　どれだけ傷を負おうが、俺は自分の家族を守れさえすればいい……！

「───────────────────ッ！」

　最後の叫びは、もはや声にすらならなかった。

　霞かすむ視界に映ったのは、雨で濡ぬれた屋上に突き刺さった突撃槍ランス。

　大振りの一撃を躱かわされ、一瞬だけだが無防備になった重じゆう騎き士し。

　その刹那──。

『ギィイイイイイイイアアアアアアアアアアアアアアアッ！』



　──一刀両断。



　重じゆう騎き士しの断末魔の叫びが響き渡る中、その甲かつ冑ちゆうに会心の斬撃を刻み込む──！

　硝子ガラスの砕けるような音色。

　強制的に解放された運動能力は、たった一撃で重騎士の上半身を斜めに分断した。

「………あっ、」

　同時に、訪れる限界。

　斬きり伏せられた重騎士と同じく、力を失った身体が倒れようとして……。

「兄さん！」

　温かい二つの腕が、俺おれを支える。

　──真ま由ゆ香かだ。

　重騎士との死闘でボロボロになりながらも、彼女は従兄の許まで来てくれた。

「───」

　真由香の腕で支えられながら、俺はただ静かに目の前の光景を眺める。強制解放フオルテの影響なのか、あれだけ暗かった視界は嘘うそみたいにクリアになっていた。



    

  
    
      



    

  
    
      

　そこに映ったのは、甲かつ冑ちゆうのウィッチクラフト。肩口から腰までを袈け裟さ切ぎりにされ、ついに倒れた重じゆう騎き士し。だが、驚くことに身体を二つに分断されながらも、その右手は何度も空を掴つかんでいた。まるで──誰かを探すみたいに。

「……《蜃気楼ミラージユ》」

　その前に立ったのは、一人の少女。

《蒼柩ラピスラズリ》。

　そう……彼女こそが、ウィッチクラフトを封印するためのウィッチクラフト。

「──眠りを」

　ラピスが口にしたのは、まさしく祈りの言葉だった。

　祈りに応こたえるように、大きく手を広げた彼女の胸元から蒼あおい光があふれ出す。

　ドレスの胸元から覗のぞくのは、魔法陣に似た蒼い刻印。

　光を浴びて重騎士の身体が徐々に変わる。まるで砂漠の風化現象のようにメタリックブラックの甲冑は小さな蒼い粒子へと分解され、ラピスの刻印の中へと消失していく。

　季節外れのホタルのように舞う蒼い粒子とその中に一人佇たたずむ少女。

　それは──ひどく幻想的で、目を奪われるほど美しい光景だった。

「魔女の血を分け与えられし甲冑に、安らかなる永と久わの眠りを与えたまえ」

　再び響く祈りの言葉。最後の粒子が蒼い刻印の中に消え、封印は完了。同時に、俺おれたちにとっての初めての蒐集たたかいは──幕を閉じた。

「……ああ」

　そして、俺はようやく理解していた。

　どうしてラピスが柩ひつぎの姿をしているのか？　それは──彼女こそが、魔女が死んで役目を終えたウィッチクラフトたちが眠りにつく場所だからだ。

　きっと彼女に封印されたウィッチクラフトたちは、安らかに眠るんだろう。

　だから彼女は柩なんだ。

　蒼い刻印で飾られた、ウィッチクラフトを封印するための美しい柩──。



「──おやすみなさい、《蜃気楼ミラージユ》」



　蒼い刻印を掌てのひらで優しく撫なでてから、ラピスは静かに空を見上げた。

　通り雨だったのか、いつの間にか天気は回復している。

　ラピスラズリ。

　雲間から零こぼれる三月の日差しを受けて、少女の胸元の刻印は、蒼い宝石のように輝いていた。



    

  
    
      


エピローグ



「冬とう夜やくん、もう入っても大丈夫かな？」

　穏やかな春の午後、病室の温かい空気を聞き慣れた声が揺らした。

「おう、とりあえず着替えは終わったぜ」

　ドアの向こうに告げると、こちらに入ってきたのは梨り央お姉ねえ。その姿は彼女が通っている高校──私立千せん羽ば学園の制服である。

　そう、今日は四月七日──春休み最終日であった。

「悪いな。入院費用まで本家で負担してもらってさ」

「気にしないで。冬夜くんは辻つじ峰みね家のために戦ったんだから、必要経費だよ。何はともあれ、退院おめでとう」

「ああ、サンキュー。梨央姉」

　そう、三月二十五日。重じゆう騎き士しを封印した後、俺おれは梨央姉が呼んでくれていた救急車で、このバカデカい総合病院に担ぎ込まれた。なんでも辻峰本家のコネがあるそうで、理由も聞かずに俺の傷を治療してくれた。そのまま個室の病室で入院というＶＩＰコース。

「ホントに、冬夜くんが助かってよかった」

「俺だってビックリだ。医者にも『きみが担ぎ込まれたときは、手術室に行くか霊安室に送るか迷った』とか言われたからな」

　そう、そんな笑えないジョークを言われるくらい俺はギリギリだった。深手の傷、大量の出血、強制解放フオルテを使った反動。病院に担ぎ込まれた後、二日間も昏こん睡すい状態だったそうだ。しかし、それでもなんとか命を取り留めることができた……。

「まあ、戦闘用のウィッチクラフトは身に着けるだけで所有者の身体能力をある程度強化したり、治癒力を向上させるものが多いからね」

「要するに、生き残れたのはコイツのおかげってわけか」

　頷うなずいてから、首に下げた銀色の十字架に目を向ける。

《剣舞士の首飾りソードダンサー》。

　ペンダントのウィッチクラフトは、窓から差し込む日差しを浴びて鈍く輝いていた。

「でも、冬夜くんが運び込まれたときはラピスと真ま由ゆ香かが慌てて大変だったよ。真由香なんか『今すぐ私の血を輸血してあげてください！』って泣いちゃって」

「あー、それは大変そうだな」

「しかも、真由香の血液型はＡで冬夜くんはＢ」

「俺まで大変なことになるじゃねえか！」

　マジで笑えねえ。けど、そこまでテンパるほど真由香は俺のことを心配してくれたんだろう。入院してる間、毎日お見舞いに来てくれたし。

「そういや、ラピスと真ま由ゆ香かは？」

「まあ、色々あってね。うーん、ラピスもあそこまで恥ずかしがらなくてもいいのに……」

　やれやれとため息を吐く梨り央お姉ねえ。……なんだろう？　入院中、ラピスも真由香と一緒にお見舞いに来てくれた。梨央姉曰いわく、二人はケンカばかりしてるらしいが、まあケンカするほど仲が良いって言うから大丈夫だろ。たぶん。

「ところで」

　梨央姉は、俺おれの服をジーッと見つめてから。

「──うん。よく似合ってる。サイズもピッタリみたいだし、持って来てよかったよ」

「サンキュー。初めて着る制服だからちょっと緊張してたんだ」

　そう、今俺が来ているのは梨央姉や真由香が通っている千せん羽ば学がく園えんの男子制服。この春から転入して通わせてもらうことになったのである。

　おかげで本家にはマジで頭が上がらなくなってしまった。借金は返すどころか増えるばかり。このまま雪だるま式に増えていかないことを祈っておかねば。

「しかし、明日が転入初日だと思うと、さすがにドキドキしてくるな」

「大丈夫。学園生活は色々と不安だと思うけど、冬とう夜やくんならなんとかなるよ」

「梨央姉……」

「だって、きみはボクらの全裸マスターだから」

「全裸マスターってなんですかっ!?」

　すっげえ不名誉な称号だ！　命名者の悪意しか感じられねえ！

「けど冬夜くんは本家に来てからたったの三日で三人の女の子の裸を見たんだよ？　真由香、ボク、ラピス……うわぁ、まさかのフルコンプリート」

「ぐっ……ラピスのヤツ、対話室のことを話しやがったな」

　うわー、今になってメチャクチャ恥ずかしくなってきたぞ。あのとき、俺とラピスは互いに生まれたままの姿で向き合ってた。精神の世界にいるせいか羞しゆう恥ち心しんは感じなかったんだが……あの光景は、今でもはっきりと目に焼き付いてしまってる。

　ラピスラズリ。

　純白の世界で見た、あいつのあられもない姿が──。

「まあ、冬夜くんが入院してる間に、ラピスから色々な話を聞けたからね。そう──あの重騎士のことも」

「……え？」

　梨央姉の言葉に思考が中断される。そう、俺にはまだどうしてもわからないことがあった。もちろんそれは、重じゆう騎き士しが俺とラピスを殺そうとした動機……。

「憶おぼえてるよね？　冬夜くんが重騎士を倒した後、ラピスは彼を封印した。実はそのときに……少しだけ、彼と対話ができたらしいんだ」

「対話って……じゃあ、何かあいつのことがわかったのか？」

「もちろん。ラピスの話だと、重じゆう騎き士しは目覚めたときに骨こつ董とう品ひん屋の倉庫にいたらしいの。そこで彼は激しく混乱した。それは自分が魔女に修理されてる途中のはずだったから」

　つーことは、重騎士の修理は途中で中断されてたってことか？　理由はたぶん魔女が死んでしまったからだろうけど……。

「まあ、修理は九割方終わってたみたいなんだけどね。ともかく、彼は夜中に骨董品屋を抜け出して、今度は驚きよう愕がくした。五十年前とは街の景色がまるで変わっていたから。けれど、彼にはやらなくちゃいけないことがあったの。それは──自分の主である魔女を探すこと。彼は、魔女が死んだことを知らなかったんだ」

「えっ……」

　瞬間、嫌な予感が頭をよぎった。思えば、ラピスは重騎士についてこう言っていた。『リリィに忠誠を誓った騎士だったわ』って。だとしたら、重騎士は……。

「まさか、あいつの目的は……魔女と再会することだったのか？」

「正解。だから夜の街で暴れたんだろうね。『自分はここにいる』ってアピールがしたくて。彼が護まもっていた魔女の屋敷はもうなくなっちゃってたし」

「じゃあ、俺おれやラピスを襲ったのは……」

「あれは苦渋の決断だったらしいんだ。彼も最初は随分躊躇ためらったみたい。その証拠に、公園で冬とう夜やくんを襲ったときに一撃でトドメを刺せなかったんだって」

　……言われてみればそうだ。重騎士は最初に俺の背中を殴った。

　殺すんなら、槍で突き刺せばよかったのに。

「でも……彼には、もう後がなかったの。いくら夜の街で暴れても魔女は現れてくれなかった。もしかしたら魔女は死んでしまったんじゃないか。いや──そんなことは絶対に信じたくない。ならば……」



　確かめる方法が、たった一つだけある。



　梨り央お姉ねえは、悲しそうな表情で呟つぶやいた。

「ラピスから聞いてない？　魔女は、とっても家族想おもいだったんだって」

「えっ……ああ。確か、自分の血縁者の結婚式や葬式には必ず顔を出して──」

　──いや、ちょっと待て。

　まさか、重騎士あいつは……。

「そう……だから彼は、魔女の血縁者である冬夜くんを殺そうとしたの。家族想いの魔女は、自分の血縁者が死んだときは絶対に姿を見せていた。だったら──」



「──冬とう夜やくんが死ねば、魔女が現れるかもしれないでしょ？」



「………っ！」

「冬夜くんに流れてる魔女の血はすごく濃い。ラピスと同じように、重じゆう騎き士しも公園で偶然見かけた冬夜くんが魔女の血縁者しそんだって気付いたんだろうね。ラピスを狙ねらったのも似たような理由。ラピスを殺せば、その所有者である魔女が現れると思ったんだ」

　それは──常人にはとても理解されないような、猟奇的で、狂気的で、そしてあまりにも救われない話だった。

　リリィ・ヴァレンタイン。

　ラピスと同じように、重騎士も魔女のことを自分の家族のように思っていたのかもしれない。もし誰だれかに魔女の死を教えられたとしても彼は信じなかっただろう。だから瀕ひん死しの重傷を負いながらも、必死に戦った。そして──俺おれやラピスを、殺そうとした。

　魔女かぞくと再会したい。

　たった、それだけの理由のために──。

「《蜃気楼ミラージユ》。それがあのウィッチクラフトの名前。きっと、彼は求めていたんだよ。砂漠をさまよう旅人が蜃しん気き楼ろうに惹ひかれるみたいに、ただひたすらリリィ・ヴァレンタインという名の幻を追いかけていた」

「………。じゃあ、よかったな。だって、あいつはもう封印された。今はラピスの中で安らかに眠ってる」

　もう、永遠に届くことのない蜃気楼まぼろしを追いかける必要はない。そんな悲しいことをしなくて済む。あいつは──やっと救われたんだ。

「ラピスが聞いた話だと、重騎士はセツナと戦って重傷を負った後、ずっと冬夜くんを探してたんだって。そして能力を使って姿を隠しながら、千せん羽ば学がく園えんの屋上まで辿たどりついた」

「たぶん、傷のせいで能力も満足に使えなかったと思うぜ」

　ラピスに襲いかかろうとした重騎士の姿を、俺は少しだけ見ることができた。あれは瀕死のせいで、能力を使う力が残っていなかったんだろう。

「冬夜くん」

　と、梨り央お姉ねえは俺を真まっ直すぐ見つめてから、言った。

「ボクの個人的な意見だけど、冬夜くんは──あの重騎士と似てると思う」

「……似てる？」

「憶おぼえてる？　叔父様が残した留守番メッセージ。実は、あれはもう一件あったんだ。ただし、宛あて名なは冬夜くんじゃなくてボク。内容は『冬夜は自分の家族のことになると無茶をしすぎるから、すまんが気を配ってやってくれ』って」

「………」

「叔父様の忠告は当たってた。冬とう夜やくんは、家族の言葉だからウィッチクラフトの存在を簡単に信じた。家族を守るために、命のやり取りをした経験がないにも拘かかわらずセツナに挑んだ。そして、七年前と変わってしまった家ボ族クのことも受け入れてくれた」

「………」

「極めつきは重じゆう騎き士しとの戦い。ラピスや真ま由ゆ香かやボクを……自分が家族だって認めた人間を助けるために、冬夜くんは命を投げ出した。……ありがとう。助けられたボクはお礼を言わなくちゃいけない。でも、辻つじ峰みね家当主として警告するよ。前にも言ったけど──」



　冬夜くんは、家族っていう存在に固執しすぎてる。



「───」

　その言葉を、俺おれは否定できなかった。

『冬夜。これからは自分の家族をしっかり守るのよ』

　母さんは最期にそう言って、俺の目の前で死んだ。もしかしたらその遺言ことばは母さんが思ったよりも強く、深く、辻峰冬夜という人間に刻まれてしまったのかもしれん。

　家族を守るためなら、どんなに自分を犠牲にしてもいいって思ってしまうほどに──。



『──あんた、相当イカレてるぜ』



　不意に、以前セツナに言われた言葉が脳裏でフラッシュバックした。確かに、俺の常軌を逸した家族への拘こだわりは、怖いくらいにあの重騎士と似てる気がする。現に俺はあの雨の中であいつに共感し、あいつと同じように瀕ひん死しの身体で戦ったんだ。

《蜃気楼ミラージユ》。

　砂漠の幻の名で呼ばれた甲かつ冑ちゆうのウィッチクラフト。今はもう安らかな眠りについた重騎士。誰だれかを殺してでも自分の家族と再会したかった、あのイカレた亡霊と──。

「だから、気を付けて。これからはあんまり無む茶ちやをしちゃダメだよ？　冬夜くんが家族を守りたいのはわかるけど……冬夜くんだって、ボクたちの家族なんだから」

「──ああ。わかってるよ、梨り央お姉ねえ」

　……そうだ。母さんの遺言を守ること以上に──俺は、ラピスや真由香や梨央姉のことをずっと守りたいって思う。だから、これからも生きていかなくちゃいけないんだ。

「ではでは、これにて梨央姉の春休み特別課外授業（病院編）は終了。どうせならナース服とか着た方がよかったかな？　それとも臨時ボーナスの方が欲しい？」

「は？　なんでいきなりボーナスなんだよ」

「だって、冬とう夜やくんは重じゆう騎き士しからボクたちを守ってくれたでしょ？　ボクの願いを……真ま由ゆ香かを助けるってことも叶かなえてくれた。だから、雇用主としてボーナスをあげなくちゃ」

　言って、梨り央お姉ねえはトコトコとこっちに歩み寄ってきた。

　そして俺おれの肩に両手を乗せ……上目づかいで顔を見つめる。

　最後に、ローファーの踵かかとを上げて、ちょこんっと可愛かわいらしく背伸び。

「………」

　いやいやいや、ちょっと待ってくださいよ神様。

　これって、まさかアレか？　梨央姉が言ってる臨時ボーナスって言うのは……。

「…………冬夜くん」

　誘惑するような梨央姉の甘い声に、胸の鼓動が一気にスピードを上げる。

「きみが本家に来たとき、ボクが言った言葉を憶おぼえてるかな？　……ねぇ、冬夜くん。ボク……冬夜くんなら、いいよ？」

　そして。

　微かすかに頬ほおを赤く染めながら、梨央姉は桃色の口くち唇びるをゆっくりと近づけて──。

「兄さん。姉さんと一体何をしているんですか？」

「うおわああああああああああっ!?」

　突然聞こえた声に思わずズザザっと病室の壁まで後ずさる俺。

　病室の入り口にいたのは、後頭部で結んだリボンが似合う女の子──辻つじ峰みね真由香。

　従妹は、俺のことをジトーッと疑いの目で見つめていた。

「べ、別に俺は何もしてないぞ！」

「むっ。その割にはひどく慌てていませんか？」

「ホ、ホントに何もしてないって。だから、真由香。まずは手に持ったソレを下ろそう」

「えっ……？」

　真由香が不思議そうに自分の手を見つめると、握ってるのは銀色に輝く日本刀。どう見ても《月華氷刃ダイヤモンドエツジ》だった。

「きゃっ……私ったらいつの間に!?」

　あわあわと慌てながら、氷の刃を霧散させ、白い柄を自分のバッグにしまう真由香。

　……危ねえ。

　無意識でウィッチクラフトを使おうとしやがったぞ、この従妹。

（グッジョブだよ、冬夜くん）

　ヒソヒソと梨央姉が小声で話しかけてきた。

（きみが止めてくれたおかげで、真由香を犯罪者にしなくて済んだ）

（ああ、なんとか銃刀法違反は避けられた）

（下手をしたら殺人の現行犯だったかも）

（シャレにならないこと言うなって！）

（ふふっ。あと、やっぱり冬とう夜やくんって可愛かわいいね。臨時ボーナスをあげるって言ったら、すごくドキドキしてたみたいだし。まぁ、ボクも……ちょっとドキドキしちゃったけど）

（なっ……！）

　思わず見つめ返すと、梨り央お姉ねえはペロッと小さく舌を出してから「それじゃあ、ボーナスの支払いはまた今度♪」と悪戯いたずらっぽいスマイルを浮かべてきやがった。

　……か、完敗だ。

　やっぱり梨央姉にだけは勝てる気がしねえ。

　くそっ、この小悪魔め。さっきキスしようとしたのだってどうせ悪戯のくせに。男子の純情を弄もてあそびやがって。しかもスマイルの破壊力が高すぎるから余計にタチが悪いぞ。

「兄さん。退院おめでとうございます。それと……その制服もとっても似合ってます」

「サンキュー。そういや、なんで真ま由ゆ香かと梨央姉まで制服を着てるんだ？」

「そ、それは……」

「えっとね。ボクが制服を着てる理由は、真由香が今朝『今日は兄さんとペアルックができるチャンスです♪』ってすっごい嬉うれしそうにしてたから、どうせならスリーカードにしようと思って」

「姉さん!?　そのことは黙っててってあれほど言ったのに！」

「へえー、ペアルックか。俺おれたちは従兄妹だし、たまにはそういうのも悪くないよな」

「そ、そうですよね。それにしても、兄さんが無事に学園へ通えることになって本当によかったです」

「うん。俺も真由香と一緒の学園に通えるのがすごく嬉しい」

「えっ……ほ、本当ですか？　実は、私も──」

「だって、勉強とか教えてもらえるし。いやー、助かるよ。真由香って昔から勉強が得意だったろ？　俺って今までバイトばっかりでロクに勉強してこなかったからさ」

　そう言った途端、なぜか真由香は笑顔のままでフリーズしてしまった。そして待つこと数秒。従妹はたった一言、「……ポジティブシンキング」と呟つぶやいた。

「わかりました。兄さんには私がたっぷり勉強を教えてあげます」

「あ、ああ。つーか、どうしたんだ真由香？　肩透かしでもくらったみたいな顔をして。体調でも悪いのか？」

「いえ、別に病気ではありません」

「え？　真由香は物心ついた頃ころから重い病を患ってるでしょ？　しかも、どんなお医者さまでも治せないくらい末期症状。もうすっかりメロメロで──」

「姉さんは今すぐ黙ってください─────っ！」

　ものすごい勢いで姉の言葉をシャットダウンする妹。

　うん。何はともあれ、姉妹の仲が良さそうでホッとした。けど、真ま由ゆ香かの病ってなんだろう？　メロメロって……薬物の中毒症状とかじゃねえよな？

「そういや真由香は剣道部とかに入ってるのか？」

「いえ、私は帰宅部です。鍛錬なら学園以外の場所でもできましたから」

「そうだったな」

　思い出すのは、傷だらけになった手。コイツは、三年間必死にがんばってきたんだ。

「ありがとうございました、兄さん」

「え？」

「だって、兄さんは言ってくれたじゃないですか。『これからは誰だれかが困ったら別の誰かが助けてやればいい』って。あの言葉のおかげで……私は、この三年間が無駄じゃなかったんだって思うことができたんです」

「真由香……」

「これからは兄さんと一緒に役目をがんばれます。兄さんは私のことを頼りにしてくれる。私は少しでも兄さんの力になることができる。それだけで、私は……」

　ちょこっとリボンを揺らしてから、真由香は嬉うれしそうにはにかんだ。

「………っ」

　……ヤバイ。可愛かわいすぎるぞ、コイツ。やっぱり、真由香もすごく魅力的な女の子だと思う。なんていうか、思わず抱きしめたくなっちゃうくらいに──。

「ぐごっ!?」

　そんなことを考えていたら、猛スピードで飛んできた何かがスコーンッと俺おれの側頭部を直撃。見ると、それは空になったカ×ピスソーダのペットボトル。現場に残された凶器から推理するに、犯人は……。

「この色ボケ犬。デレデレしてみっともない。これからはわたしと一緒にウィッチクラフトを蒐しゆう集しゆうするんだから、シャキっとしてよね」

　入り口に目を向けると、そこにいたのは小学生にすら見えるちっちゃな女の子。

　ラピスラズリ。

　巣穴からこっそりと外の様子を探るプレーリードッグよろしく、ラピスは病室の入り口からひょこっと顔だけを出していた。

「まったく、せっかくわたしが退院祝いに来てあげたのに」

「えっと、まあ、それはありがたいんだが……ラピス」

「何？」

「いや……おまえ、なんで隠れてるんだ？」

「そうだよ、ラピス。せっかく準備したんだから」

「ちょっ……梨り央お！」

「私も同意見です。あなたをこの病室の前まで連れてくるのはすごく大変でした。だから、ちゃんとお披ひ露ろ目めしてください」

「真ま由ゆ香かまで!?」

　うっと口くち唇びるを尖とがらせて拗すねるラピス。

　やがて、彼女は「わ、わかったわよ！　見せればいいんでしょ！」と叫んでから、

「わ、笑わないでね……」

　恥ずかしそうにモジモジしながら、俺おれたちに姿を見せた。

　彼女が身に纏まとっていたのは──制服。

　真由香や梨り央お姉ねえと同じ、千せん羽ば学がく園えんの女子制服である。梨央姉風に言うならこれでフォーカードの完成。大富豪だったら革命が起きてるぜ。

「ラ、ラピス、それ……」

「なっ……何よ！　どうせわたしには似合わないんでしょ!?　これを買いに行ったときも、店員に『お客様、中等部の制服をお求めで……あっ、失礼しました。小等部の方ですね？』って言われたし！　だから、きっと似合ってなんか……」

「いや、そんなことないぞ」

「えっ……？」

　ラピスは、パッと顔を輝かせて俺を見つめてから。

「ホ、ホントに？」

「おう。すげえ似合ってる。ちっちゃくてお人形さんみたいだ」

「だだだ黙れこのスットコドッコイ犬っ！」

「うおっ!?　冗談！　冗談だって！　本気で似合ってると思う！　だから俺の足を蹴けろうとするのはやめろっ！」

　ローキックを繰り出してきたラピスから距離を取る。相変わらず、足癖の悪いヤツだ。しかし、ラピスがこの制服を着てるってことは……。

「まさか、おまえも学園に通うのか？」

「当たり前よ。わたしだけ家で留守番とか嫌だし。テレビを見ながらずっとお煎せん餅べいを齧かじってろって言うの？」

「いや、そんな昼下がりの主婦みたいな……でも、大丈夫なのか？　おまえはウィッチクラフトなのに」

「手続きは梨央がどうにかしてくれたわ。辻つじ峰みね家はこの街では結構な権力を持ってるからね。学年はあんたや真由香と一緒。学校に行くのは生まれて初めてだけど、勉強の方は契約があるから大丈夫だもん」

「まあ、契約でどうにかならなかったら俺たちがフォローするさ。梨央姉のことだから全員一緒のクラスにするくらいの根回しはしてそうだし。つーか、そんなに恥ずかしいなら制服で病院に来ることなかったろ？　お披ひ露ろ目めするなら本家でもよかったのに」

「あ、あぅ……えっと……それは……」

　ラピスは身体をモジモジとよじらせた後、「梨り央おが、みんなでお揃そろいの洋服が着れるって言うから……」と消え入りそうな声で呟つぶやいた。

　うわー、相変わらず素直じゃねえなこのプチ猫。お揃いの格好がしたかったんならそう言えばいいのに。まあ、そういう不器用なところがラピスらしいか。

「さあ、行こっか。荷物はもう運んでもらったし、退院の手続きはさっきしてきたから」

　梨央姉の先導の下、俺おれはお世話になった病室を後にした。

　エレベーターで一階に降りてから外に出ると、温かい春の風が頬ほおを叩たたく。

　頭上に広がる澄み切った春空。

　病院の敷地内には、満開に咲いた桜の木が何本かあった。

「──ああ、そっか」

　今日で春休みは終わりなんだ。だったら桜が咲いててもおかしくないよな。

「ちょっと。何をポカンとしてるのよ。あんたはわたしの所有者かぞくなんでしょ？」

　桜に見惚れていたら、ちっちゃな掌てのひらが俺の手を引っ張った。

　ラピスラズリ。

　彼女は、上目づかいに俺のことを見つめてから──。



「だから、ちゃんとしてよね……冬夜」



　初めて、俺の名前を呼んでくれた。

「ラピス、今──」

「し、仕方ないでしょ！　学園であんたのことを番い犬ぬって呼ぶわけにもいかないし！　そんなことしたらわたしの品性が疑われちゃうもんっ！　だから……今日からは冬とう夜やって呼んであげるわっ！　こ、これがわたしからあんたへの退院祝いよっ！」

「──おう。ありがとな。すっげえ嬉うれしいぜ」

「ちっ……違っ、わたしはあんたにお礼が言われたかったわけじゃ……っ」

　春空の下で顔を赤らめるラピス。

　しかし、まさか退院祝いが名前で呼ぶことだったとは。なんだかやけに乙女チックなプレゼントである。あんなに俺のことを名前で呼ぶのを恥ずかしがってたくせに……。

「………？　何？　あんた、どうしてそんなに笑ってるの？」

「いや、なんでもない。ただ──やっぱりおまえって、いいヤツなんだなって思ってさ」

「なっ！」

　ラピスは満開の桜みたいに頬を桃色に染めた後、「う、うううるさいわねこのバカ冬夜っ！　やっぱりあんたには犬がお似合いだわ！」と叫んだ。

　うわー、怒らせちゃったか。どうやら本音をすぐに言ってしまうのが俺おれの悪癖っぽい。まあ、仕方ないさ。ラピスがいいヤツで……すげえ可愛かわいい女の子なのは事実なんだから。

「二人とも。立ち止まってないで早く行きましょう」

「え？　真ま由ゆ香か？　なんでおまえまで俺の手を引っ張って……」

「そうよ。真由香は今日の朝ゴハンだって失敗してたくせに」

「い、いきなり私のミスをバラすのはやめてください。それに、ラピスだって踏み台に乗らなくちゃ料理ができないじゃないですか」

「まっ、真由香の裏切り者!?　そのことは冬とう夜やには秘密にするって言ったでしょっ！」

　俺を挟んでトークバトルを繰り広げる二人。

　うえー、こんな調子で大丈夫なのか。これからはみんなでウィッチクラフトを蒐しゆう集しゆうしなくちゃいけないのに。早くも前途多難な気が……。

「冬夜くん」

　俺の顔色を悟ったのか、梨り央お姉ねえはいつものスマイルを浮かべてから。

「ボクたちなら、きっと大丈夫だよ」

「──おう。そうだな」

　学園での日常。

　本家での同居生活。

　そして、ウィッチクラフト。

　問題は山積みだけど……梨央姉の言う通り、このメンバーならなんとか乗り切れるに違いない。

　だって、俺たちは一つ屋根の下に住む家族なんだから。

「兄さん、これから夕飯の買い物に行きましょう。久しぶりに……兄さんのゴハンが食べたいです。兄さんは私の家事係いぬなんですから、一緒に来てくれますよね？」

「ちょ、ちょっと真由香！　そんなに引っ張らないで！　契約を交わした以上、冬夜はわたしの番い犬ぬでもあるんだからっ！」

　まるで競争でもするみたいに、グイグイと俺の手を引っ張っていくラピスと真由香。そして、俺たちの隣で楽しそうに微笑ほほえんでいる梨央姉。

「……まあ、たまにはこういうのも悪くないか」

　やれやれと苦笑しながら、小さな声で呟つぶやいた。犬扱いされるのはちょっとアレだが、賑にぎやかで騒がしいのはまあまあ好きだしな。

　今日は四月七日、春休み最終日。

　桜の花が舞う蒼あお空ぞらの下を、俺たち四人は肩を並べて一緒に歩いていく。

　そう──。



　明日から、新学期が始まるんだ。



    

  









    
      


あとがき



　こんにちは！　もうすぐデビュー四年目に突入。あさのハジメです。

　この小説『蒼そう柩きゆうのラピスラズリ』は自分の作家人生で初めて書くバトルアクションになります。……いえ、その割には結構肌色シーンの割合が多い気もしますが。担当様との電話中に「ここのシーン、下に何か穿はかせた方がいいですよね？」と質問したら、すぐさま「いや、俺はありのままの姿が見たいんだ！」みたいなナイスレシーブが返って来たことは忘れられません。本編も真っ青の熱い打ち合わせでした。

　さて。そんな『蒼柩のラピスラズリ』ですが、魔女の血を与えられたアンティーク──《魔女の遺産ウイツチクラフト》を巡る少年少女たちのラブコメ＆バトル満載な一冊となっています。まだお買い上げでない方この本を抱えたままぜひぜひレジの方に華麗な三角跳びムーンサルトプレスをキメていただけるとありがたいです！

　それでは、そろそろ謝辞の方を。

　まずは担当の庄しよう司じ様。新作の一巻目ということですが、この本が庄司様とＭＦ文庫Ｊでお仕事をさせていただく最後の本になりました。デビュー作『まよチキ！』の頃から本当にお世話になりました。自分が作家としてここまで生きてこられたのは間違いなく庄司様のおかげだと思っています。せめてもの恩返しとして、今後も作家として面白い物語を世に出し続けられるよう、精一杯生きていきます。今までありがとうございました！

『まよチキ！』に引き続き、イラストを担当してくださった菊きく池ち政せい治じ様。以前と志は変わらず、文章担当としてイラストに少しでもふさわしい物語を書けるよう、これからも精進していこうと思います。素晴らしいイラストをありがとうございました！

　ＭＦ文庫Ｊ編集部の皆様、校正様、デザイナー様、この本を世に出すために尽力してくださったすべての方々、一緒にお酒を飲んでくださる作家の皆様。

　誠に、ありがとうございました。作品を支えてくださる皆様のために自分ができることは一つだけです。少しでも面白い物語を書くために、これからも原稿を書き続けます。

　さてさて。それでは次回予告のコーナーを。

　無事本が出せればの話ですが、次巻は新キャラが登場しそうです。いよいよ始まった主人公たちの学園生活。そこに現れるウィッチクラフトを巡る三大勢力の一角、霧きり谷や家の当主を担う少女。そして、もう一人のウィッチクラフトを封印するためのウィッチクラフト。新キャラ増量でラブコメ＆バトル全開な物語になるのではないかと思われます！

　ではでは。また皆様とお会いできることを願いつつ、これからも初志貫徹という言葉を忘れずにガンガン走り続けていきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いします！

あさのハジメ
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